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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女がパソコンの履り歴れきにそのサイトを発見したのは、足を床ゆかに下ろして平気な顔をしていられないような、寒々しい日だった。学校から帰ってすぐに点つけたはずの暖だん房ぼうは反応が鈍にぶく、室内が暖まるのを今か今かと待まちながら、震ふるえる指でマウスを操そう作さしていた。家族兼けん用ようのＰＣは窓まど際ぎわに用意されているものの日当たりが悪く、少女は足をばたばたさせて耐たえ凌しのいでいた。支ささえは大のお気に入りである音楽を流すことぐらいだった。

　そんなとき、何なに気げない操作で履歴を閲えつ覧らんしたところ、そこに行き着くこととなった。少女としてはそのサイトが本物であるかどうか、判はん別べつすることができない。堂々としているので冗じよう談だんかもしれない、と考えた。興きよう味み本ほん位いで色んな箇か所しよをクリックしながら、なんでだろう、と不ふ思し議ぎに思う。

　このＰＣを利用するのは少女の他に母親だけだ。少女の父は一年以上前に亡なくなっている。少女が学校に行き、母親もまた出しゆつ勤きんしていた時間帯たいでの話だった。争あらそった跡あともあって他た殺さつであったとの話だが、犯はん人にんは特定されていない。だから少女に覚えがないのなら、このサイトを閲覧したのは母親ということになる。少女が不思議に感じたのは母親がなぜ、こんなものを必ひつ要ようとしたかということだった。父が殺されたことと関係あるのかなぁ、と窓の外に目をやりながら想そう像ぞうする。外に見えるのは家の庭と、その向こうに広がる畑。そして、大きな工場だ。

　荒あれて乾かわいた土の茶ちや褐かつ色しよくと、工場の白しろ壁かべはどちらも真まっ直すぐで、折おり紙を広げているように見えた。少女の吐と息いきが窓の上を白く舞まい上がり、ガラスを曇くもらせる。

　人は銃じゆうで撃うたれたら、寒くなるのだろうか。それとも温あたたかくなってしまうのか。

　死んだ父が顔色一つ変えないで納おさめられている姿を思い返しながら、興味を働はたらかせる。

　死んだことを知った当時から、少女は父の死をさして悲しむことはなかった。少女にとって悪い父ではなかったが、同時に、少女にとって死は悪いことではなかった。少女は人が死ぬことへの抵てい抗こう感かんが薄うすく、『なくなること』への恐おそれが欠けていた。

　だから今も母親の秘ひ密みつを知って、恐れるどころか無む邪じや気きに検けん討とうしている。

　拳けん銃じゆうねぇ。少女は指で鉄てつ砲ぽうを作り、ばきゅんばきゅんと撃ち込みながらにんまりとする。

　こういうのがあれば、嫌きらいな人間を殺すときに便べん利りかもしれない。

　そう考えて、少女は履歴を消される前にサイトのＵＲＬをメモして、何事もなかったようにＰＣの前から離はなれる。そうして少女はようやく暖まりだした室内を小走りで駆かけて、投げ出してあったランドセルを飛び越こえて居い間まのテーブルに飛びつく。

　常じよう備びされている瓶びんを取って、光の粒つぶのように詰つめられた飴あめ玉だまを摘つまみ取る。

　選ばずに口に運んだ飴玉は、薄うすっぺらいメロン味だった。
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　いつの間にか意い識しきを失っていたらしく、首しゆ藤とう祐ゆう貴きが目を開くと真まっ先に強い光が入り込んできた。思わず顔の前を手で覆おおい、光を遮さえぎりながら自分が真っ暗な場所にいることを理り解かいする。

　祐貴は、自分の置かれた状じよう況きようを把は握あくできていなかった。

　しかし暗くら闇やみの中でスポットライトのように明かりが注そそがれる。その明かりによって一つずつ浮かび上がる事じ象しようを追いかけていくことで、自分が深しん夜やになってもなぜ家に帰らず、工事現場に潜もぐり込んでいるのかを知ることになる。心が明るみに出る度たび、祐貴に動どう揺ようが生まれる。

　拳けん銃じゆう、幼おさななじみ。発はつ砲ぽう、殺さつ人じん。自分のしでかしたことを完かん全ぜんに思い出して、祐貴の目が見開く。駅えきの構こう内ないで衝しよう動どう的てきに殺人を犯おかして、逃げて、知らない男に何度も殴おう打だされて。腫はれた顔面や潰つぶれた鼻のことを思い出した途と端たん、疼うずくように痛いたみ出して祐貴が顔をしかめる。

　振り返れば、自分が潰れた漫まん画が喫きつ茶さの解体現場に潜り込んで身みを隠かくしているのも当然だった。他に行ける場所などない、家など帰れるはずがない。家には既すでに警けい察さつから連れん絡らくが行っているだろう。つまり両親は、息子むすこが人を殺したということを知ってしまっているのだ。その気持ちを想そう像ぞうするだけで祐貴は頭を抱かかえて、地に引きずり込まれていくような絶ぜつ望ぼうを感じる。祐貴はなにより、両親のそうした心しん境きようへの後こう悔かいがあった。

　親が自分に持つ期き待たいや信しん頼らいの一いつ切さいを裏うら切ぎってしまった、という事実に涙なみだが溢あふれる。それがなにより辛つらかった。自分は永えい遠えんに人殺しで、親は人殺しの子を持つことになるのだ。昨日きのう、くだらない話を交かわして浮かべていた母親の笑え顔がおを思い出して、祐貴の涙は止まらなかった。

　これから、どうすればいいのか。どうにもならないのに、祐貴は繰くり返しそれを考える。

　朝になれば解体作業のために人がやってくる。朝日がのぼり、街まちに放り出されて祐貴が夜に潜ひそむことは叶かなわなくなる。そうなったらもう、どうにもならないだろう。祐貴が歯を鳴らし、目を血走らせて苦く悶もんする。誰だれにもどうすることもできない問題に頭がどうにかなりそうだった。

　先さき程ほどから、光が近くを何度も巡じゆん回かいしている。自動車のランプではなく歩道がそこまで光に溢れかえるのは奇き妙みようで、普ふ通つうではない。その明かりに不ふ審しんなものを感じた祐貴は動くか否いなかを葛かつ藤とうする。自分を捜さがしているのだとすれば離はなれたいが、しかし通りに出れば見つかる危険もある。

　様さま々ざまな後悔と罪ざい悪あく感かんを強く持ちながらも、祐貴には自じ首しゆするという発想がなかった。自分はまだなんとかなるのではないか、という淡あわい希望めいたものが根こん底ていにあるのだ。一連の事じ件けんが終わってみれば自分に罪つみはなくなって、家に帰って、という楽らつ観かんを捨すてきれないのである。

　根こん拠きよのないそうした願がん望ぼうしか、縋すがるものがなかった。

　そうして決断を先さき延のばしにしていると、祐貴と同じく、光を嫌きらうように飛び込んでくる影かげがあった。祐ゆう貴きの頭が凍こおりつき、背せ筋すじが切り刻きざまれたように過か敏びんな刺し激げきを感じ取る。顔面の左側がそのままちぎれて滑すべり落ちるのではと思うほどに歪ゆがんで、悲ひ鳴めいをあげることもできなかった。

　人ひと影かげは夜よ露つゆでも除よけるように肩を払はらい、大きく息いきを吐はく。

　その人影でなにより目を引くのは頭部が横長であることだった。目が次し第だいに慣なれてきて、その切り取られたように複ふく雑ざつな線が帽ぼう子しの輪りん郭かくであることを理解する。ツバが広く、頭は尖とがって。

　魔ま女じよがかぶるような三さん角かく帽子を頭に載のせているのだ。
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　その帽子のツバと前まえ髪がみに隠かくれそうな瞳ひとみが祐貴を捉とらえる。祐貴と異ことなり、その視し線せんの動きには恐おそれや驚おどろきを感じさせない。しかし祐貴を凝ぎよう視しして、離はなれようとはしない。祐貴は震ふるえて喉のどを張りつかせるような恐きよう怖ふに襲おそわれながらも、隠し持っている拳けん銃じゆうへと半なかば無む意い識しきに手が伸びようとしていた。

　やがて「ははぁん」と、魔女の帽子をかぶった男の唇くちびるが得とく意いげに釣つり上がる。夜の闇やみの中、その唇は三日月の形に暗闇を削けずり取るようだった。

「僕ぼくの超ちよう推すい理りを披ひ露ろうさせてもらうと、『お前』だな」

　男が力強く祐貴を指差してくる。祐貴の肩が激しく揺れたのを見て、男が饒じよう舌ぜつに語り出す。

「警けい官かんがあたりにいっぱいで、誰だれかを捜さがしている動きだ。で、捜しているのはお前ってわけだ。喧けん嘩かでもしたのか？　それとも万まん引びきか？　まぁ僕のスーパー推理によると喧嘩だな。なにしろ顔面が腫はれ上がっている、実に分かりやすい。これならやる気のない探たん偵ていでも気づくね」

　ここにいない人物へのあてつけのごとく、探たん偵ていを引き合いに出す。祐ゆう貴きはその唐とう突とつな登場と場ば違ちがいなほどの明るさに戸と惑まどい、恐おそれて、服の奥の拳けん銃じゆうを掴つかむ。その重さに指が震ふるえた。

　どうしてこんなものを、自分はまだ持っているのか。

　こんなものを手にしなければ。

　激しい逆さか恨うらみと後こう悔かい。それを冷たくはね除のけるような表面の固かたさと温度に祐貴が涙なみだしそうになる。捨すててしまいたい。捨てて、なかったことにしたい。しかしそんなことできるはずもなく。それを理り解かいしているからこそ祐貴は、拳銃を懐ふところに収おさめ続けている。

　今の祐貴に味み方かたするものは、『こんなもの』しかなかった。

「いやぁ若さの特とつ権けんだね殴なぐり合い。青春だねぇ、不ふ毛もうだねぇ。しかも顔からするに負け……」

　独ひとり言ごとの最さい中ちゆう、祐貴が拳銃を構かまえたのを見て、男の顔が固まる。しかしその表情と裏うら腹はらに、手足は硬こう直ちよくなく行動に移っていた。祐貴の構える拳銃の先せん端たんが定まるより早く、男の伸ばした足が祐貴の顎あごを蹴けり上げる。足を伸ばしてその爪つま先さきが掠かすめただけなので、浅い牽けん制せいにしかならないのは男も承しよう知ちの上らしい。祐貴が痛いたみより暴ぼう行こうの恐きよう怖ふに心を縮ちぢみ上がらせた直後、男に髪かみの毛を掴まれる。

　そしてそのまま背はい後ごの鉄てつ骨こつへと、後頭部を叩たたきつけられた。多た少しようの加か減げんはあったようだが祐貴の目が裏うら返がえりそうになる。だが男はそれだけで容よう赦しやしない。祐貴が拳銃を握にぎりしめている右腕を掴み上げて、肘ひじを逆ぎやく向むきに折おり曲げる。遠のきそうだった祐貴の意い識しきがすり切れるように鋭えい利りな痛みに引っ張られて、絶ぜつ叫きようをあげようとする。男はそれさえも許さず喉のどを肘で潰つぶす。

　男の体重を載のせた肘に喉を押し潰されて、祐貴が涎よだれと鼻水を垂たれ流しながら今度こそ目を裏返す。既すでに目の前の景色けしきは見えておらず、痛みも右肘の燃えたぎるそれ以外は受け入れきれずに感じられなかった。

　横へと転がった祐貴が嘔おう吐として、要よう領りようを得ない呻うめき声をあげる。震える背中の奥で死にたい、死にたいと自じ身しんの本ほん音ねが木こ霊だましている。祐貴は吐はきながら、耳を掻かきむしりたい心しん境きようだった。

　そこでようやく男の『最さい低てい限げん』が終わる。帽子の位置を悠ゆう々ゆう直しながら祐貴を見下ろす。「おっと危ない危ない」と祐貴の落とした拳銃を拾ひろい上げて、その表面を撫なでながら男がぼやく。

「おいおい、いつから日に本ほんは銃じゆう社しや会かいに……構えるぐらいならすぐに撃うって……」

　男の声を最後まで聞くより早く、祐貴の意識は手た綱づなを放すように手て応ごたえを失った。

　そして絶ぜつ望ぼうしかこびりついていない心の内側へと、真まっ逆さかさまだ。
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「なんで犬いぬが三さん匹びきになっているの」

「……ふな？」

　海え老びのように丸まった姿し勢せいで眠っていたカナが、床ゆかから顔を起こす。声が聞こえたので半なかば無む意い識しきに起き上がっただけであり、目は開いていない。何時間も床に押しつける形となった頬ほおは元もとより柔やわらかい輪りん郭かくが一いつ層そう緩ゆるんでいる。赤くなったそこを撫なでながら、カナの頭が落ち着きなく回った。玄げん関かんに立ったまま、靴くつも脱ぬいでいないギャッピーはその姿を見てただ呆あきれる。

「三日も持たなかったわ」

　髪かみの長さ以外、一ひと晩ばんでなにもかも元もと通どおりにだらしなくなっている友人にギャッピーが嘆たん息そくする。それを受けてか、カナも徐じよ々じよに意識を覚かく醒せいさせていく。口もとをパジャマの端はしで拭ふいた後、頭を掻かいてようやく目を開いた。しかしその後に、大あくびが二度、三度と続く。

「あぁー、身体からだいてー、軋きしむー」

　硬かたい床の上で寝ね続つづけた身体を伸のばしながら、カナが苦く悶もんの声をあげる。うんうん唸うなったあげく伸ばしすぎた身体がよろめき、背中から寝ね転ころがってしまう。そのまま身体を伸ばし続けていたがやがて海老のように丸まり始めて、横向きになり、目を瞑つむってしまう。

「ぐぅ」

「ね、る、な」

「ぐぇ」

　パジャマがめくれて剥むき出しになった脇わき腹ばらをギャッピーが踏ふむ。さすがにカナも本気ではなかったようですぐに起きて、今度こそ目を開けながら座すわり直す。腰こしに手を当てて、冷たい目で見下ろしている友人を、へらへらと笑いながら歓かん迎げいする。

「やぁギャッピー、おはようちゃん。……昨日きのうもおんなじようなこと言った気がするなぁ」

「挨あい拶さつはいいから、そろそろ犬三匹の説明をしなさい」

「三匹？」

　振り向く。昨日拾ひろった犬たちが大人しく座っている。

　二匹しかいないじゃないか。

「はっはっは、数え間ま違ちがえるギャッピーをあたしは許すよ」

「嫌いやみの通じないあんたは許さないけどね。で、なにこの犬」

　丸い犬と少し怯おびえたように首をすくめる犬を交こう互ごに眺ながめて、ギャッピーが説明を求める。

「このマンション、ペット禁きん止しでしょ？」

「んー、まー」

　自分もペットみたいな生活だけどなぁ、とカナが自じ虐ぎやくして、なるほど犬いぬが三さん匹びきだと納なつ得とくする。

　しかしその生活も昨日きのう、唐とう突とつに終わりを告つげた。そのことを寝ね起おきの頭が思い出して、きりきりと胃いを締しめ付ける。カナの今の自じ堕だ落らくな暮くらしは出しゆつ資し者しやがいて成り立っている。それが途と絶だえれば、カナの居い場ば所しよはこの街まちから失われるということだった。

「おーい、ぼーっとするな」

　ギャッピーがカナの肩かたを掴つかみ、しっかりと座すわり直させる。正面から友人に見み据すえられたカナが「うぅ」と目を泳およがせながら犬たちがここにいる理由を説明する。

「昨日、マンションの側で困こまってそうだったから。つい」

「ついって、あんたね」

「おー犬たちよー、どうしたんだいー」

　ギャッピーから逃げるように、カナが犬の方を向く。丸い方の犬が空気を読んだようにばぅばぅと鳴き出した。側そばに屈かがんだカナがその犬の顔を覗のぞき込むと、嬉うれしそうに舌したを見せる。

「お腹なかすいているのかな？」

　カナ自じ身しんが空くう腹ふくなこともあり、丸い犬の方に尋たずねてみる。犬が返事をするように鳴く。

「んー、本当に言こと葉ば分かっているのかな……不ふ思し議ぎなやつ」

　カナが丸っこいお腹の下に手を入れて撫なでると、犬がくすぐったそうに身みをよじる。反はん応のうが面おも白しろいので抱だき上げて、お腹を弾はずませてみる。お腹と顔の両方に愛あい嬌きようのある犬と戯たわむれていると、見かねたギャッピーがカナの頭を小こ突づく。しかしその腰こしが微び妙みように引けていることに、カナは気づかなかった。

「遊んでいる時間ないでしょ。あんたも働はたらきに行くのよ」

「お、おぅおぅ」

　返事というより嘆なげくような鳴き声に聞こえて、ギャッピーが溜ため息いきを吐つく。カナは抱いていた犬を下ろしてから、もう一いつ匹ぴきの大人しい犬に目をやる。丸い方が水みず風ふう船せんを連想させるなら、細い犬は鶏とりガラのようだった。耳にかかる毛けが縮ちぢれて貧ひん相そうに映うつる。

「こっちは最初からちょっと弱っていたんだよね。大だい丈じよう夫ぶかな、大丈夫かな」

　細い方の犬を覗き込みながら、カナがぐるぐると回る。「私はあんたが大丈夫かと思うよ」と愚ぐ痴ちりつつも、ギャッピーも一いつ緒しよになって細い犬を覗き込む。ただしやはり身みを引き気ぎ味みだ。犬は注ちゆう目もくされることが落ち着かないのか、あくびのような動きを見せて身体を震ふるわせる。カナも釣つられて大あくびをこぼす。

　涙なみだがこぼれて視し界かいがにじむ。目もとを指で拭ぬぐいながら、カナの意い識しきは徐じよ々じよに心の内へ向く。

　弱っている生き物を見ると、カナはスズメを思い出す。カナが小学生の頃ころ、庭に傷きずついたスズメがいた。飛ぶこともできないのか、地面に横たわって羽はねを弱々しく動かしている。カナはすぐに助けようとしたがそれを母親が制せいした。曰いわく、仲なか間まが助けに来たとき、そこにいなければ場所が分からなくなって諦あきらめてしまうらしい。そう言われたカナは一日中、窓まどにへばりついてスズメに助けが来るのを待まっていたが半日経たっても仲なか間まはやってこなかった。

　見かねてようやく家の中へと保ほ護ごしたが、スズメは翌よく日じつを待たずに死んでしまった。カナにとって実じつ質しつ、初めて触ふれる生き物の死だったということもありその動かなくなった姿すがたには酷ひどく落ち込んだ。泣きこそしなかったが三日は気持ちが沈しずみ、なにもする気になれなかった。

　最初から保護して世話していれば、助かったかもしれない。思い返す度たび、カナは後こう悔かいする。そうした思いは当時よりも歳としを重ねて、思い出から遠ざかるほどに強まる。

　気づけばカナの目からは、軽く、冷たい涙なみだが流れ出していた。それに本人より早く気づいたギャッピーが顔をしかめる。カナの表情が平へい常じよう通どおりで、涙が意い図としたものではないからだった。

「またなの？」

「うん？　おおぅ、またか」

　カナ自じ身しんも軽けい薄はくな涙に驚おどろく。涙の滴しずくを指の腹はらに載のせると、独ひとりでにその形を崩くずして散さん滅めつしていく。舐なめてみると水っぽく、味あじ気けなかった。感情が伴ともなわないと味が薄うすいのなら、人の心は塩しおに満ちているのかもしれない。カナは拭ぬぐうのも面めん倒どうになった涙を放って、にへっと笑う。

「癖くせみたいなものだから気にしない」

「……私は時々、あんたのお母さんになったんじゃないかと思っちゃうのよ」

　ギャッピーがカナの頭を乱らん雑ざつに撫なでる。カナとしては姉あねぐらいのつもりだったが母親までいってしまったかー、とされるがままになりながらも悪い気はしなかった。そうしていると、同い年と説明したところで誰だれも信じそうになかった。実じつ際さいは誕たん生じよう日びの関係で、カナの方が年上の時期すらあるのだが。

「ギャッピーはお犬いぬ様さまのことわかんない？」

「知らない。犬飼かったことないもの。ネットで調べれば？」

「んー、どう調べればいいかもわかんないし……とりあえずご飯はん買ってこようかな」

　自分の餌えさも買わないとねー、とカナが自じ嘲ちようする。意い識しきするとお腹なかがきゅるきゅると鳴った。

「こんな時間に開いてるペットショップなんてあるの？」

「コンビニになにかあった気もするんだよね」

　真しん剣けんに探さがしたことがないので記き憶おくは曖あい昧まいだけど、とカナが補ほ足そくする。

「ふぅん」

「というわけで、ギャッピー行ってらっしゃい」

　カナが手を振って見送ろうとする。しかし、というより当然、ギャッピーは動かない。

「いや、あんたが行きなさいよ。あんたが保護したんだから」

「ぐぁー、あたしは正せい論ろんを受けると身体からだが溶とけてしまうんだー」

　などと一人で盛もり上がりながらも財さい布ふを用意して、出いで立たちはそのままにカナが玄げん関かんへ向かう。「あれで出かけられちゃうのが問題なんだ」とギャッピーがその後ろ姿にぼやく。

「おっと」

　カナが思い出したように引き返してくる。そして寝ねる前に外はずしたそれを髪かみ留どめ代わりにつける。見ていたギャッピーが唖あ然ぜんとする。カナがつけたそれは『研けん修しゆう中ちゆう』と印いん刷さつされた名な札ふだだったからだ。本人は気に入ったのか、当たり前のように頭に収めて「よし」と笑う。

　ぼろぼろの靴くつを履はいたカナが振り向いて、緩ゆるく手を振る。

「留る守す番ばんよろしくー」

「はいはい。早く帰ってくるのよ、あんたも準じゆん備びがあるんだから」

「うぃうぃ」

　曖あい昧まいに返事をしながらカナが廊ろう下かに出た。出てから鍵かぎを持ってくるのを忘れたことに気づいたが、そのままエレベーターへ向かった。そしてエレベーターに乗って揺ゆられている最さい中ちゆうに、拳けん銃じゆうも無む造ぞう作さに置きっぱなしであることを思いだした。そちらはさすがに心しん配ぱいになった。

　早めに買って帰ろうと、エレベーターから出たカナが小こ走ばしりになる。少し走った先、ホールの中ちゆう央おうで同じマンションに住む男を追い抜いた。長ちよう身しんで黒くろ髪かみの男は背せ広びろのサイズが合っていないらしく、肩かた周まわりが余あまってだらしない。眠そうな顔つきの男の横を走り抜ける際さい、「ちゃーっす」とカナが挨あい拶さつする。男も気け怠だるげに「おはざーっす」と手をあげて挨拶を返した。

　マンションを出た後、ぺったぺったと間の抜けた足音と共ともにコンビニを目指して走る。走っている途と中ちゆうに自転車に乗ってくればよかったと気づいたが、引き返さずにそのまま目指した。

　専せん門もん学校と駐ちゆう車しや場じようの前を抜けて、青白の看かん板ばんが目立つコンビニに入る。今日はカナの知り合いである店てん員いんのウッチャンが見当たらなかった。見知らぬ中ちゆう年ねんにカウンターから挨拶されて、前まえ屈かがみのカナがへこへこと頭を上下させる。知り合いがいればペットフードの場所を聞けたが、これでは自分で探さがすしかなかった。専門学校生と思おぼしき集団の後ろを通り抜けて、店内をうろうろと見て回る。やや時間をかけたが、棚たなの端はしであり占しめる割わり合あいこそ少ないもののドッグフードとペットフードが用意されているのを発見する。なんでもあるなぁ、とカナが今いま更さらのようにコンビニの品しな揃ぞろえに感心した。

　何種類かあるのだが銘めい柄がらや種類などまったく分からないので、揃そろっている商品を一通り買っていくことにした。細ほそい方はともかく、丸い犬いぬならどの味がいいかと判はん断だんして教えてくれそうだったからだ。そう考えるカナは、犬と意い思しの疎そ通つうが成立していることに改あらためて疑問を抱いだく。

「不ふ思し議ぎなやつだよねぇ、あれ……」

「私からすると、きみの方が十じゆう分ぶん不思議だけどね」

　いきなり横から声をかけられて、カナが商品を取りこぼしそうになる。腕うでから落下したそれを、声の主ぬしが手て際ぎわよく拾ひろって受け止めて、カナの手て元もとに戻してくれた。カナは中ちゆう腰ごしを曲がっている膝ひざと共ともにそろそろと伸ばして、その相あい手てを見上げる。「あ」と、小さく声が漏もれた。

「やぁ、珍めずらしい朝ご飯はんを選んでいるじゃないか」

　美び容よう院いんで出会った金きん髪ぱつの女性だった。今日もスーツ姿すがたで、髪を左側にまとめている。

　カナが抱かかえているものを見て笑い、それから頭につけている研けん修しゆう中ちゆうのプレートに気づいて微び妙みような表情になる。カナは「お気になさらず……」とぼそぼそ答えたが、声が届とどいていないらしく金きん髪ぱつの女性は小さく首を傾かしげていた。

「朝から覇は気きのない子だな」

　子供扱あつかいされると問題のある年ねん齢れいだったが、下へ手たをすると目の前の女性は年下かもしれなかったのだが、カナは黙だまっておいた。説明する必ひつ要ようもないし、一いち々いち身みの上を語るのも面めん倒どうだった。

「随ずい分ぶんと食しよく欲よく旺おう盛せいな犬いぬなのか、それとも何なん匹びきもいるのかどっちかな」

「え、あー……両方、かなぁ」

　カナが適てき当とうに返事をすると、「ふぅん」と相あい手ての反はん応のうもいい加か減げんなものだった。さして興きよう味みなく、とりえず聞いてみただけというのがよく伝つたわる。

「ところできみ、この近所に住んでいるのかい？」

「はーまー、そうっす」

「じゃあちょっと道を教えてほしいんだ。このビルなんだけど、分かるかな」

　女性が鞄かばんから、折おり畳たたんだコピー用紙を取り出す。四つ折りのそれが開かれて中を覗のぞき込むと、駅えき前まえの地図に小さく赤い○があった。「ここなんだけど」と女性が赤○を指す。カナは駅の入り口の名前からゆっくりと指で追って現げん在ざい地ちやらを把は握あくした後、これなら分かると思った。

「えーと、コンビニを出てからですね……」

　地図を回転させながらカナが身み振ぶり手振りで説明する。聞いている女性は頷うなずいて相あいづちを打ちながら説明を受けて、大だい体たいは理り解かいしたらしい。「なんだ、結けつ構こう簡かん単たんじゃないか」と笑う。

「ここになにか用事ですか？」

「ご用事って、あぁまぁ。仕事だよ、じゃあね。ありがとう」

　地図を片かた手てに頭を下げてから、金髪の女性がなにも買わないで外へ出て行く。コンビニには道を聞きに入ってきただけかもしれない。

「仕事かぁ……あたしもあるんですよー、はははー……」

　ちょっと働はたらいたところで援えん助じよを止められたらどうにもならない。焼け石に水にもなりはしない。ではなぜ働くのかというと、ギャッピーに怒おこられるからだ。その理由にカナが思わず笑う。

　なんだそれ、と呆あきれてしまった。

　それからペットフードの山を見下ろして、これで大だい丈じよう夫ぶだろうかと不安に駆かられる。

　怪け我がや病気の類たぐいだったら、と考えると安あん易いに気き楽らくではいられない。動かなくなったスズメとその墓はかを思い出しながら、カナが慌あわててレジに向かう。カナなりに急いで支し払はらいを済すませてコンビニを出るとまだ見える範はん囲いにその背中があったので、走って追いかける。金髪の女性はカナの独どく特とくに間の抜けた足音にすぐ気づき、素す早ばやく振り向く。身体からだの動かし方がきびきびとして、そしてどこかに違い和わ感かんを抱いだくものだったがカナは構かまわずに近寄っていった。

「あの、ちょっと、聞きたいんですけど」

　走った距きよ離りは短かったものの運うん動どう不ぶ足そくに加くわえて緊きん張ちようもあって、カナの息いきは切れていた。

「ん？　なんだい」

「犬いぬのこと、詳くわしいですか？」

「……犬？」

　獣じゆう医いに見せに行こうにも時間としては早いし、そもそもどこに動物病院があるかも分からない。そのうえ、カナにはギャッピー以外に相そう談だんできるような知り合いなどいない。だからどんな形で出会った些さ細さいな知り合いでも貴き重ちようだった。

　唐とう突とつな質しつ問もんをされた女性は怪け訝げんな顔になる。カナの抱かかえる袋ふくろを一いち瞥べつしてから言った。

「犬がどうかしたのかい」

「あ、いえ。拾ひろった犬がなんだか弱っていて、こう、心配で」

　カナが要よう点てんを掻かい摘つまんで説明する。自分にしては上う手まく説明できたな、と感心していると犬より自分の心配をしろよ、とギャッピーらしき声の幻げん聴ちようを聞いた。

「私より医い者しやに聞くべきだと思うけど……なんにせよ見てみないとなんとも言えないな。少し見せてくれるかい」

「えー、あー、はい。じゃあ、ついてきてください」

　カナが中ちゆう途と半はん端ぱな早歩きで先せん頭とうに立って、マンションに向けて歩き出す。部へ屋やの中はともかく、マンションの入り口ぐらいまでは案内しても不ぶ用よう心じんではないだろう。そう考えたのだ。

「仕事はよいのですか？」

「来るのが早すぎたぐらいだから平気さ」

　時計も確たしかめないで女性が笑い飛ばす。カナはそのまま歩いていたが、途と中ちゆうで振り向く。

「そういえば、名前って聞きました？」

　聞かれた女性が「おや」と目の開き方を左さ右ゆう非ひ対たい称しようにする。

「まだ名乗ってなかったかな。新しん城じよう雅みやびだよ」

　前まえ髪がみを弄いじりながら名乗る。カナはその名みよう字じから、美び容よう院いんでもらった名めい刺しを思い出した。

「きみは？」

「岩いわ谷やです。岩谷カナ」

「なるほど、カナちゃんか。かわいい名前だ」

　完全に年下と思われているようだ。更さらにちゃん付けで呼ばれて実じつ家かの母親のことを連想して、カナとしては愉ゆ快かいではなかった。母親と不ふ仲なかではないが、今自分がどんな風ふうに思われているのかを想そう像ぞうするのが嫌いやだったのだ。カナは、大学を留りゆう年ねんしてからは一度も家に帰っていない。

　道どう中ちゆう、雅の足が一度止まる。それに気づいてカナが振り向くと、雅は立体駐ちゆう車しや場じようの向かい側にある駐車場を見つめていた。カナが拳けん銃じゆうを拾ひろった場所である。今は車もほとんど停とまっていないが、そういう縁えんもあってカナの目も駐車場を注ちゆう視しする。

「どうかしました？」

　カナが平へい静せいを装よそおって尋たずねると、「なんでもないよ」と雅みやびが爽さわやかな調ちよう子しで否ひ定ていする。

　なんの変へん哲てつもない駐ちゆう車しや場じようを、足を止めても見つめる。

　まさかあの拳けん銃じゆうと関係あるのかなとカナでも考えたが、まさかねぇと軽く流してしまう。

　銃じゆうなんて無む縁えんの人に見えたのだ。カナ自じ身しんがどう見ても縁えん遠どおい人間でありながら偶ぐう然ぜん、拾ひろって持ち主ぬしとなってしまったことを棚たなに上げて楽らつ観かん的てきに否定してしまう。

　マンションの入り口へと帰ってきて入る前に建たて物ものの脇わきを覗のぞいてみるが、今日は暴ぼう行こうの現場も、追つい加かの犬いぬもいないようだった。カナはホッとしながら買い物袋を揺ゆらし、雅に言う。
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「ちょっと待まっててください」

「はいはい」

　雅に見送られてカナが走る。エレベーターに急いで乗り込み、下りてからも走って部へ屋やへと戻った。鍵かぎもかけていない扉とびらを開けると、部屋の中ではギャッピーが犬との間にクッションとかけ布団ぶとんで壁かべを作り、その上に顔を出して犬を覗き込んでいるところだった。

　ギャッピーよりも早く、丸い犬がカナに反はん応のうして吠ほえる。「こらこら、しー」とカナが慌あわてて唇くちびるに人差し指を当てると、丸い犬が『反はん省せい』とばかりに耳を後ろに倒たおす。

「で、なにしてんの、ギャッピー」

「さぁ自分でも分からない。暇ひまつぶしじゃない」

　その早はや口くちから、カナでも悟さとることができた。犬が苦にが手てだったのか、と微ほほ笑えましい気持ちになる。完かん璧ぺきに大人を演えんじるような友人にも弱いところがあるのだなぁと、どこか安心する思いだった。そうしたカナの態たい度どが気に入らないのか、ギャッピーがむくれたような顔と唇くちびるで「なに笑ってるの」と怒いかりを表す。

「ご飯はん買ってきたの？」

「あーうん」

　聞かれて、自分の朝あさ飯めしを買い忘れたことに気づく。

「それでね。そっちの子をね、ちょっと見てもらおうとね」

　話ながらカナが細い犬いぬを抱だき上げる。犬はカナに触さわられても抵てい抗こうを見せない。大人しくされるがままに収まっている。「ギャッピー、そっちの子にご飯あげておいて」と指示してカナがすぐに部へ屋やを出ていく。「えぇちょ、おいおいおい」と狼ろう狽ばいするギャッピーの声は無む視しした。

　犬を堂どう々どうと連れてマンションの廊ろう下かを走る。カナもまずいとは感じたがもう止まれない。そのまま勢いきおいを殺さずに走り抜けて、エレベーターに一人と一いつ匹ぴきで揺ゆられて、ホールに飛び出る。

　一日でこれだけ走ったのは何年ぶりなのか、カナにも分からなかった。自分のために急ぐ必ひつ要ようのない毎日を送り続けてきたからだ。しかし今のカナには、駆かける理由があった。

　マンションの外に出ると、雅みやびは壁かべに背中を預あずけながら、向かい側にある店の看かん板ばんを見上げていた。その目の端はしに動くものを捉とらえた瞬しゆん間かん、過か敏びんに反はん応のうする。すぐに壁から背を離はなして、一定の距きよ離りを取るように退しりぞいた。少し大げさなその動きにカナの方が面めん食くらう。

　雅はそうした自じ身しんの行動にまったく疑ぎ問もんがないのか、平へい然ぜんと犬に向けて手を伸のばす。

「その犬か……んー、外がい傷しようはなさそうだけど、貧ひん相そうだね」

　雅がカナから譲ゆずり受けるようにして犬を抱き上げる。すると細い犬はカナに抱かれていたときと異ことなり、耳を後ろに倒たおし、歯を剥むく。しかしその下側の口も後ろに引いて半開きとなり、攻こう撃げきの意い思しだけでなく怯おびえも混こん在ざいしているようだった。

「あ、あらあらあら」と飼かい主ぬしでもないカナが取り繕つくろおうとする。とはいえ、手をばたばた振るぐらいで具ぐ体たい的てきにはなにもしないのだが。一方の、犬から明めい確かくな敵てき意いを抱いだかれている雅は楽しそうに頬ほおを緩ゆるめている。こちらの笑え顔がおは、純じゆん粋すいに攻撃的だ。その目は細まり、捕ほ食しよくする獲え物ものを見み定さだめるようだった。

「ふふふ、この犬は見る目があるなぁ」

　そこでカナを一いち瞥べつする。まるでカナに人を見る目がないとばかりに。カナ自じ身しんはその視し線せんの意味を解かいすることができず、暢のん気きそうな表情と頭を傾かしげるばかりだ。

　一通り調べてから、雅が犬を解放する。細い犬はすぐに雅から離れてカナの後ろに隠かくれてしまう。それを見た雅はますます楽しそうに肩を揺らす。

「怪け我がはなさそうだけど、元気もなさそうだ。しかし見ても分からないし……」

　雅が一いつ考こうするように、顎あごに手を当てる。が、名めい案あんを思いついたようにすぐにその明るい顔を上げた。

「兄さんに見てもらうか。あの人なら、なんとかなるだろう。私ばかりが怖こわがられるのも面おも白しろくないし」

　女性のその呟つぶやきに、美び容よう院いんでもらった名めい刺しのことを思い出す。同じく金きん髪ぱつで、胡う散さん臭くさいほど爽さわやかな風ふう貌ぼうを思い出す。妹いもうとのもとへ息いきせき切って走ってくる姿すがたから、まぁ悪い人ではないかなと判はん断だんする。

　カナの判断は常つねに単たん純じゆんなものがあった。そういう点がまた、子供らしさを強きよう調ちようしているのかもしれない。ぼーっとしている間に雅みやびが電話をかける。すぐに反はん応のうがあった。

「やぁ兄さん、おげんきー？　今日はちょっと犬いぬの世話をお願いしたいんだけど」

『……は？』

　横で聞いていたカナにも、電話の向こうで呆あつ気けにとられる声が伝つたわってきた。
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「……は？　え、犬？　なんだ、犬って。お前そんなもの飼かって……どうしてそうなる？」

　車を脇わきに停とめて弟で子しが電話の応おう対たいをしている声を、緑みどり川かわは助じよ手しゆ席せきで聞いていた。緑川自じ身しんは前回開いた個こ展てんでの購こう入にゆう者しやリストを眺ながめて、名前と顔を一いつ致ちさせる作業を続けている。

　今日から五日間、駅えきの構こう内ないで緑川の個展が開かれる。作品の解かい説せつやらを担たん当とうするために緑川も個展の会場にいなければいけないのだが、以前の個展にも足を運んで顔見知りとなった客が挨あい拶さつしてくることもある。そういうときに思いだして対たい応おうできるように、との考えからだった。問題は生せい来らいの無む関かん心しんさが災わざわいして、なかなか一いつ致ちしないことだった。

　上じよう真しん桑そう総そう一いち、桜さくら山やまエコ、姫ひめ路じ灯あかりと目が移ろい、その中でもパッと分かるのは陶とう芸げい教室にも参さん加かしているお嬢じよう様さまの名前だけだった。

　あいつも来るのかな、と緑川がほんの少し期き待たいする。どんな相あい手てでも客はありがたい。

「分かった……ああ分かった、街まちに下りたらすぐに行く。もうすぐ出るから、場所は……あぁ、そこなら分かる。なんの因いん果がなのか……なんでもない。とにかく、行くことは行く」

　普ふ段だん、落ち着き払はらっている弟で子しにしては態たい度どが砕くだけたものであることは緑みどり川かわも気づいていた。弟子は愛あい想そこそいいが、本ほん質しつは淡たん泊ぱくなものであり根こん底ていは自分と大たい差さない。緑川はそう捉とらえていた。そうした人間が多た少しようなりとも親しん和わを見せる相あい手ては身み内うちと決まっていた。

　弟子が電話を終えて、「まったく」と頭を掻かく。それから緑川の目を気にしてか、取り繕つくろうように顔を上げて微ほほ笑えむ。緑川は弟子のことなどまったく見ておらず、視し線せんが噛かみ合わない。

「ちょっといいですか」

「なに？」

「駅えきに着いたら、少し用事を片かたづけに行きたいのですが」

「そう、分かった。いいけど」

　緑川が小さく頷うなずく。弟子の用事は自分に関係ない、とばかりの態たい度どだった。

　そもそも早めに出発したので時間には余よ裕ゆうがある。早く出たところで個こ展てんの開かい催さいは十二時からなのでやることなどない。しかし家にいてもそれは変わらなかった。それならば先に街まちへ出て遅ち刻こくの可か能のう性せいをなくしておいた方がいいだろう、という理由は建たて前まえで緑川の気がはやっているだけだった。

　個展を開かい催さいするというのは、忙せわしいものだ。緑川にとっては苦にが手てな応おう対たいも多い。膨ぼう大だいな注ちゆう文もん書しよと写真をさばき、知人へのダイレクトメールの宛あて名な書がきに一日を費ついやし。個展の会場をぐるぐると走り回って疑ぎ問もんに答える、といった様さま々ざまな準じゆん備びに追われる。それでも個展は陶とう芸げい家かとしての生活に重じゆう要ような部分を占しめるので、機き会かいがあれば尽じん力りよくするのは当然のことだった。

　緑川も他の陶芸家同どう様よう、顧こ客きやくと直接顔を合わせるということが嫌きらいなわけではない。しかし人付き合いが苦手なのも事実で、そういう部分に関して複ふく雑ざつな心しん境きようではあった。

「少しかかるかもしれませんが、個展の時間までには」

「そう。がんばって」

　弟子が話している最さい中ちゆうに、緑川が手を振る。弟子といっても付き人ではない。常つねに一いつ緒しよにいる必ひつ要ようを感じなかった。ろくに陶芸の知ち識しきもないやつなのでどっちでも、とも思ったが長々とした意見は口に出さない。昨日きのうから弟子の発はつ言げんに妙みようなところが多く、緑川もそれに気づいてはいたが深く取り合おうとはしない。しかし弟子をふと見上げて、その表情を見ることで緑川も完全には無む視ししきれなくなる。

　なんでだろう、と少し考えて。

　ありがちな脅きよう迫はく状じよう。

　そんなのもあったな、と緑川がそこでようやく思い出した。
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「おぉ……や、す、み」

　美み鈴すずの小さな頭と髪かみがふるふると揺ゆれる。背せ負おっているリュックの紐ひもを掴つかんだまま、左右にちょこまかと動いて掲けい示じ板ばんを覗のぞき込む。しかしそんなことをしても、正面から眺ながめたときとなにも変わらない。あまり長々といて事じ務む員いんに声をかけられても困こまるので、一いつ旦たんビルから外に出て、それからゆっくりと落ち込んだ。私し服ふくの美鈴がカルチャースクールを振り返り、息いきを吐はく。

　美鈴が休みなように、本日は陶とう芸げい教室も休きゆう講こう日びだった。

「むだあしだー」

　美鈴がうなだれる。「ちぇー」と唇くちびるを尖とがらせて、ビルの前から離はなれた。今日はせっかくの休みということもあり、ランキングに従したがって姫ひめ路じ灯あかりを殺さつ害がいするつもりだったが、こうなるとこれからの予定というものも白はく紙しになる。姫路灯が陶芸教室に通っていることは知っていたが、さすがに実じつ家かの位置や休日の行動といったところまでは知りようがなかった。

　美鈴が少し引き返すと、カルチャースクール近くの駐ちゆう車しや場じように停まった軽トラから、青いスーツの男と頭にタオルを巻いた女性が出てくる。女性の方には見覚えがあり、陶芸教室の主しゆ催さい者しやだった。あれ、と美鈴が立ち止まる。やっぱり今日も陶芸教室があるのかなと動どう向こうを見守っているとスーツの男が走り出す。男は美鈴の横をすれ違ちがう際さいに一いち瞥べつしてきたが、気づかないフリをした。そして残ったタオルを巻いた女性はカルチャースクールには見向きもせず、紙かみ束たばに目を落としながら駅えきの方へと歩き出す。その女性と目があったこともあり、やっぱりお休みか、と見切りをつけて早歩きで女性に背せを向けた。

　リュックの中には当然、拳けん銃じゆうが携けい帯たいされている。それとノート、筆ひつ記き用よう具ぐ、電車賃ちんが入っているぐらいだった。暇ひまつぶしの道具になりそうなものもない。まだ午前中である、せっかく出てきたという名な残ごり惜おしさもあるがこのまま家に帰って別の場所に遊びに行こうか、と美鈴が考えながら大通りに出た。横おう断だん歩ほ道どうを待まつ人の群むれに向かって歩きながら、なんの気なしに見た道路の向かい側に見知った顔を見つける。

「あれ、先生だ」

　小学校の担たん任にん教きよう師しが、携帯電話を耳に当てながら歩いていた。顔の腫はれは幾いく分ぶん落ち着いていたが、本人の態たい度どは挙きよ動どう不ふ審しんなものがめだつ。電話の声が漏もれないように、過か剰じように気を遣つかって背を丸めている。そのせいですれ違う人と何度かぶつかりそうになっていて、「止まって電話すればいいのに」と美鈴が呟つぶやくほどだった。学校で見る担任の姿すがたとは大きく違って見えた。

　そこが美鈴の興きよう味みをくすぐる。

「おーい、せんせー」

　道路越ごしに呼びかけてみるが、教きよう師しは電話に夢む中ちゆうのようで、美み鈴すずの声や動きに反はん応のうしない。もう少し近寄ってみようと美鈴が先回りするように歩道を移い動どうする。途と中ちゆうで横おう断だん歩道を横切れば十じゆう分ぶん回り込めるはずだ、と計算しながら行き交かう大人たちの隙すき間まを縫ぬうように走り抜けている、その最さい中ちゆうだった。

「そりゃあ一日で見つかるとは思ってないけどね」

　その声にハッと、美鈴が足を止める。息いきを整ととのえながら、ゆっくりと振り返る。

　すれ違ちがった二十代と思おぼしき女性は栗くり色いろの髪かみを短く揃そろえて、活動的な雰ふん囲い気きが強い。いやに鮮あざやかな赤い唇くちびるが印いん象しよう的てきだった。耳のピアスはその唇と揃えるような色合いをしている。女性の方は携けい帯たい電話を耳に添そえたままで、美鈴の方を振り向きもしない。面めん識しきは一方的のようだった。

「アタシもはぐれた場所の近くを回ってみるよ。あいつ賢かしこいから遠くには行っていないはずなんだけど……ん？　アタシが見つけても？　いや、調ちよう査さ料りようは払はらうよ一いち応おう」

　女性が渋しぶい顔になって電話を終える。そのまま膝ひざをあまり曲げないでなにかを蹴けるような歩き方でしばらく進む。そしてその途中で気け配はいに気づき、振り返ると親を追う小鳥のように後ろをくっついてくる小学生と目が合った。美鈴の目は確かく信しんを得えたように光り輝かがやく。

　その小さな口が大げさに動いて、大きく形を変える。

「に、」

「ぬ！」

　女の勢いきおいだけの反はん応のうは無む視しされた。

「ニジョーオワリだ！」

　美鈴が興こう奮ふんのあまりに叫さけぶ。普ふ段だんは猫ねこをかぶっている少女が、素す顔がおをさらけ出した。

　女性は周まわりを気にしながらも、その芸げい名めいを言い当てられたことが意外そうな表情になる。

「えぇ、お嬢じようちゃんアタシのこと知ってんの？」

　胡う散さん臭くさいものを見る目と態たい度どだったが、美鈴は目を見開いて輝かせたままぶんぶんと頷うなずく。

　既すでに担たん任にんのことはどうでもよくなって、目で追いかける理由もなくなっていた。

「うーん」と、二に条じようオワリが美鈴の目線の高さに屈かがむ。

「お前学校の勉強大だい丈じよう夫ぶか。そんな歳としからアタシみたいなマイナーにどっぷりとか」

　二条オワリが美鈴の頬ほおをふにふにと摘つまむ。美鈴はほわほわと、幸せそうに「ゆーふぉーへーでふ」と答える。「そうかそうか」と素そっ気けなさを装よそおいながらも、二条オワリの方も段々と頬が緩ゆるみ始めていた。

　二条オワリは歌手だ。正確には知ち名めい度どがなく、売れていない歌手だ。人気、不人気といった注ちゆう目もくすらされておらず無む名めいに等しい。ファンとの交流など、今まで経けい験けんがなかった。

「さふぃん……サインください」

　途中で引っ張られていた頬が元もと通どおりになったので、美鈴が言い直す。返事を聞く前にリュックから青いノートを用意して、二に条じようオワリに突つき出す。二条オワリはそれを快こころよく受け取る。

「任まかせろ。歌の練習と半々ぐらいでサインも考こう案あんしてきた」

　冗じよう談だんを飛ばしながらノートの表ひよう紙しに『ＥＮＤ』と崩くずして大きく書き、その脇わきに文字一つ分ずらして『オワリ』と記しるす。更さらに空あいているスペースに赤い橋と城しろのイラストを添そえた。

　半々というのは冗談でも、サインの練習に関しては本ほん腰ごしを入れているのかもしれない。そう感じさせる手て慣なれ方だった。「はいよ」とノートを返すと、「わぁ……」と美み鈴すずが言こと葉ばを失うほどに感かん激げきする。このノートはなくさないようにしよう、と強く抱だきしめた。

「今のところはすっげー貴き重ちようだぞ、アタシのサイン。まぁ今のところはな、うん。じゃなー」

　二条オワリとしてはそれでお別れのつもりだったが、美鈴は当然のように後に続く。

「どこにお出かけですか？」

　ノートをリュックにしまいながら美鈴が行き先を尋たずねる。

「散さん歩ぽのついでに……まぁついでに、犬いぬを捜さがしているの」

　二条オワリが耳のピアスを摘つまみながら教える。そうして、少しだけ目を落とす。

「迷まい子ごになっちゃってね」

「飼かい犬ですか？　公こう式しきサイトの、かわいいの」

「そうそう。丸いやつ」

　二条オワリと美鈴の手が宙ちゆうに円えんを描えがく。その犬に対するイメージは共通のようだった。

「すぐ帰ってくると思ったけど、地図を持たせておくべきだったかねぇ」

　二条オワリがまるで、人間の迷子を扱っているようにぼやく。

　その意い図とは分からなくとも、迷子犬を捜す、と聞いて美鈴の選せん択たくは一つしかない。

「一いつ緒しよに捜します！」

「うぇ、マジで？」

　ついてくるのか、と二条オワリが困こん惑わくする。ファンとはいえ、今知り合ったばかりの女の子と行動を共ともにするのは抵てい抗こうがあった。連れ回して誘ゆう拐かい犯はんにでも間ま違ちがわれないだろうな、という心しん配ぱいも二条オワリの胸きよう中ちゆうをかすめる。そもそも一緒に捜して効こう率りつ上あがるのか、という疑ぎ問もんが締しめに訪おとずれる。

　しかし二条オワリは理り解かいしている、自分のファンなど騙かたる者はいるはずもないと。少女の好こう意いは本物だった。そうしたファンに遭そう遇ぐうすることなど、砂さ漠ばくで隕いん石せきを掘ほり出すような奇き跡せき的てきな偶ぐう然ぜんに思える。それを同どう様ようの奇跡と相あい手ても考えてくれているというのは、悪い気はしなかった。

「まー、んー……よっしゃ、ついてこい！」

　二条オワリが前方に力強く腕うでを突き出す。美鈴も無む邪じや気きにそれを真ま似ねする。そうした姿し勢せいを取ることで二条オワリが勢いづいたのか、横おう断だん歩ほ道どうを渡わたりながら歌い始めて、美鈴も生なまで聞くその歌声にあわせて、周まわりの視し線せんなど意いに介かいすることなく一緒に歌う。

　姫ひめ路じ灯あかりのことなど、とっくに頭から消えていた。
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　目が覚めたとき、祐ゆう貴きは自分が柔やわらかいものに包つつまれていることを疑うたがわしく感じた。そうした物ぶつ質しつ的てきな優やさしさと、今の自分が相あい容いれない。急に不安に陥おちいり、身体からだを跳はね起こす。

　寝ね汗あせの酷ひどい額ひたいを手で支ささえながら、荒あらい息いきを吐はく。寝た気はしなかった。何の気なしに顔に手をやると、静せい電でん気きでも起きたように痛いたみが走り、祐貴が仰のけ反ぞる。ベッドの上で跳ねて最後は床ゆかへと転げ落ちそうになったが、腕うでを突ついて端はしで留とどまる。しかし咄とつ嗟さに突いた右腕も激げき痛つうに苛さいなまれて、腕を抱かかえながらベッドの上で身みもだえすることになる。しばらく起き上がれそうになかった。

　伏ふせた顔に窓まどからの陽よう光こうが降りかかり、じんわりと熱に溶とかされていくようだった。睫まつ毛げが熱い。高こう層そうの部へ屋やなのか、窓の向こうに広がる景色けしきは町並なみを見下ろす形で広がっている。昇のぼっていく太陽を目で追い、朝が来たことを感じ取り、祐貴は静しずかに涙なみだした。

　涙を流していると、少し心も落ち着く。今度は恐おそる恐る、自分の顔に触ふれてみる。昨日きのうの昼間に殴おう打だされた顔面は腫はれ上がり、その影えい響きようで右目が開けづらい。そこにくわえて強引に折おり曲げられた右腕は動かすだけで歯を食いしばるほどの痛みが走り、後こう頭とう部ぶにも大きなこぶをこさえていた。たった一日で二回も暴ぼう行こうされて、上じよう半はん身しんがぼろぼろとなっていた。

　だがそれも、心に巣すくうものと比くらべれば重くはない。

　奥から男がやってきて部屋を覗のぞいてくる。祐貴を解かい体たい現げん場ばで痛めつけた男だった。今はあの帽ぼう子しをかぶっていない。この男が祐貴を気き絶ぜつさせた後、部屋まで運んだらしい。祐貴は身み構がまえるものの、男の方は一いつ切さいの気き負おいがない。同時に暴行の罪ざい悪あく感かんもないようだった。

「起きたか。服は着替えておいた方がいいぜ、制せい服ふくじゃあ目立つだろ」

　男が上下の服を投げてくる。祐貴は左腕を振り回して絡からめ取るように、それを受け取る。男はそれを見てすぐに引っ込む。祐貴はその服を一いつ旦たん置き、悩なやんで、忠ちゆう告こく通どおりにすることにした。

　自分をなぜ部屋へ連れてきたのか、という疑ぎ問もんを抱いだきながら。

　男から貸し与えられた服はシャツとパーカー、それにスラックスだった。取り合わせとしておかしい気もしたが頭が回りきらず、惰だ性せいで着替えた。それから祐貴は、立てた片かた膝ひざを抱いて座すわる。脱ぬいだ学生服を畳たたんで隣となりに置いたが、これを着る機き会かいはもうないだろうと思うと心にひっかき傷きずが増える。そうして身を固くしながら、祐貴は拳けん銃じゆうがどうなったのだろうと気づく。学生服を漁あさってみるが当然、そんなところにはない。少なくとも祐貴の手て元もとからは離はなれてしまっていた。

　自由に動かない右腕を見下ろし、指の先せん端たんを小さく曲げる。引き金を引いた人差し指を左手で包む。あんなもの、持っていない方がいいのかもしれない。しかし今いま更さら手放しても自分のやったことはなくならない。祐ゆう貴きを再ふたたび震ふるえが包つつもうとしていた。

　そこに「おーい」と奥の部へ屋やから男の呼び声が聞こえる。警けい戒かいしながらも祐貴は立ち上がり、寝しん室しつから離はなれて声の聞こえた方へと向かう。マンションの一室らしく、寝室からリビングに、その奥はダイニングへと繋つながっていた。床ゆかは木もく目めを基き調ちようとして、壁かべは白色に統とう一いつされている。陽よう光こうに照てらされると清せい潔けつなイメージが強きよう調ちようされるようだった。

　そのリビングのテーブルには朝食が用意されていた。といっても、パンだけだが。ダイニングからやってきた男が少し大きな調ちよう理り器き具ぐらしきものを抱かかえている。それをテーブルの中ちゆう央おうに置いてから、祐貴の方を向いた。男は祐貴の腫はれ上がった顔面については一ひと言ことも言げん及きゆうすることなく、歯を見せて屈くつ託たくなく笑いかけた。

「知ってるかこれ、ザイグルって言うんだぜ」

　男が玩具おもちやでも見せびらかすように、その調理器具を紹しよう介かいする。ワインレッドの塗と装そうを施ほどこされたそれの傘かさの部分を上下に動かしてから、男が嬉き々きとした調ちよう子しで器具の効こう能のうを説明してくる。

「なんかな、焼いても煙けむりが出ないらしい。あとは肉を焼くと余よ分ぶんな油が落ちる、取れる？　らしい。炭すみ火びで焼いたのと同じ、らしいぞ」

　妙みように曖あい昧まいな男の説明に、祐貴が言こと葉ばを失う。

　だからなんだ、と言いたかった。しかし刻きざみ込まれた恐きよう怖ふからか顎あごが動かない。

「ま、焼くのはパンだけどな。油関係ないねー」

　なぜこの男は、パンを焼くだけでこれだけ上じよう機き嫌げんなのだろう。失しつ意いの底にある祐貴には煩わずらわしいだけでしかない。男の向かい側の椅い子すに座すわりながら、祐貴がやっと口を開く。

　一体、何時間ぶりに声を発するのだろう。濁にごりきった声は自分のものではないようだった。

「あの、なんて呼べば」

「木き曽そ川がわって呼んでくれりゃあいい」

　男が気き軽がるに名乗る。それが本ほん名みようなのかも祐貴には分からないがその男、木曽川はそんなことよりパンの焼き目に集中しているようだった。顔を調理器具に近づけて、ふんふんと頷うなずく。

「場所によって火力が変わるんだな。こっちのパンだけもう焼けてきたよ」

　話ながらパンをトングでひっくり返す。それを眺ながめている祐貴には違い和わ感かんしかない。なぜこんな暢のん気きな雰ふん囲い気きが生まれるのだろう。目の前の男は祐貴が拳けん銃じゆうを持っていたことを知っているはずなのだ。そしてそんな男に蹴けられて、喉のどを潰つぶされて。

　それらをみんななかったことのように振ふる舞まわれるのは、単たん純じゆんに不ぶ気き味みなものがあった。

「しかしお前、酷ひどい顔だな」

　パンを覗のぞき込んだまま、祐貴の顔について今いま更さらながら言げん及きゆうしてくる。

「そっちまで僕ぼくのせいにするなよ」

　木曽川が釘くぎを刺さしてきた。ぱちんぱちんと、トングがなにかを噛かむように音を立てる。

「お、もう焼けただろ。ほれ」

　木き曽そ川がわがトングでパンを取り、祐ゆう貴きと自分の皿さらに放る。祐貴はとても食しよく欲よくなどなく、少々の焦こげ目がついたパンを見下ろしたまま動かない。ザイグルの電でん源げんを切ってから、木曽川が言う。

「人を殺して逃げたなら暢のん気きに飯めしを食う暇ひまもなかっただろ。今の内に食っておけよ」

　祐貴が顔を上げて、血ちの気けを引かせる。耳が塞ふさがれてしまったように音が遠くなり、息いきが詰つまる。その詰まったものが胸むねのあたりまで落ちて、その影えい響きようで幾いく度ども噎むせることになった。

　木曽川は祐貴のことを無む視しして新しん品ぴんの瓶びんの蓋ふたに苦く戦せんしている。瓶のラベルに『黒ごまジャム』と書かれているそれを捻ひねろうとしているが、「ん、ぬ、うり、うりり」と気き合あいばかりが空から回まわりしていた。祐貴はそれを呆ぼう然ぜんと眺ながめて、引いた血が戻ってきたところで唇くちびると舌したを震ふるわせる。

「なんで、」

「駅えきで起きた発はつ砲ぽう事じ件けんなんて、知らないやつの方が少ないだろ。そこに拳けん銃じゆうを持って警けい察さつに追われる高校生が一人。これで犯はん人にんじゃなかったら、なんなんだ」

　瓶の蓋を諦あきらめた木曽川が、犯人を見抜いた探たん偵ていを気取るように祐貴を指差す。しかし祐貴が聞きたいのは、なぜ自分の事情を知りながら連れてきたか、ということだった。

　人殺しである。普ふ通つうなら関わることも敬けい遠えんする相あい手てのはずだった。

　だけど、とここまでの木曽川の態たい度どを振り返り、『普通』でないことに祐貴が戦せん慄りつする。

「お前の拳銃なら、これここに」

　木曽川がテーブルの下から平へい然ぜんと拳銃を取り出す。祐貴は咄とつ嗟さに手を伸ばしかけるが、その途と中ちゆうで自分のやろうとしていることに気づいて、手が萎なえて引っ込む。

「返してほしいのか？　それなら返すが」

　それを見た木曽川が祐貴の皿の隣となりに拳銃を置く。無む造ぞう作さに置いてくるので祐貴の方がよほど動どう揺ようし、慌あわただしい反はん応のうとなる。萎えていた手がふらふらと風ふう船せんのように持ち上がり、パンと銃の間を行き来する。

　並べられたパンと拳銃。

　自分は、パンの代わりに銃を手にとってしまったと。祐貴は苦にがみと共ともにそう感じた。

「あぁ、僕ぼくを狙ねらって撃うつなよ。今度は殺すからな」

　そう笑って脅おどしをかけながら、木曽川がなにも塗ぬっていないパンをかじる。冗じよう談だんにも取れるほど軽々しい発言だったが、その言葉の一つずつに硬かたい芯しんのようなものがあると、祐貴は重々しく感じ取る。木曽川の全容を掴つかんでいるわけではないが、それでも宣せん言げん通どおりに自分を殺すのではないかと、祐貴は予感する。向きあう男にはそれだけの存そん在ざい感かんがあった。

　木曽川に「おい食えよ。せっかく焼いたんだ」とパンの皿を押されて、祐貴がようやくそれを手に取る。拳銃をテーブルに置きながらの食事で、喉のどを通るか心配だった。

　ゆっくりとパンを噛かんで、何度か躊ちゆう躇ちよと呼こ吸きゆうを繰くり返し、意い識しきして飲みこむ。

　消しよう化かにも、喉にも優やさしくなさそうな食事だった。

「………………………………………」

　祐ゆう貴きの目は拳けん銃じゆうと木き曽そ川がわを行ったり来たりしている。拳銃はなにも答えてくれない、だが木曽川には聞きたいことがあった。まずは、その一番気になることを聞こうと決める。

　顎あごを蹴けられて頭とう部ぶを叩たたきつけられて右みぎ肘ひじをへし折おられ喉のどを潰つぶされたことについては敢あえて目を瞑つむり、祐貴が問とう。

「なんで、助けてくれたんですか？」

　パンの耳をかじっていた木曽川が、歯を見せるように大げさに笑う。

　前歯にパン粉こがくっついていた。

「僕ぼくがすっげーいいやつだから、じゃあだめかい？」

「……いや」

　すっげーいいやつに振るわれた暴ぼう力りよくの跡あとをなぞりながら、祐貴がうつむく。

「僕も警けい察さつが苦にが手てなんだ。不ふ要ようないざこざに巻き込まれるよりは、と思ってね」

　木曽川がすぐに別の理由を語る。しかし口く調ちようが軽いせいか、それも本当のことであるかは分からない。気まぐれで連れてきた、と言ってくれる方がよっぽど納なつ得とくできそうだった。

「そんな理由を聞くより、助けてくれたと捉とらえるなら他に言うこともありそうなのだが」

　おほんおほん、と木曽川がわざとらしく咳せきをする。祐貴は瞬しゆん間かん、陰いん鬱うつに染そまっていた瞼まぶたを丸く押し上げて幼おさない顔立ちを見せる。木曽川はそれを片かた目めで観かん察さつし、僅わずかに口を曲げる。

　惚ほうけていた祐貴はそこでようやく、木曽川がなにを要よう求きゆうしているか察する。

「あの、ありがとうございまし、た」

「いやー、別に言ってくれと頼たのんだわけじゃないんだけどねぇ。お前が心から感かん謝しやしているなら言ってくれればいいし、ないなら構かまわなかったんだがね、はっははは。まぁよし」

　ご満まん悦えつのようだった。見ている祐貴が、その子供っぽさに顔を緩ゆるめかける。

　しかしろくに曲がらない右肘の鈍どん痛つうが、その緩みを引き締めた。

　先に食べ終えた木曽川が、不ふ景けい気きな表情でもそもそとパンを噛かむ祐貴の顔を覗のぞき込む。

　視し線せんが気になって食事の手が止まる祐貴に、木曽川が言った。

「お前は人殺しに向いていないな」

　パンの粉こなが喉に引っかかり、祐貴が噎むせる。木曽川は構わず言こと葉ばを続けた。

「人を殺した後、まぁ、しょうがないよねと開き直れるやつだけが次の人間を殺せるんだ。もちろんそっちの方が最低だ。だからお前は人殺し失格と言われて喜よろこぶべきなんだぜ」

　あっけらかんと、陽よう気きな態たい度どを崩くずさない木曽川に祐貴は返す言葉もない。

　まるで自分が人殺しであると紹しよう介かいするようだった。

　いや事実、人を殺しているかもしれないと祐貴は思う。自分を前にして大だい胆たんに落ち着けるのは、人を殺した同類だけではないかと考えるからだ。しかし、それならとも思う。

　なぜ同じ人殺しでありながら、そうも明るく努つとめていられるのか。

『才さい能のう』の差だろうか、と祐ゆう貴きは苦にが々にがしいものが奥おく歯ばの更さらに奥から現れるのを感じる。

　人殺しに向いている人間。普ふ通つうなら忌き避ひされるべきそれは、この社会で必ひつ要ようとされているのだろうか。他に道はなく、またその道さえも暗い祐貴にとっては打ちのめされるしかない。

　味も分からないままにパンを食べ尽つくすと、空からになった皿さらを木き曽そ川がわが手早く回収する。ダイニングの方へ向かい、水の流れる音が聞こえてくる。それをぼんやり、目と耳で追いながら祐貴の口が自然と開かれた。

「どうすれば、いいんだろう」

　独ひとり言ごとを装よそおいながら、答えを期き待たいしていた。木曽川は皿を片づけながら答える。

「好すきにすればいいんじゃないか。どうせお前はその内うち捕つかまるし、やりたいことやれば？」

　木曽川にとっては他ひ人と事ごとで、祐貴にとっては辛しん辣らつな物言いだった。どうあがいても最後には自分は捕まる。人間がいずれ必かならず死ぬ、と言われているようなものだ。結果が決まり切っているのに、なぜ過か程ていを張り切ろうと思えるのか。しかしそんなことを言い出せば、人間は誰だれもが生きる気力なんてものを見出せないはずだ。どうせ、死んでしまうのなら。

　今までの自分は、必ず死ぬこの世界でなにをどうがんばっていたというのだろうか。

　皿や調ちよう理り器き具ぐを洗い終えて、最後に、棚たなに置いてあった三さん角かく帽ぼう子しを頭に載のせた木曽川が「そうそう」と今いま頃ごろ思い出したような素そ振ぶりを見せながら祐貴に忠ちゆう告こくする。

「昼になる前には出て行った方がいいぞ。ここ僕の部へ屋やじゃねーし」

「……え？」

　さらりととんでもない発言をする。祐貴は借りたと思っていたシャツの襟えり首くびを引っ張りながら、目を回す。口にしたパンやら、使ったベッドやらが忙せわしなく頭の中を回る。

「じゃあ、ここ、だれの」

「知らん」

　一ひと言ことで切って捨てる。木曽川はそのまま外へ出て、携けい帯たい電話を用意する。

　履り歴れきを検けん索さくしてすぐに番号を発見して、その相あい手てに電でん波ぱを発信する。

「……おぅーい、昨日きのうのメール読んだ？　返事ないから電話かけちゃったよ太た郎ろうくん」
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『女をね、捜さがしてほしいんだよ。こっちでも調べているけどなかなか捕つかまえられなくてね』

「あのな、もう一度言うが。今、ぼくは仕事中なんだ」

『これもお仕事の電話のつもりなのだが』

「お前の捜し人なんて、どうせ殺すために捜すとかそんなのばかりだろ」

　太た郎ろうが語ご気きを荒あらげると、隣となりの机つくえで同じく電話していた同どう僚りようが顔を上げて注ちゆう目もくしてくる。物ぶつ騒そうな発言を人前でつい口にしてしまったことを反はん省せいしながら、太郎が携けい帯たい電話を机に置く。

　事じ務む所しよに出てきた花はな咲さき太郎は電話対たい応おうに追われていた。事務所の備そなえ付けの電話と個こ人じんの携帯電話、それぞれを耳に当てている。交こう互ごに対応していると耳が左右に分かれていることを強く意い識しきしてしまう。両方から注そそぎ込まれた情じよう報ほうが脳のうでちゃんぽんとなり、酔よいそうだった。

『おい聞いているのか、頼たのむぞ』

　備え付けの電話から催さい促そくの声が届とどく。こちらは人捜しではなく物捜しの依い頼らい人にんだ。依頼人、篠しの崎ざき達たつ郎ろうは捜し物をあくまでモデルガンだと言い張るが、太郎は信用していない。遺い失しつ物ぶつの捜そう索さくや浮うわ気き調ちよう査さの依頼で噓うそを交まじえてくるというのはさして珍めずらしいことではない。後ろめたさがあり、他に頼ることができないという状じよう況きようでやってくる者が多いからだ。しかし今回の噓は察しながら気づかないフリを続けることが難むずかしいものだった。違い法ほうな品を捜すほど幅はば広ひろい仕事を担たん当とうしているつもりはなく、どのあたりで折おり合いをつけるかは太郎自じ身しん、頭を悩なやませていた。

「とにかく今日も捜します。時間は当然かかりますが最さい善ぜんは尽つくします、はいどうも」

　半なかば一方的に電話を切る。ここまで催促の電話をかけて急せかしてくる依頼主は滅めつ多たに遭そう遇ぐうしない。「玩具おもちやの銃じゆうでそこまで必ひつ死しになるかよ」と太郎も思わずぼやきながら、放置した携帯電話を拾ひろう。電話を離はなしていても伝つたわってきていたが、一方的に喋しやべり続けているようだった。

『……駅えきでお昼から開かい催さい中ちゆう『現げん代だい陶とう芸げい　緑みどり川かわ円えん子じ展てん』。無む所しよ属ぞくで活かつ躍やく中ちゆうの若き俊しゆん英えい、緑川円子の軌き跡せきをご堪たん能のうください。また10Ｆでは敷しき物もの大だい祭さい典てんが……』

「チラシ読み上げてなにが楽しい」

『あ、戻ってきた。いま捜してほしいやつの写真送るから』

「受けると誰だれが言った」

　太郎が突っぱねるも、電話の向こうの陽よう気きな男はほとんど相あい手てにしない。マイペースで、楽らつ観かんすること以外に物の見方を知らないような話しぶりは今に始まったことではなかった。

　電話の相手である木き曽そ川がわは殺し屋を自じ称しようする。太郎自じ身しんはその犯はん行こうの現場を直接目もく撃げきしたことはないが、その自じ己こ紹しよう介かいを疑うたがったことはない。太郎は鉢はち合あわせたくもないのに人殺しや死体と遭そう遇ぐうしてしまうことが往おう往おうにしてあるのだが、木き曽そ川がわのまとう雰ふん囲い気きはどれだけ明るく化け粧しようするように上うわ辺べを飾かざっても、その根こん底ていでは出会ってきた人ひと殺ごろしと似にた部分が尖とがっている。

　本ほん来らいの人間が真まっ平たいらで保持するべき部分に変化があれば、すぐに察することができるというものだ。

　そんな男と偶ぐう然ぜん出会い、なんの因いん果がか気に入られてしまったらしく度たび々たびちょっかいをかけてくる。いいのかとは毎回疑ぎ問もんに思うが、なんだかんだと惰だ性せいで付き合いが続いている。

　今回も僅わずかに間まが空あくと、「……いいのか？」と太た郎ろうが眉まゆを寄せる。

　木曽川が宣せん言げん通どおりに勝かつ手てに送ってきたメールを受じゆ信しんしてしまう。昨日きのう送ってきた蜂はちの巣すやあじさいのようにすぐ削さく除じよしようと思ったが、送そう付ふされた画が像ぞうを眺ながめて太郎の指の動きが止まる。

「この女……」

『立りつ派ぱなババアだな、分かった分かった』

「いやまだ言っていないぞ、それは」

　言うつもりだったのか、と呆あきれる木曽川を無む視しして太郎が写真の女を凝ぎよう視しする。

　写うつっているのは昨日きのう、漫まん画が喫きつ茶さの入り口で話した金きん髪ぱつの女だった。写真では陶とう器き製せいのプリンの器うつわを手に持ち、プラスチックのスプーンをくわえている。横からの盗ぬすみ撮どりのようなアングルだが背はい景けいは竹たけ藪やぶで、一体どういう状じよう況きようなのか分かりかねた。

『この女、新しん城じよう雅みやびっていうんだけど。どちらかというとこっち側の女みたいなんだ』

　木曽川の語る『こっち側』というのは、社会の違い法ほうな面を主しゆとする生活基き盤ばんを指す。太郎もそれは察したし普ふ通つうの女ではなさそうだと鉢はち合あわせたときにも感じたが、そんな女になぜ自分の名前が知られているのか。太郎は繋つながりを追おうとするも、上う手まくいかない。

　木曽川から知られたというのでなければ、太郎も心当たりが特になかった。

『居い場ば所しよが掴つかめない女で、しかも捜さがしているのがばれると面めん倒どうなことになりそうでね。できれば内ない密みつに場所を特定して始し末まつ……ごほん。指し圧あつしてあげたいのだよ。ほら僕ぼく、出しゆつ張ちようマッサージ師しに間ま違ちがえられたことあるし。割わりとマジで』

　木曽川の苦くるしい言い直しに、太郎が嘆たん息そくする。

　隣となりの同どう僚りように聞こえないよう、背せを向けながら声をひそめる。

「訳わけありだろうとなんだろうと、結局、この女を殺すんだろ？」

『そうではない可か能のう性せいも一いつ考こうする価か値ちがあると思い始めている、そう信じたい』

「噓うそつけ。それ以外にお前の仕事なんてないだろうに」

『なにおぅ。他にもあるぜ、あーなんだ、家出少年の保ほ護ごとか？』

　そう言った木曽川の声が一いつ瞬しゆん、遠くなる。振り向いて電話から口が離はなれたような感じだった。

『太郎くんは今日、駅えきの方に出てくるのかい？』

「ああ……捜し物、しないといけないからな」

『じゃあ一いつ緒しよに飯めしでも食おうか』

　じゃあの意味が分からない、と太た郎ろうが面めん食くらう。

「なんでお前と昼ひる飯めしなんか食べないといけないんだ」

『その言い分はおかしいよ太郎くん。なんかをつけるなら『お前』の方にじゃないか。飯は悪くないし』

「そこまで分かっていてよく誘さそうな」

『それじゃあ、また後で』

「この電話おかしいな。声は聞こえるのに話が通じない不ふ具ぐ合あいがあるぞ」

　太郎の嫌いやみすら朗ほがらかな笑い声で受け取り、木き曽そ川がわが電話を切る。

　あのなぁ、と太郎が顔をしかめる。

　木曽川は相あい手てに向ける感情ばかりを優ゆう先せんして、向けられるものには意い図として無む頓とん着ちやくに振ふる舞まっているように思う。それぐらい神しん経けいが図ず太ぶとくなければ、人を殺して平気でいられないのかもしれない。それが先せん天てん的てきなのか、殺し続ける内に鍛きたえられたのか、と太郎が少し思いを巡めぐらせる。その結けつ論ろんがどうでもいいと出たところで荷に物もつを纏まとめて席せきを立つ。

　木曽川との約やく束そくはさておき、遺い失しつ物ぶつの捜そう索さくは進めないといけない。

　そのためにも、ここで大人しくお茶をすすっているわけにはいかなかった。

「お出かけ？」

　同どう僚りようも電話を終えたらしく、微び笑しようを浮かべて太郎に問とう。同僚に言わせると外出が仕事ではなく遊びに行くような緩ゆるさが伴ともなってしまう。端たん正せいな顔立ちと、人ひと目めを惹ひきつける不ふ思し議ぎな髪かみの色がその原げん因いんだろうか。

　水色の髪を持つ同僚は現げん在ざい、犬いぬ捜さがしの依い頼らいを担たん当とうしている。今もその相あい手てと電話していたらしく、太郎としては羨うらやむほかない。太郎としては拳けん銃じゆう捜しや殺し屋の依頼などという物ぶつ騒そうな件けんより、犬の尻しりを追いかけている方が性しよう分ぶんにあっていた。

「僕ぼくも犬捜しで街まちへ出るよ。もし見つけたらよろしく」

「そっちこそ、拳銃拾ったらお巡まわりさんに届とどける前にこっちへ回してくれよ」

　お互たがい、そんな偶ぐう然ぜんにはまったく期き待たいしないまま約束を残して別れる。

　こうして花はな咲さき太郎は今日も街に出る。運うん命めいの川へ飛び込み、水すい底ていで光るものを探し求めるように。






[image: 岩谷カナ]

「暢のん気きに待まっている余よ裕ゆうはないの。ほら身み支じ度たくするよ」

「ぎゃっぴー」

　雅みやびの兄の到とう着ちやくを待つ間、様よう子す見みに一階へ下りてきたギャッピーがカナの首の皮かわを摘つまんで部へ屋やへと引っ張っていった。犬いぬと雅を一階に置いて部屋に戻ったカナは、ギャッピーに剥むかれる。

「きゃー、部屋に連れ込んで服を剥はぎ取るとか、強ごう盗とうか痴ち漢かんのどっちかよー」

「……えぇい、動くな」

　カナのパジャマを剥ぎ取ったギャッピーが、拳けん銃じゆうを構かまえる。上は丸出しで下着一枚となったカナが身体からだを隠かくすことすら忘れて硬こう直ちよくする。黒くろ金がねの怜れい悧りな輝かがやきと、その源げん泉せんの如ごとき円えんがカナを捉とらえる。覗のぞき込めば深しん淵えんまで感情の半分を引きずり込まれるような、冷れい徹てつな美しさがあった。

　そうしたカナの反はん応のうに、ギャッピーが訝いぶかしみながら拳銃を引っ込める。

「これ、玩具おもちやよね？」

「そりゃー、そうだよ」

　喉のどに引っかかるものがありながらも、動どう揺ようを笑え顔がおの下に隠すことはできた。ギャッピーは「そうよね」と呟つぶやきながらも昨日きのうと違ちがい、丁てい寧ねいにテーブルに置く。それから釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえている風ふうに眉まゆ根ねは寄っていたが、「用意するからさっさと着替えなさい」とカナに言いつける。

「店てん員いんは制せい服ふくとか着るんだし、てきとーでいいんじゃないの？」

「あんたの適てき当とうは本当にいい加か減げんだからダメ」

　ギャッピーがカナの提てい案あんを一いつ蹴しゆうする。カナは照てれ隠しに「叱しかられてしまったぜ」と犬に報ほう告こくするが、丸い犬はその騒さわぎに背せを向けて、ギャッピーの用意したペットフードに夢む中ちゆうだった。カナがカエルの姿し勢せいで近づくと、犬が『やらんぞ』とばかりに皿さらをカナから遠ざける。カナとしては食い意い地じを誤ご解かいされたことよりも、ほぼ裸はだかでいることへの無む関かん心しんが気に触さわった。

「お前さては女の子だな、そうでないと、こう、もっと関心をだな」

　腹はらを摘つまんで丸い犬とじゃれていると、ギャッピーが悲ひ鳴めいを上げたので慌あわてて振り向く。

「なにこれ、すっごい汚れてるじゃない！」

　紙かみ袋ぶくろに押し込まれたままの余よ所そ行ゆきの服を覗いて、ギャッピーが血けつ相そうを変える。「あら」とカナが目を泳およがせる。服を汚して帰ったときの母親と怒おこり方が似にていて、嫌いやな汗あせがこめかみを伝つたう。丸い犬は『関係ねーし』とばかりにＰＣの置いてある机つくえの下に潜もぐり込んで退たい避ひする。

　できることならカナも一いつ緒しよしたかった。

「うわ、背中に黒い染しみだらけ。なにこれ、なにこれ」

　引っ張り出した上着にギャッピーが驚きよう愕がくする。

「えっとー、な、なぜだー」

　カナが悲ひ憤ふんを表現するように腕うでを振り回してすっとぼける。

　しかしギャッピーの冷えた目に射いすくめられて、すぐに腕が萎しぼむ。

「あんた、ひょっとして外で寝ね転ころんだ？」

　友人の癖くせを思い返してギャッピーが詰きつ問もんする。カナは「いやぁ、なんの話か……」と目を逸そらそうとしたが、それより先にギャッピーの手に頬ほおを掴つかまれる。そのまま頬を引っ張られた。

「ふぃふぁいっす」

「それにこれ、犬いぬの毛けね。……犬を部へ屋やに連れ込むときに袋ふくろに突つっ込んだでしょ」

「ふぁい」

　カナが観かん念ねんする。ギャッピーはめいっぱいカナの頬を伸ばして、カナが「ふぉめんなふぁい」と形だけでも反はん省せいするまでその手を離はなさなかった。ギャッピーが「頭あたま痛いたい」とぼやきながらもパジャマと毛だらけの服の洗せん濯たくに取りかかる。その合あい間まに丸い犬の飲み水と昼ご飯はんの用意まで行っている。まるでギャッピーの方がこの部屋の主ぬしのようだった。忙せわしなく動き回るギャッピーの奮ふん闘とうを眺ながめて、未いまだにほぼ全ぜん裸らのカナが「おーおー」と感心の声をあげる。

「ギャッピー、お嫁よめに来ない？」

「あんたと結けつ婚こんして私になんの得とくがあるの」

　まったくだ、とカナが前足ならぬ右みぎ腕うでで、楽しそうに頭を掻かいた。

　カナの持っている服からまだ見み栄ばえのよいものを選んで、「これ着て」とカナに押しつける。カナは自分で選ぶのも面めん倒どうなので与えられたものをそのまま着る。フード付きの黄色い上着と、下は膝ひざ下したまでの丈たけのズボンだった。カナが夕ゆう飯はんのために外出するときの格かつ好こうである。

　一通りの家か事じを済すませたギャッピーが、犬と遊んでくつろいでいるカナの首くび根ねっこを掴む。

「ほら行くわよ。いいわね、借かりてきた猫ねこみたいに大人しくなって働はたらくのよ」

「んなー」

「………………………………………」

「ふぎー」

「猫撤てつ回かい。人間やりなさい」

　カナがギャッピーに連行されて玄げん関かんまで行くと、人間以外の足音が聞こえて振り向く。丸い犬がカナの後ろにくっついてきていた。後ろ足よりも前足に重じゆう心しんがかかっていて、見送りという雰ふん囲い気きではない。それを察さつしたカナがギャッピーの手から逃れて屈かがんで床ゆかに手を突く。自然と犬と似にた姿し勢せいになり、見ているギャッピーが「おいおい」と額ひたいに手をやる。

「むむ？　一いつ緒しよに行きたいの？」

　丸い犬が鳴く。その意い思しの疎そ通つうが取れているような仕し草ぐさに、「いやいやまさか」とギャッピーが首を振る。カナの方は既すでに丸い犬の語ご学がくへの学がく識しきを信じているらしく、疑うたがわない。

「お家に帰るつもりかな？」

「そもそもその子、飼かい犬いぬなの？　野の良らにしては毛け並なみが整ととのっているとは思うけど」

「聞いてみよう」

「は？」

「飼い主ぬしとかいる？」

　呆あつ気けにとられるギャッピーを余よ所そにカナが尋たずねると、丸い犬が鳴きながら大きく頷うなずく。

　カナも「うむ」と至し極ごくまじめに頷く。それからギャッピーに報ほう告こくした。

「いるって」

「……あんた、大学で犬いぬ語ごを専せん攻こうしてたの？」

「うぃーげーとえすいーねん」

　カナが唯ゆい一いつ覚えているドイツ語を披ひ露ろうしたが、ギャッピーに軽く無む視しされる。

「この犬、自分でドックフードを選んだのよ。ラベルを見て判はん断だんできるっていうことは、ああいうものを食べたことがあるってことね。だから飼い犬だとは思ったのよ、まぁ飼っていて捨すてられたって可か能のう性せいもあるけど」

「お、ギャッピー賢かしこい。大学で探たん偵てい業ぎようを専攻していたな？」

「そんなものはない。でも犬なんか連れて働はたらきに行けないから」

　ギャッピーが釘くぎを刺さす。言っておかないとカナのことなので、一いつ緒しよに出かけようと連れて行きかねなかったからだ。カナの勤つとめ先はデパ地下の食品売り場と、ただでさえ犬など連れ込めそうもない場所なのに。カナは「分かってるよぅ」と弱々しく答えつつ、丸い犬を見つめる。

「んー、そっかー。帰るお家があるんだよなー」

　呟つぶやきながらカナが丸い犬の足の下に手を入れて、自じ身しんの足の上に抱だき上げる。

　そして間ま近ぢかで突つき合わせた愛あい嬌きようのある顔に、ニッと歯を見せて笑う。

「仕事終わったら一緒に飼い主さん捜さがしに行こう。うむそうしよう」

　抱き上げた犬にカナが提てい案あんする。童どう女じよのようにあどけない雰ふん囲い気きを持つカナの鼻を、丸い犬がぺろりと舐なめた。「ふぎゃ」とカナが手放して、犬が床ゆかに着ちやく地ちする。

　丸い犬はカナの言こと葉ばに納なつ得とくしたらしく、部屋の奥に戻って窓まど際ぎわで潰つぶれる。足を伸ばしてお腹なかを床にくっつけるという妙みような姿し勢せいでくつろぐ犬の耳が、ぱたぱたと手を振るように動く。カナがあわせて手を振った。その無む垢くな笑え顔がおをギャッピーは、少しの間、無む言ごんで見守る。

　溜ため息いきに似にたものはこぼれたが、普ふ段だんのように肩に溜たまるほど重いものではなかった。

　それからギャッピーは再ふたたびカナの首くび根ねっこを摘つまんでマンションの入り口まで同行する。入り口の外では雅みやびと細い犬が、大きな間かん隔かくを開けて待まっていた。雅は笑いながら小さな手て帳ちようのようなものを覗のぞき込み、犬はそっぽを向いている。

　カナを捕つかまえているギャッピーを一いち瞥べつして、「やぁ」と雅が挨あい拶さつする。ギャッピーは礼れい儀ぎとして会え釈しやくしたものの、内ない心しんでは友ゆう好こうより困こん惑わくの方が勝まさっていた。

　カナを上へ連れて行くときは勢いきおいで気にならなかったが、改あらためて雅みやびを見ると、小さい友人の交こう友ゆう関かん係けいにはどうにも収おさまりそうにない人物だった。もったりとした印いん象しようのあるカナと異ことなり、洗せん練れんされた紙かみ細ざい工くのようにも映うつる。カナは街まちに吹ふく風を受け流せず抵てい抗こうに遭あうが、その女性はそうしたしがらみを軽やかに避よけて歩いて行けそうだった。

　ギャッピーがカナの耳に唇くちびるを近づけて、声をひそめて確かく認にんを取る。

「……どちら様？」

「よく知らない人」

　カナが正直に答える。「的てき確かくな表現だ」と雅がカナに向けて笑いかけると、ギャッピーが渋しぶい顔になる。雅のそうした余よ裕ゆうを装よそおう振ふる舞まいは、ギャッピーにとって鼻につく部分がある。カナはそうしたものを感じることがないため、気にせず流して目玉をきろきろと左右に動かす。

　その目玉が注ちゆう目もくしたのは、薄うす紫むらさきに染そまった人ひと影かげだった。藤ふじ色いろの浴衣ゆかたに身みを包つつむ女性が目の前を横切っていくと、細い犬いぬが跳はねるように顔を上げてその足もとへと飛びついていった。

　和わ装そうという格かつ好こうからカナは最初、後こう輩はいの『ひめじー』と見み間ま違ちがえそうになった。濡ぬれたように黒い長ちよう髪はつも同どう様ようだったが、しかし身に纏まとう雰ふん囲い気きが大きく異ことなる。女性には姫ひめ路じ灯ともりにある愛あい嬌きようが見られず、口もとは薄うすら笑いを浮かべているのに目はほとんど笑っていない。独どく特とくの影かげが差した瞳ひとみは、横から覗のぞくと紫むらさき色いろをたたえるようだった。

　犬に飛びかかられた女性が足を止めて、カナに目をやる。その懐なつき方から、カナが尋たずねた。

「飼かい主ぬしさんですか？」

「いえ、ぜんぜん」

　女性が否ひ定ていしながらも屈かがんで、犬の顎あごの下を撫なでる。犬は陶とう酔すいしたようにだらしない顔をさらして、されるがままとなっている。今まで元気がなかったはずなのに、後ろ足が忙せわしなく跳ね回って喜よろこびを表現している。女性がその感情の表れに微ほほ笑えみながらも、犬から手を離はなす。

「名な残ごり惜おしいですが失礼」と女性が去さっていく。夏なつ祭まつりの季き節せつでもないのに浴衣で外を出歩くなんて、『ひめじー』以外にもいるんだなぁとカナは珍めずらしいものを目もく撃げきした気分に包つつまれる。細い犬はあれだけ好こう意いを示しめしながらも女性を追いかけるようなことはなく、その場に座すわって姿が消えるまで、ずっと見送っていた。忠ちゆう犬けんの風ふう格かくを、貧ひん相そうなその背中に漂ただよわせていた。

　中ちゆう腰ごしのままカナが空を見上げる。湿しめった空気と共ともに雲が広がり、その谷間から青空と太陽が覗いている。雲を切り開いて、傷きず口ぐちから蒼そう穹きゆうに染そまった血けつ液えきが流れ出しているようだった。

　遠くには灰はい色いろの蛇へびの腹はらが波なみ打うつかのように、細長い雲が横に盛り上がっている。それが幾いく重えも重なるようで、空が近くに見えた。雨こそ降りそうではないが、今日はお天てん道と様さまが出たり隠かくれたりと忙しそうだった。そうしてカナが口を半開きにしていると、青色が視し界かいの端はしに現あらわれる。

　それに釣つられるように顔を下ろした先では、青あお波なみを想そう起きさせる色合いのスーツで上下を揃そろえた優やさ男おとこが信号を無む視しして車道を斜ななめに突つっ切り、こちらへと駆かけてきていた。その男、新しん城じよう雅まさ貴きの目がカナたちを捉とらえて足の動きがより加か速そくする。新城の右の靴くつには縫ぬって修しゆう繕ぜんしたような跡あとが見られて、その部分だけが浮いていた。

　雅みやびが兄の到とう着ちやくを見て、にんまりとした顔つきで壁かべ際ぎわから離はなれる。嫌いやがる犬いぬを強ごう引いんに抱だき上げたところで、新しん城じようが滑すべり込むように到着した。靴くつの具ぐ合あいを気にするように足もとを確たしかめた後、新城が顔を上げる。息いきこそ切れていないが肌はだは僅わずかに紅こう潮ちようして、首くび筋すじにも汗あせが浮かんでいた。

「兄さん、おっはよー」と意い地じ悪わるな笑え顔がおを浮かべる妹いもうとに対して、新城が目を細める。

「本当に犬の話だったのか」

「ちゃんと言ったじゃないか」

　雅が犬の了りよう解かいを取らずに、新城へ犬を押しつける。なし崩くずしに犬を受け止めることとなった新城と対面した細い犬は先さき程ほど、雅に向けた態たい度どと同じものを示しめして新城を威い嚇かくする。新城は雅のように笑うことはないが、より冷れい淡たんに極きわまった無む表ひよう情じようで犬を見つめ返す。新城に見み据すえられて、牙きばを見せていた犬が次し第だいに首を縮ちぢめるように、獰どう猛もうな部分を萎なえさせていってしまう。

　その反はん応のうに満足したらしく、雅がにやつく。そして新城から軽けい快かいに離れる。

「じゃあ、私は仕事に行くから。後は任まかせたよ、兄さん」

「おいちょっと待まて」と制する新城の手から滑るように逃のがれて、雅がその場を後にしてしまう。新城は追いかけるか迷まようように足を一歩前に出したが、結局その場に留とどまる。

　犬を抱いたまま残された新城が、カナたちに向けて苦にが笑わらいを浮かべた。

「どういう状じよう況きようか分かりかねるのだが」

　そんなことを言われても、カナだってあまり分かっていない。

　ギャッピーが微び妙みような空気の中、掴つかんでいるカナをゆさゆさと揺ゆらす。

「ほら、説明してあげて」

「あたしが？」

「犬を拾ひろったのはあんたでしょ」

　新城がカナに注ちゆう目もくする。引きこもりとして生活してきたカナにとっては大たい役やく過すぎて敬けい遠えんしたくなる。マンションの前の道路も車の往おう来らいが激しい時間帯たいだ。その音に負まけない声を出さなければいけないのも億おつ劫くうだった。などと様さま々ざまな要よう因いんがありつつもやむなく、カナが説明する。

「えぇっと犬を拾って、犬は元気がないからご飯はんを買いに行って妹いもうとさんに会ったらお兄さんを呼ぼうって話になって、犬を見てもらうって話で、今見ているんですけどなにか分かったかなぁと聞いてみる次し第だいですが」

　分かります？　とカナが機き嫌げんを窺うかがうように小こ首くびを傾かしげて、新城の顔を覗のぞく。

　その新城の反はん応のうを待つより早く、ギャッピーが焦じれったいとばかりに口を開く。

「その拾った犬、元気がないのでちょっと病院に連れて行こうかな……と考えた結果、なぜかあなたの妹さんが絡からんできてこうなった、という次第のようです。そしてこの子は犬の面めん倒どうなど見ている余よ裕ゆうはなく、これから働はたらきに行かねばなりません、とのことです」

　ギャッピーの説明にあわせて、「ぱくぱく」とカナが腹ふく話わ術じゆつの人形のように口を動かす。

「あぁ、そういう……つまり私だけが暇ひまそうだ、という話か」

　ははは、と新しん城じようの口だけが大げさに笑い出す。カナも「うわはは」と便びん乗じようするように笑い声をあげたが、ギャッピーに顎あごを押し上げられて口を閉じることになる。

　自じ虐ぎやく的てきに笑い続けた新城が、急に停てい止しした。「やれやれ」と頭を振ると、抱だかれている犬いぬも身みを震ふるわせる。新城は大人しくしている犬を見上げて、もう一度、「やれやれ」とぼやく。

「確たしかに、獣けものにしては大人しい」

「それはあなたを怖こわがって、もご」

　正直すぎるカナの口をギャッピーが摘つまんで塞ふさぐ。

「獣じゆう医いも開いている時間だろうが、さてどこにあるのやら……まぁこれもなにかの縁えんだ、調べて私が連れて行こう。あぁきみたちは悪くない、妹いもうとが悪いだけだ」

　新城が目を強く瞑つむり、こめかみを微び動どうさせる。苦く渋じゆうとばかりに口も引き締しまるが、それは身み内うちに見せる顔だな、とカナは感じた。迷めい惑わくがっているのを露ろ骨こつに表現しているがそれでもやってくるあたり、案あん外がい妹思いなのかもしれない。

「その後はどうすればいいのかな。拾ひろったということはきみの飼かい犬でもないし、保ほ健けん所じよに保ほ護ごしてもらうか、もしくは私が引き取り手を見つければいいのか」

「うーん、そうっすねー……」

　今後の方ほう針しんまで勝かつ手てに決められていく細い犬が、不安げな瞳ひとみと萎しおれた耳をカナに注そそぐ。なにか言わなければいけない雰ふん囲い気きを感じ取り言こと葉ばを探さがすが、その前にギャッピーに引きずられてしまう。飼い犬でもなく短い時間しか共きよう有ゆうしていない犬ではあるが、その扱あつかいを心しん配ぱいする程てい度どにカナは入れ込こんでいた。

「捜さがしている飼い主ぬしさんがいるのか、いないのか分かるといいんだけど」

　そのカナの希き望ぼうを含ふくんだ言い分に、新城が『仕し方かたない』とばかりに肩をすくめる。

「乗りかかった船というやつだ。私も手を尽つくしてみよう。無む下げには扱あつかわないと約やく束そくする」

　新城がカナではなく、細い犬に向けてその約束を誓ちかう。犬は神しん妙みような態たい度どのままだが、警けい戒かいして曲がっていた後ろ足がほんの少し、その歪ゆがみから解とき放はなたれたように見えた。

　カナはその約束を、新城の妹思いな部分を含ふくめて信用すると決める。

「というか、犬の心配している場合じゃないでしょ、あんた」

「いやぁまったく、ははは」

　ギャッピーの指し摘てきは本人の想そう像ぞう以上に、カナに突つき刺ささる。手足の力を奪うばうほどに。

　そうして、カナは友人に背中を押されながら職しよく場ばへと向かう。

　自じ身しんの問題に対たい処しよすることで頭がいっぱいの彼女は、何の気なしに他人にとっての『捜し物』を二つも抱かかえ込んでしまっていることに気づく術すべもないのであった。
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「うん、本物だな」

　昨日きのうから続いて二度目の確かく認にんをした後、拳けん銃じゆうの先せん端たんを窓まどに向ける。

「ばきゅーん」と撃うつ真ま似ねをしてから、そのままソファに寄りかかって天てん井じようを向いた。

　午前中、事じ務む所しよにやってきた黒くろ田だの手にあるのは本物の拳銃だった。

　黒田の受け取ったものはモデルガンではない。引き金を引けばちゃんと弾たまが出て役やく目めを真まっ当とうしてくれる。ありがたいねぇと机つくえの上に放り出してから、姿し勢せいを崩くずして寝ね転ころぶ。

　腕うでを枕まくらにすると、手の甲こうを浅あさく引っ掻かく感かん触しよくがある。顎あごを撫なでて、ヒゲを剃そるのを忘れていたことに気づく。後回しにしようかと最初は考えたが、自分がなぜ事務所で待たい機きしているかを思い出して重い頭を振るように起きる。ソファから起き上がって、洗面所に向かった。

「なにしろ秘ひ書しよが来るからな……あー、服も新しん調ちようしておくべきだったか？」

　洗面所の鏡かがみの前でヒゲを剃そりながら、だらしのない上着に顔をしかめる。開かい業ぎよう資し金きんが当初の予定から段々と上うわ積づみされたことで倹けん約やくを心がけてきて、衣い服ふくにもそれが表あらわれている。古ふる着ぎを引っ張り出してきてその結果がこの締しまりのなさだった。十代後半に過か剰じように身体からだを鍛きたえていたことを振り返って、黒田が今の肩かた幅はばとの差に苦にが笑わらいをこぼす。

　あの頃ころは、暇ひまさえあれば自じ己こを研けん鑽さんしていた。そうしなければ生き残れないという強きよう迫はく観かん念ねんが背はい後ご霊れいのようにつきまとい、自分を縛しばっていた。しかし自分より遙はるかに体格に勝まさる同どう業ぎよう者しやが返り討うちに遭あい、報ほう復ふくの依い頼らいで仕し留とめられていく事実を目まの当たりにすることで黒田は誤あやまりに気づいた。常じよう人じんの肉体は鋼はがねになり得えない。銃じゆう弾だんを受け止める力がないのだと理り解かいしたのだ。

「……まだかよ」

　黒田が時計を確認しながらぼやく。

　昨日、知り合いに依頼した秘書が早くも今日から勤つとめてくれるというので朝早くから待たい機きしていた。勤めるもなにも面めん接せつした覚えすらないのだが、緊きん急きゆうの人じん員いんなので受け入れることにした。問題がありそうなら正式に誰だれか雇やとうまでの繋つなぎとすればいいし、仕事をそつなくこなしてくれるのならそのまま雇い続ければ、という考えだった。

　しかしその秘書が一いつ向こうにやってこない。午前中、早くに来ると連れん絡らくしてきたので黒田も早めに事務所へ入って待っているのだが連絡の一つもない。洗面台から離はなれてソファに戻った黒田が足を投げ出して、大きく息いきを吐はく。

「本当に美び人じん秘書が来るのかね……」

　紹しよう介かい者しやに冗じよう談だんで要よう求きゆうしたものが本気で叶かなうなどと、黒田はそこまで楽らつ観かん的てきではない。しかし女を紹しよう介かいするという話だったので、期き待たいを捨すてきれないのも事じ実じつだった。貧びん乏ぼう揺ゆすりが激しくなるのを自じ覚かくしながら目を瞑つむって、堪たえ忍しのぶ。

　結けつ局きよく、訪ほう問もん者しやが事じ務む所しよの扉とびらを叩たたいたのはそれから更さらに三十分近く経けい過かしてからだった。

　時計の見方を知らない秘ひ書しよなんて役に立つのかね。毒どくづきながらも黒くろ田だが小走りで扉へ向かい、鍵かぎを外はずす。そしてどうぞと促うながす前に扉を開いて、待まち人がその姿すがたを見せた。

　やってきた女性と対面して、黒田の目がまず向かったのは白くすら映うつる薄うすい金きん髪ぱつだった。どこか道どう化け者ものの印いん象しようを与える、薄ら笑いを浮かべた容よう姿しも上等の部類に入る。格かつ好こうはリクルートスーツのように見える色合いで、実じつ際さいの見た目も若わか々わかしいものがある。黒田を見上げるその余よ裕ゆうを含ふくんだ瞳ひとみに特とく有ゆうのものを感じ取ることはなく、取りあえず、自分の同どう業ぎよう者しやではないと悟さとる。

　そこがなによりホッとするところだった。

「依い頼らい人にんと秘ひ書しよの方のどちら？」

「君のご所しよ望もうの美人秘書だ」

　金髪美女がニッと快かい活かつに笑う。黒田の胸むねを軽くノックするように叩き、遠えん慮りよなく事務所へと踏ふみ行ってくる。その途と中ちゆうで振り向き、「おや立りつ派ぱな花だこと」と入り口の脇わきに飾かざってある、開かい業ぎよう祝いわいを一いち瞥べつする。それから黒田を正面から見上げて観察してきた。遅ち刻こくを悪びれる気はまったくないようで、黒田は内心、第一印象では外はずれの評ひよう価かを下す。

　ただ、美人秘書という指定を知り得えている点から本当に秘書として派は遣けんされていることは認みとめていた。黒田もそれなりに人の命を踏ふみ台にしてきたことは自じ覚かくしており、身み分ぶんを騙かたって接近した相手に殺されかかったことも過か去こに経けい験けんしてきていた。

　それ故ゆえ、心しん底そこから信用している相手も多くはない。

「きみが黒田くんか。うん、なかなか冴さえた顔じゃないか」

「そりゃ、どうも」

　あまり聞いたことのない賞しよう賛さんに、曖あい昧まいな返事をする。

　黒田としてはそれよりも、見つめ返すことで不ふ思し議ぎな既き視し感かんに囚とらわれる方が気になった。

「以前に会ったこと、ないかな？」

「ないと思うよ」

　いやにはっきりと否ひ定ていしてくるのが気になったものの、黒田がそれを呑のみこんで「そうか」と納なつ得とくしておく。秘書こと新しん城じよう雅みやびは先さき程ほどまで黒田の使っていたソファに座すわり込み、背もたれの上に腕うでを載のせる。首を後ろに折って、視し界かいを反転させながら黒田に向けて微び笑しようする。

「なにしろ私はきみと違ちがって、善ぜん良りような市し民みんだからね」

　肩かたと、垂たれ下がって黄おう金ごんのつららのようになった金髪を揺ゆらす雅に、黒田が乾かわいた笑いで応こたえる。どの口がそれを言うのか。黒田の属ぞくする業界は、ドーナツ的な繋つながりをしている。少なくとも黒田はそう考えている。横の繋がりはあっても中心に立つような人物は存そん在ざいしないという捉とらえ方だ。そんな社会だから、軸じくが縦たてにずれた位置に属ぞくする『普ふ通つう』からやってくる人じん材ざいなど、黒くろ田だと繋つながっている人間が紹しよう介かいできるはずもなかった。

「さ、仕事があるんだろう？　ここは私に任まかせて行ってくるといい」

「……言われなくとも、そうするさ」

　好こう奇き心しんが事じ態たいを摘つまみ食いしようとも、これが開かい業ぎよう最さい初しよの依い頼らいであることも事じ実じつ。

　初はつ仕し事ごとに気き合あいを入れずして、どこで気き張ばるというのか。

　よって今日あたり機き会かいがあれば済すませてしまおう。そう決めて、今日の黒田は拳けん銃じゆうを携けい帯たいしていた。そして事じ務む所しよを後にしようとする。

　が、途と中ちゆうで卍まんじを描えがくような姿し勢せいで停てい止しする。振り向いて、また入り口に向き直って、とその場で迷まようように回る。「お、どうしたどうした」と早くもソファを占せん拠きよしてくつろぐ秘ひ書しよを無む視しして、窓まどの側そばに畳たたんで置いてあったタオルを取る。手に取った後も若じやつ干かん迷う素そ振ぶりを見せたが、

「ま、一いち応おう持っていくか」

　緑みどり川かわ円えん子じのタオルを回収して、鞄かばんに詰つめる。

　返す機会があるのか知らないが、と笑いながら黒田が今度こそ事務所を出た。

　黒田の事務所は雑ざつ居きよビルの６Ｆの一いつ角かくを占しめる。その隣となりには企き画かく代だい行こう会社と小さな画が商しようのスペースが続いているのだが、そこに共きよう通つうのチラシが貼はられている。黒田がその名前に興きよう味みを持ってチラシの前に立つ。チラシの内容は今日から駅えきで催もよおされる陶とう芸げいの個こ展てんの宣せん伝でんだった。

　その陶芸家の作品と思おぼしき壺つぼがチラシの中ちゆう央おうに陣じん取どっている。上から下まで眺ながめた後、

「製せい作さく者しやの写しや真しんを載のせる方が人気出そうだな」

　緑川の顔を思い浮かべながら黒田が笑う。そうして気を緩ゆるめていると、

「絶対に偽にせ物ものとばれないコピー品を事務所に飾かざらないかね」

　画商のスペースからのっそりと出てきた中年に声をかけられて、黒田が跳はねる。

　この画商、客を見る目はあるのか、審しん美び眼がんなど持ち合わせていない黒田には贋がん作さくや出で所どころ不ふ明めいの商品しか売りつけようとしない。当然ながら今回も断って、逃げるようにエレベーター乗り場へと向かった。事務所を開業するために貯ちよ蓄ちくを吐はき出してしまった黒田に、インテリアに散さん財ざいする余よ裕ゆうはない。

「……だから、仕事はしないといけないんだよなぁ」

　乗り込んだエレベーターの壁かべに頭を打ちつけながら、黒田の目が鈍にぶく、固かたくなる。
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　山を下る最さい中ちゆう、車内は無む言ごんが続いていた。緑みどり川かわが寡か黙もくであることはいつも通りと言えたが、車を運うん転てんする弟で子しはいつも独ひとり言ごとに近い一方的な会話を展てん開かいするので、その静けさには違い和わ感かんが伴ともなう。緑川もそこに気づいてはいたが自分から気を遣つかって話しかけるのも性しよう分ぶんではないと、だんまりを決め込むことを選んだ。頬ほお杖づえをついて景色けしきの移り変わりに退たい屈くつを差し出す。

　その半分も受け取ってもらえず、居い心地ごこちの悪い移い動どう時間となった。

　カルチャーセンター近くの駐ちゆう車しや場じようにいつものように停てい車しやさせて、弟子も気が焦あせっていたのか、普ふ段だんなら緑川の格かつ好こうを指し摘てきしていくのにそれも省はぶいて走っていく。緑川はいつもの長なが袖そでとくたびれたジーンズからは弟子のお節せつ介かいによって脱だつ却きやくしていたが、頭に巻いたタオルはそのままだった。頭の一部となりつつあるそれに緑川本人は一いつ切さいの違和感を抱いだかない。

　顧こ客きやくリストの紙かみ束たばを用意指定していると、駐車場から少し離はなれた金きん券けんショップの壁かべ際ぎわに立っている女の子がこちらを見つめていることに気づく。目が合うと女の子は背せを向けて、早歩きで行ってしまう。見覚えのない子だったので大たいした意味はないだろうと、緑川はすぐに顧客のリストに目を戻す。そこに並ならんだ名前を暗あん記きしながら丁ちよう度ど青に切り替わった横おう断だん歩ほ道どうを渡わたる。

　車が何度も通ったせいか、排はい気きガスの臭においが道路に染しみついている。その臭いに緑川が密ひそかに顔をしかめる。緑川にとって不ふ快かいを煽あおる刺し激げき臭しゆうだった。昔むかしはそんなことを意い識しきしていなかったが、自じ身しんに染みついた土の匂においに慣なれすぎたせいかもしれなかった。

　途と中ちゆう、遠くで小学生の興こう奮ふんした声を聞いた気もしたが、緑川は顔も上げなかった。

　そのまま薬やつ局きよくとコンビニの前を通って、電気店の店内を経けい由ゆしながら駅えきの中へと入る。新しん幹かん線せんの出入り口の前を通つう過かして銀ぎん時ど計けいを一いち瞥べつした後、近くに喫きつ茶さ店てんがあったことを思い出す。

　個こ展てんの会場に入るまでまだ時間があるので、お茶でも飲みながら時間を潰つぶそうと思い立つ。さすがに駅の構こう内ないは人の往おう来らいが激しく、顧客リストを眺ながめて俯うつむいたままは歩けない。緑川が顔を上げて、地の上を流れる人の川に辟へき易えきした表情を見せる。この流れの何百分の、いや何千分の一が個展に足を運んでくれるのかと想そう像ぞうしながら、緑川もその川へ飛び込んでいく。

　人との出会いは運命が決めてしまうほど重大なことかもしれないが、人とのすれ違ちがいにもまた意味があると、緑川は考える。川を渡る石が擦こすれ合って磨みがかれていくように、人生もまたすれ違うことで生まれる流れに乗ることもある。人付き合いが希き薄はくであるからこそ、緑川は数少ない機会や交流なき邂かい逅こうに思いを馳はせる。泣けるほど尊とうとくはなくとも、人生を左右することもあり得えるのなら嫌いやでも注ちゆう目もくする他なかった。

　緑川がマーメイドカフェの看かん板ばんを見つけて、ここでいいかと足を止める。店内は間にガラスを挟はさんでも伝わってくるほどに盛せい況きようで、席せきもほとんど埋うまっているように見えた。狭せまい店内のほとんどは、指し定てい席せきの時間を待まつ客きやくとその荷物で占しめられていた。二階も満まん席せきのようで、階段の途と中ちゆうで上下のどちらにも行けず足あし踏ぶみしている客が見える。そうして入り口から様よう子すを窺うかがっていると、その脇わきに手作り感の強いチラシが貼はられているのに気づいた。緑みどり川かわが入り口から少し横にずれてチラシを覗のぞくと、出で迎むかえたのは丸っこい体型の犬いぬの写真だった。迷まい子ご犬いぬを捜さがしているという旨むねが書かれて、連絡先も記き載さいされている。緑川は犬をジッと見つめるも当然、心当たりなどない。

　しかもチラシを眺ながめている間に、右の頬ほおに青あお痣あざを作った中年がやってきて残りの席を取られてしまう。そうして満席となった店内を見回す羽は目めになった緑川は、小さく舌した打うちをこぼしながらも他の客が去さるまで粘ねばることなく店の入り口から離はなれる。お前のせいだぞ、とチラシの犬に冗じよう談だんめいた文もん句くをつけてから、別の喫きつ茶さ店てんを探さがすために金きん時ど計けいの方へと向かった。

　そういえば、と見えてきた金時計とエスカレーターを正面から眺める。昨日きのうはここで人が撃うたれて死んだのだった。緑川は現場に居い合あわせながら犯はん行こうを目もく撃げきしていないのだが、その金時計の周しゆう辺へんは立ち入り禁きん止しの表ひよう記きと共ともに閉へい鎖さされていた。待ち合わせ場所として有ゆう名めいな金時計の周まわりが無む人じんである状じよう態たいを、日の昇のぼっている時間に見る機き会かいはそう訪おとずれない。緑川は珍めずらしいものを見た気分で一いち瞥べつした後、タカシマヤの北側の入り口へと近づいた。川の中央に大きな障しよう害がい物ぶつが置かれて流れが左右に隔へだてられたように、金時計の閉鎖で膨ふくらんだ人の流れが道の右側を覆おおい尽つくしていたからの進しん路ろ選せん択たくだった。まだ左側、駅えきの外へ向かう人たちの流れに乗る方が前へと進めそうだった。

　そうしてタカシマヤの一階インフォメーションまで来たところで、案内所の横に飾かざられている浴衣ゆかた姿すがたのマネキンを一瞥する。梅つ雨ゆを通り越こして、早くも夏に向けての宣せん伝でんらしい。緑川が和わ装そうで真まっ先に思い出すのは陶とう芸げい教室の生せい徒とだ。似に合あうので着てみませんかと和わ服ふくを勧すすめられたこともあるが、素そっ気けなく断ことわった。緑川が衣い服ふくに求めるものは動きやすさが優ゆう先せんされる。

　マネキンを照てらすライトの鋭するどい光に当たっていると、それだけで気き疲づかれする。緑川はそこから逃れるように回り込み、冷たい壁かべに身体からだを寄せる。そこで落ち着くと、それ以上歩き回る気もなくなって別に喫茶店はいいかと思ってしまう。

　そのままマネキンの側の壁に背中をくっつけて、鞄かばんに横おう着ちやくにねじ込んだ顧こ客きやくリストを引っ張り出す。しわくちゃになりつつある紙の束たばに昨さく晩ばんから何度も目を通しているが、飽あきずにそれを繰くり返す。個こ展てんでの接し方やら客の入りなどに対して、緑川なりに緊きん張ちようしていた。

　過か去この成せい果かを眺めてその焦しよう燥そうめいたものを和らげようと、目が泳およぐ。

　そうして緑川は俯うつむいて、ただでさえ配っていない周りへの関心を更さらに遮しや断だんする。

　人の声と足音の洪こう水ずいも耳に入る余よ地ちがなく、だからこそ。

　地下から続く階かい段だんよりやってくる黒い頭に、緑川は気づかない。
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　具ぐ体たい的てきにどう捜さがすのかと美み鈴すずが質しつ問もんすると、二に条じようオワリが「これ」と鞄かばんからチラシの束たばを取り出す。束から一枚抜いて差し出したそれを美鈴が受け取り、印いん刷さつされているそれを見る。

「あ、丸まる犬いぬだ」

　公こう式しきサイトに使用されているのと同じ犬いぬの画が像ぞうが印いん刷さつされて、迷まい子ごのこの子を捜している旨むねが記しるされている。二条オワリが頷うなずきながら正面の突つき当たりにあるコンビニを指す。

「さっきは駅えきの中に貼はってもらった。次はコンビニにお願いしてこれを貼ってもらう」

「おー、なるほどー」

　二条オワリの提てい案あんを、美鈴がファンの目め線せんで手放しに褒ほめる。

「歩き回るよりは効こう果かあると思ってね。もしかするとポスターを見たあいつが直接電話してくるかもしれないし」

「まさかー」

　さすがの美鈴でも冗じよう談だんだと判はん断だんした。二条オワリは唇くちびるを薄うすく曲げて、真しん意いを見せない。道中にある契けい約やく駐ちゆう車しや場じようとアニメイトの前を通つう過かする際さい、いつか自分のＣＤがこういう店でも販はん売ばいされるときがくるのかねと二条オワリが一いち瞥べつする。美鈴は左側の歩道に大きな影を作る立体駐車場を見上げて、上から自動車が降ってこないかなぁと想そう像ぞうしていた。

「あのー、オワリさんって昔むかしはどんな子だったんですか？」

　美鈴が二条オワリに質しつ問もんする。どんな子、という言い回しは母親を真ま似ねたものだった。

「あー？　どんな子って、花はな火びを自分で持つこともできないかわいい子だったよ」

　二条オワリが線せん香こう花火を持つ手を再さい現げんしながら軽く自じ嘲ちようするように語る。

　わたしは拳けん銃じゆうも持てるので少し違ちがうなぁ、と美鈴は落ち込む。

「いっぱい歌ってました？」

「歌は……うん、好すきだった。あのときは自分の作った歌じゃなくて、他の人のやつだけど」
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　二条オワリが遠い目になる。美鈴は、一いつ緒しよだなぁと喜よろこぶ。

　憧あこがれが絡からむと、一いつ喜き一いち憂ゆうが単たん純じゆんなものとなっていく。

「つーかなんでそんなこと聞くの？」

　気になったのか、二条オワリが尋たずね返す。美鈴は意い気き揚よう々ようと答えた。

「オワリさんみたいになりたいので、トレーストレースです」

「やめときな、親が心しん配ぱいするから」

　二条オワリが手を振って美鈴を諭さとす。その否ひ定ていを受けて美鈴がむぅ、と唇を尖とがらせている間にコンビニに到とう着ちやくした。外のゴミ箱ばこの中なか身みをかき集めている店てん員いんはいたが、声をかけることなく中へと入る。なにも買わずにチラシだけ貼はらせてくれと言うのも図ずう々ずうしく思えて、レジでの精せい算さんの際さいに話を持ちかけるつもりだった。店内は近所の専せん門もん学校生が流れてきているのか、年若い男子が弁べん当とうやサンドイッチの棚たなに密みつ集しゆうしていた。店の奥は詰つまった蜂はちの巣すを覗のぞくようだ。

「好すきな菓か子しを一つ選んできな。あ、菓子じゃなくてもいいけど、一つだけな」

　二に条じようオワリが人差し指を立ててそこを強きよう調ちようする。言われた美み鈴すずは「買ってくれるんですか」と目を輝かがやかせる。「おぅ」と二条オワリが快こころよく頷うなずくと、美鈴は迷まよわずノートを選んだ。

　今使っているノートはサインを表おもてにして飾かざるので、新しいノートが必ひつ要ようだったからだ。

「なんだ、勉べん強きよう熱ねつ心しんな子じゃあないか……んー……よし、これも買ってやろう」

　そう言って二条オワリがじゃがりこのチーズ味を取った。

　それから人が並ぶ前にレジに急ぐと、留りゆう学がく生せいらしき風ふう貌ぼうと発音の店員が愛あい想そよく、白い歯を見せつける。そしてなぜか、両手をパンパンと合わせた。

「ラシャーイ」

「いやいや、屋や台たいかよ」

　二条オワリが指し摘てきすると、店員がけらけらと思い出すように笑う。

「友達がよくヤルやつ」

「どんな友達だ……あ、それはいいんだけど。お願いがあって」

　二に条じようオワリがチラシを見せて、入り口に貼はらせてくれと頼たのみ込む。「外の人にきイて」と店てん員いんが指差したので、会計を済すませてから外に出た。これなら買う前に聞けたな、と思いつつも二条オワリが外の白髪しらがの目立つ店員に了りよう解かいを取り、無ぶ事じにチラシを貼り終えた。

「はいよ」

　二条オワリが差し出すノートとじゃがりこを受け取り、美み鈴すずが「ありがとーございます！」としっかり頭を下げる。普ふ段だんは親や教きよう師しにもここまで礼れい儀ぎ正しくない美鈴だが、二条オワリを前にすると自然、そうした態たい度どを取っていた。

「さてさて」と二条オワリが首を回す。そうした細かい動きだけでも、湿しつ度どの高い空気が肌はだに濡ぬれた布ぬのを添そえるようだった。二条オワリが見上げた空に太陽はない。

　その片へん鱗りんと青い空の切れ端はしも、今は灰色の雲に呑のまれて光を吸すい尽つくされていた。

「次はどこに頼もうかな」

「あっちに喫きつ茶さ店てんがありますよ！」

　美鈴が横おう断だん歩ほ道どうを渡わたった先を指差す。二条オワリがその方向に目をやるとすぐ、曲がり角にある喫茶店の看かん板ばんを発見することができた。今は丁ちよう度ど、店員が外に黒こく板ばんを置いている。

「喫茶店か……よし、行っとくぞ！」

　二条オワリの決定に美鈴の頬ほおがほころぶ。役に立てたことが素す直なおに嬉うれしいようだ。

　しかし二条オワリとしては少し複ふく雑ざつだった。

　ここでもただ貼らせてもらうのも気が引けるので中で注ちゆう文もんすることになるのだろう。先さき程ほど、駅えきの喫茶店でもコーヒーを飲のんできたばかりなので注そそぎ足たすとお腹なかの中で音を立てそうだ。そんな心配である。それと美鈴にもまたなにかしらを奢おごらねばならないが、持ち合わせが心こころ許もとなかった。

　勇いさみ足で赤信号を渡ろうとする美鈴の首くび根ねっこを掴つかんで、二条オワリが「コラ」と引き留める。美鈴は「ごめんなさーい」と悪びれずに謝あやまり、それよりも二条オワリに掴まれたことを喜よろこんでいるようだった。そんな様よう子すに、二条オワリが少し疲つかれたように息いきを吐はく。

「私もまだ子供と思っていたけど、本物の元気には叶かなわないもんだ」

　呆あきれるとも、羨せん望ぼうとも取れる一ひと言ことを呟つぶやく。自動車が目の前を、次々と通りすぎていく。

　その騒そう々ぞうしさに、『いつから削けずれて薄うすれたかね』とぼやく声はかき消された。

　青信号に変わってから横断歩道を渡り、すぐ先にある喫茶店の戸を開く。外で黒板に今日のランチを記しるしている店員に挨あい拶さつされながら店の中を覗のぞいた。

　暖だん色しよく系けいの淡あわい灯あかりに統とう一いつされた店内の壁かべは絵かい画がに染そまっていた。高さも配置もバラバラに、飾かざられた絵画が壁を埋うずめる。二条オワリはそうした芸げい術じゆつに疎うといので、どれも『絵があるなぁ』ぐらいにしか感じず、感かん銘めいを受けることなく素す通どおりする。そうして店の入り口の左側にあるカウンターに沿そって店の奥へ進むと、そこで二条オワリが「お」と初めて関心を示しめす。

　二条オワリの目が強く捉とらえた先、壁かべ際ぎわにあるものは黒光りするピアノだった。
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　花はな咲さき太た郎ろうは移い動どう中ちゆう、電車に揺ゆられながら考える。

　篠しの崎ざき達たつ郎ろうは昨さく晩ばん、拳けん銃じゆうを紛ふん失しつした。その現場は昨日きのう確かく認にんしてきた。本人の弁べんでは月つき極ぎめの駐ちゆう車しや場じようで遺い失しつした可か能のう性せいが高い。それも酔よっ払ぱらって絡からまれて、恐おそらくは殴なぐり倒たおされるようなことがあったと推すい測そくする。篠崎達郎の腫はれた右みぎ頬ほおがそれを口よりも雄ゆう弁べんに物もの語がたっていた。

　拳銃を落とした、という言こと葉ばの響ひびきのマヌケさと、ことの重大さのギャップに太郎が微び妙みような顔となる。電車の窓まどにうっすら映るその顔を引き締しめてから、その『落とした』という部分に注ちゆう目もくする。

　落としたものがなくなったのなら、誰だれかが拾ひろったことになる。篠崎達郎が絡まれた相手が拾っていったとすれば、なぜ拾ったのか。太郎は自分の手のひらを見つめて、落ちている拳銃なんて物ぶつ騒そうなものを拾うだろうかと考える。自分なら拾わずに、さっさと逃げる。その拳銃が本物か、そうでないかを確かめる余よ裕ゆうもなく身みの危険を感じるだろう。そうした当たり前を乗り越こえて拳銃を懐ふところに収めたとするなら、相そう応おうの事情というものを想そう像ぞうしなければいけない。

　しかし、と太郎が外はずした帽ぼう子しを指で回す。篠崎達郎と絡んだ相手の接せつ触しよくは故こ意いか、それとも偶ぐう然ぜんなのか。篠崎達郎の言い分や憤いきどおりを思い出すにどうにもその喧けん嘩かは偶然、起きたもののようだった。それならば拾った方に深い考えなどあるはずもない。

「……なんとなく拾ってしまった、だったら動どう機きについてはお手上げだな」

　実じつ際さい、それが一番ありそうだった。だとすればその拾った人物は今、拳銃の始し末まつに困こまっているのではないだろうか。拳銃はなんとなくで拾ってしまっては手に余あまる代しろ物ものだ。とはいえ所有していると大っぴらに宣せん言げんすることもできない違い法ほう物ぶつである以上、そうした挙動の変化から持ち主ぬしを割わり出すのは難むずかしいことを太郎は理り解かいしていた。そこで電車が到とう着ちやくし、想像も打ち切る。

　これは推すい理りではなく、暇ひまつぶしにすぎない。花咲太郎は『閃ひらめかない』ことが信しん条じようだった。

　終しゆう点てんの駅えきで降りてからエスカレーターで一階へと下り、南口から出る。事じ前ぜんに検けん索さくして用意しておいた地図に従したがい、日の下を徒と歩ほで移い動どうする。駅から離はなれて十数分、地図にも記き載さいされて目め印じるしとなる図と書しよ館かんと、そこに隣りん接せつする自然公園が見えてきたところで右に曲がって、切り取られた豆とう腐ふのような大きな建物が連なっている景色けしきが見えてきたので太郎がまずは安あん堵どする。

　太郎が向かった先は首しゆ藤とう祐ゆう貴きの家だった。太郎は昨日、発はつ砲ぽう事じ件けんを引き起こした犯はん人にんである首藤祐貴の学生手て帳ちようを確認して、住所や年ねん齢れいその他の情じよう報ほうを得えている。首藤祐貴の使用した拳銃が篠崎達郎の紛失した拳銃と同どう型けいであることも踏ふまえて、手がかりにならないかと期き待たいしての訪ほう問もんとなる。もしかすると落とした拳銃を拾ったのはあの高校生であるかもしれない。

　それぐらいは太た郎ろうも可か能のう性せいとして視し野やに入れていた。そしてもしそれが正しかったら、もしくは篠しの崎ざき達たつ郎ろうの捜さがす拳けん銃じゆうが本物だと確かく認にんされたら、依い頼らい人にんと拳銃の両方を警けい察さつの知り合いに突つき出すつもりだった。それは正せい義ぎ感かんではなく、保ほ身しんに基もとづく判はん断だんだった。

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きは今日、少なくとも明日には実じつ家かの近所に姿すがたを見せると太郎は踏ふんでいた。

　太郎は仕し事ごと柄がら、家出人の捜そう索さくも担たん当とうすることがある。計画的に家を出た者、突とつ発ぱつ的てきに飛び出してそのまま帰ってこない者など様さま々ざまだが、首藤祐貴の場合は後こう者しやに近い。そして計画性なく街まちに出て行った少年少女、とりわけ少年は放っておいてもすぐに家へ帰ってくる。突発故ゆえに外で生活するための資し金きんがない場合がほとんどだからだ。金が底そこを尽つきれば少女なら泊とまる場所を作る方法もあるが、男には困こん難なんな道となる。そうなると友人の家に泊まることを選ぶケースが多いが、その友人に家出人の家から連れん絡らくが行っていることもある。逆ぎやくの場合も多い。

　足取りを追いやすいので無計画の方が探たん偵ていとしては助かる。

　そのうえ今回、首藤祐貴に関しては家出のオマケが大きすぎる。友人の側の問題ではなく、本人が知人の側での宿しゆく泊はくを拒きよ否ひするだろう。そうなると首藤祐貴には野の宿じゆくという選せん択たくしかない。追い詰められた状じよう態たいではそれも一ひと晩ばんが限界だろうというのが太郎の判断だった。そして限界を迎むかえればどこへ向かうかということも予想して、首藤祐貴の住む団だん地ちへ向かおうと決めた次し第だいだった。

「……ま、変な横やりが入っていなければね」

　ここまでの太郎の想そう像ぞうは、首藤祐貴に寝ね床どこと金がないということを前ぜん提ていにして成立している。逆ぎやくに言えば、あれば家へと帰ってくるはずがないのだ。殺さつ人じん犯はんに助け船を出す輩やからがいるとは考えづらいが、世の中はどんな奇き特とくな人間がいるか分かったものではない。

　太郎が昨日きのうメモした住所と、団地の番号を確認する。地上から見上げる形でその位置を確かめて、「よしよし」と満足する。訪ほう問もんできるはずもないので、巡じゆん回かいか常じよう駐ちゆうしているであろう警察に目をつけられる前にその場から離はなれることにした。さすがに近ちか場ばで張り込む気はない。首藤祐貴より先に太郎が逮たい捕ほされかねないし、そこから芋いもづる式に違い法ほうな依い頼らいの件けんまで絞しぼられそうだった。ここまで来たのは『もしも』の場合の確認にすぎない。もしも様さま々ざまな要よう因いんが重なって首藤祐貴と追いかけっこの状じよう況きようにでもなったら、道を知っていなければ逃げられる可能性があった。まずないとは思っても、もしかしたらというささやきかけがあるときは準じゆん備びする。

　実じつ際さい、太郎の人生は振り返ってみても『まずない』はずの出で来き事ごとが頻ひん出しゆつしている。殺人事じ件けんに巻き込まれることも、人殺しと出会って友人となってしまっていることも、確かく率りつからすればごく僅わずかにも限らず現げん実じつの一部となっている。仮かりに人との出会いが平びよう等どうな確率で設定されて後は運うん任まかせとするなら、自分はどれだけ外はずれくじを掴つかまされているのだろうと太郎が嘆なげく。







　発はつ砲ぽう事件の現場で見た少女だった。それも首藤祐貴の家の隣となりから出てきていた。土曜日で学生は休日のはずだが、制せい服ふくを着ている。部ぶ活かつ動どうにでも出るつもりなのかと太た郎ろうが一いつ瞬しゆん考えるも、知ち人じんか彼かれ氏しあたりの位置にいた人物が死し亡ぼうした翌よく日じつにそれはないかと考え直す。

　葬そう儀ぎに出る格かつ好こうか、と思い当たった。その少女、小こ泉いずみ明あ日す香かが一いつ旦たんは視し界かいから消える。小泉明日香が一階まで下りてくる前に、太郎は無む関かん心しんを装よそおうために距きよ離りを置く。携けい帯たい電話を用もなく弄いじりながら、別の団だん地ちの駐ちゆう輪りん場じようで時間を潰つぶすフリをする。そうして小泉明日香が姿すがたを見せると、太郎はそれを横よこ目めで確かく認にんして、十じゆう分ぶんな距離を取りながら尾び行こうし始めた。

　少女自体に関心はないが、首しゆ藤とう祐ゆう貴きが駅えきから家へ帰る際さいの道を割わり出せると思ったのだ。恐おそらく、小泉明日香も慣なれ親しんだ同じ道を歩くだろう。そうした期き待たいを込めて追つい跡せきするが、近くで見たその背中や肩かた周まわりの雰ふん囲い気きが異い様ようで、太郎が困こん惑わくする。

　重いものを背せ負おっているように、姿し勢せいが歪いびつだ。周しゆう囲いの視し線せんに無む頓とん着ちやくなように、右肩がずり下がっている。髪かみも手を入れていないのかばらつきが目立ち、憔しよう悴すいが見て取れる。しかしなにより目を引くのは、制服の脇わきに赤い血ちの染しみが残っていることだった。拭ぬぐった跡あとはあるが取り切ることができなかったらしい。その血があのとき撃うたれた高校生のものかと太郎が理り解かいする。

　脇に流りゆう線せん型けいを描えがくそれは見ていると、綺き麗れいで。だけど胸むねがざわつき、一日の終わる寸すん前ぜん、なにかが起きてしまうのではないかと不安にさせる。そんな、夕焼け時に染そまる雲を連れん想そうさせた。

　それともう一点、奇き妙みようなのはその後ろ姿に悲ひ壮そう感かんがないこと。その容量が大きすぎて受け止めきれずに潰つぶれて、色々と麻ま痺ひしているのかもしれない。身み近ぢかな人間というものを失った経けい験けんが未いまだない太郎には、想そう像ぞうの追いつかない領りよう域いきだった。

　自分を構こう成せいする大事なものが一つ失われるということは、そこに隙すき間まが生まれるということ。そして、その隙間を放置すれば一つずつ物事はずれていき、環かん境きようは瓦が解かいしていく。それを防ぐために、隙間が自然に埋うまっていくまで、悲ひ観かんや絶ぜつ望ぼうが人間を縛しばる。吹ふっ切れた行動というものを抑よく制せいする。

　しかし、その悲しみが麻痺していたら。

　嘆なげき悲しむ以外の道を見つけてしまったら、人はどこまで変へん質しつするのだろう。

　小泉明日香が通った道は太郎と概おおむね同じだった。図と書しよ館かんと公園の前も通つう過かして、そこでどこへ向かおうとしているかを察さつした。太郎の予想通り、小泉明日香は駅へと消えていく。背はい後ごに思い詰つめた空気を引き連れながら。

　首藤祐貴と落ち合う可か能のう性せいも考えて、ないなと判はん断だんした太郎はそこで切り上げて、尾行を終える。小泉明日香が単たんに葬そう式しきに参さん列れつするのなら構かまわないが、もし別の理由で街まちへ出るというのなら。太郎は『殺し屋』の存そん在ざいを知っている故ゆえ、その続きを想像することは容た易やすい。

　太郎がしばらく駅を見上げていると、電車の走り出す音が聞こえる。

　少女を乗せた電車はどこへ行こうというのか。

　僅わずかに思いを馳はせるも、太郎に確かく証しようのある答えを導みちびけるはずもなかった。






[image: 首藤祐貴]

「……あのなぁ、どこまでついてくるつもりだ？」

　地ち下か街がいを進む最さい中ちゆう、六番出口の見えてきたところで木き曽そ川がわが振り向く。一いつ見けんするだけでも挙きよ動どう不ふ審しんに目を動かして警けい戒かいしている首しゆ藤とう祐ゆう貴きは、木曽川の背中に隠かくれるようにしながらもその質しつ問もんに怯おびえ竦すくむ。多量にかいた汗あせが鼻を伝つたい、それを拭ぬぐう余よ裕ゆうもないほどに追い詰つめられている。首が斜ななめ下の妙みような角度で固こ定ていされて、唇くちびるは半笑いのように開いて色いろ気けと艶つやを失っていた。

　そうした様よう子すを返事の代わりとした木曽川が、溜ため息いきをこぼして前を向き、歩き出す。

　祐貴は目に映る人、目に映らない人の区別なく過か剰じように意い識しきして、その視し線せんすべてが自分を苛さいなんでいるような心しん境きように陥おちいりながら、木曽川の背中にすがって歩き続けるしかなかった。

　祐貴はあの後すぐ、木曽川を追って自じ身しんも部へ屋やを出た。行き先になんの指し標ひようもない祐貴にとって、唯ゆい一いつ寄りかかれる可か能のう性せいがあったのはその男の背中だけだった。電話中だった木曽川は酷ひどく迷めい惑わくそうな顔を祐貴に向けたが、その電話のお陰かげか邪じや険けんに突つき放されるには至いたらなかった。

　まったく見知らぬマンションから出て少し歩くと浅せん間げん神じん社じやが見えて、祐貴はおおよその位置を把は握あくすることができた。駅えきから見て国こく際さいセンタービルの方に位置して、名な古ご屋や駅えきからは大きく離はなれていない。それを自じ覚かくすることで、祐貴は鈍にぶっていた認にん識しきを過か敏びんなものとしてしまう。

　外を歩いている。そして外には、人がいる。自分と異ことなり、日の下を歩くことに恐おそれを抱いだかない人たちで溢あふれていた。その人たちのすべてが祐貴に注ちゆう目もくしているように思えてくる。

　一いつ緒しよに歩いているだけで、すべての罪つみが祐貴に集つどって糾きゆう弾だんされている気分に陥おちいる。

　祐貴は既すでに人を殺して、その当たり前の風ふう景けいに溶とけ込むことができない。浮いた汚れに誰だれもが気づき、排はい除じよされるのは自じ明めいの理りだった。そうした思い込みが祐貴を一いつ層そう追い詰つめる。

　木曽川はそうした祐貴の様よう子すや心しん境きようを把は握あくしながらも、無む視しして歩き続けた。

　国際センタービルの前を通り、桜さくら通どおりの七番口から地下街へと入っていた。女性向けの店てん舗ぽが続いているためか、視し界かいの左右を彩いろどる輝かがやきが桃もも色いろを基き調ちようとしている。賑にぎやかを通り越こして頭の上が騒そう々ぞうしく、落ち着かない。祐貴にとってはその騒そう音おんが救いにも、追い立てる矛ほこの先せん端たんにも思えた。肌はだには恐きよう怖ふから鳥とり肌はだが絶たえ間まなく浮かび、しかし無む音おんでは耳鳴りに潜ひそんで、糸くずの塊かたまりめいた幻げん聴ちようを感じなければいけないこともあってそれから解放されることには心が喜よろこんでいた。両りよう極きよく端たんな反応に祐貴の感かん覚かくはちぐはぐなものとなり、地面を踏ふみしめている感かん触しよくも遮さえぎられる。立体であるはずの景色けしきの輪りん郭かくを捉とらえることが困こん難なんで、目の前の風景が蠕ぜん動どうしていた。指先は夢む幻げんの一部であるように軽い。

　そうして目的なく、すがるように木曽川の後に続いたところでの一ひと言ことが先さき程ほどのものだった。木き曽そ川がわがどこへ向かっているのかも分からないが、このままついていくと名な古ご屋や駅えきに出る雰ふん囲い気きがあった。地下から上がればその先には、あの事じ件けんの現場が祐ゆう貴きを待まっている。

「ついてくるなよ。僕ぼくまで逮たい捕ほされるだろ」

　木曽川が辛しん辣らつな意見を楽しげに言い放つ。祐貴の顔面が濡ぬれた紙のように容た易やすく歪ゆがむ。輪りん郭かくはふやけて、頬ほおや額ひたいが内に虫でも飼かうように膨ふくれあがる。もう少し突つっつけば、その場で泣き崩くずれてしまいそうだった。木曽川は前を向いたまま、軽けい薄はくな忠ちゆう告こくをする。

「駅えきの警けい官かんに見つかったらお終しまいだし、途と中ちゆうの出口から地上に出た方がいいと思うけど」

　祐貴の耳にはほとんど入っていない。そのまま、指先が歩くことを拒きよ否ひするように自由を失って足が止まる。足音が後ろに続かなくなったことを木曽川も気づき、知るかとばかりにそのまま歩あゆみを進める。しかし木曽川は帽ぼう子しのツバを摘つまみ、頬ほおを掻かき、「あーもう」と振り返った。

　面めん倒どうくさい、とぼやきつつも木曽川が祐貴に近寄る。ハロウィンでもないのにかぶった三さん角かく帽子が注ちゆう目もくを浴びる中、周しゆう囲いのことなどどこ吹ふく風とばかりに木曽川が祐貴に問とう。

「……お前さ、やりたいことってないの？」

　足を止めた祐貴と木曽川には一定の距きよ離りがあったが、その間をノイズのようにまとわりつく騒そう音おんを貫つらぬいて、祐貴の耳に届とどく。

　そんなことを言っていられる身み分ぶんではもうないのでは。そう言いかける祐貴を木曽川が押す。

「せっかく力を手に入れたんだ、一人殺すで終わらずに、ぱーっと使う……みたいな発想ないわけ？　お前の人生、もう隕いん石せきが落ちてくること確かく定ていなんだぜ。二日後かな、三日後かな？　いいや十分後かもしれない。人じん類るい滅めつ亡ぼうが近づけば反はん応のうは様さま々ざまだろうけどさ、どんな形であれ悔くいは残したくないって思わないかねぇ、普ふ通つう」

　祐貴の肩を指で突く。祐貴はそれだけでよろめくが、その衝しよう撃げき以上に木曽川の言こと葉ばが耳の奥を駆かけ巡めぐっていた。やりたいこと、という言葉の響ひびきと隠かくし持った拳けん銃じゆうが肌はだに触ふれる、その冷たさが祐貴を四し方ほうから攻せめ立てるようだった。木曽川が言葉を続ける。

「後こう悔かいを解消するために自じ首しゆする、っていうのも一つの手だわな。他の気に入らないやつを皆殺しにするのもアリだ。なんなら拳銃で脅おどして金と女を自由にするっていうのも俗ぞくっぽいからすぐに思いつく。とにかく大事なのは、隕石に潰つぶされるのを『納なつ得とく』することだ。納得するために、自分になにが必ひつ要ようかを見つけるんだ」

　納得はすべてに優ゆう先せんするぜー、と木曽川が最後はおどける。説せつ教きようじみたことを口にした気き恥はずかしさをごまかすように、帽子を外はずしてはまたかぶって、と落ち着きがなくなる。

　最後は帽子をかぶって、祐貴に背中を向けてしまった。

　祐貴はそんな背中にいつしか、『大人』を感じて見つめている自分に気づく。

　余よ裕ゆうがあって、大人らしいことが言えて。得え体たいの知れないなにかを強く感じさせて。

　こうした『大人』に憧あこがれていた、昨日きのう、拳銃の引き金を引く前の自分を思い出す。あのときから祐貴は、恐きよう怖ふと悔かい恨こんだけを抽ちゆう出しゆつした別人としてここで息いきをしているような気持ちだった。

　祐ゆう貴きはそんな今の自分を、怯おびえながらも認みとめる。首しゆ藤とう祐貴は二人になったのだ。

　そのどちらの望のぞみを、願ねがいを追いかければいいのか。

　決められないまま、今は、と祐貴が木き曽そ川がわの背中を追う。祐貴に安あん息そくの場所はない。どこにいても視し線せんがあり、人がいて、隕いん石せきは自分を狙ねらっている。だったら、と唯ゆい一いつの話し相あい手てかもしれない人の背中に付き従したがうのが、祐貴の当とう面めんの望みだった。

　華はな々ばなしい明るさに参まいりそうな自分に鞭むち打うって、祐貴が顔を上げて足を動かす。

　どれもぎこちない動きではあったが、それは前進へと繋つながる選せん択たくだった。

　見失った自分を探さがさなければ、本当にやりたいことも見つからない。

　祐貴は再ふたたび歩き出しながら、原げん点てんに戻るように考える。

　自分はなんのために、拳けん銃じゆうを求めたのだろうと。

　そして木曽川は前を歩く最さい中ちゆう、付け忘れた一ひと言ことを雑ざつ踏とうに忍しのばせる。

　やりたいからできるとは、限らんけど。
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　ショーケースの上にちょこんと、指先を載のせたままカナが固まっていた。白いブラウスに下は黒のタイトスカート。その上にサロンエプロンを巻いて、頭には黒い三さん角かく巾きん。これが洋よう菓が子し屋やの制服だった。しかし髪かみ留どめの代わりにくっつけている『研けん修しゆう中ちゆう』はそのままである。背の低いカナがショーケースにくっついて顔を覗のぞかせていると、子供がお菓か子しに食いついて動かない姿すがたと誤ご解かいされかねない。実じつ際さい、一いつ緒しよに売り場に入っている中年女性はカナの後ろ姿に童どう女じよの雰ふん囲い気きを見ていた。

　デパ地下一階は駅えきの利り用よう客きやくと純じゆん粋すいな買い物客が入り交じり、大変な賑にぎわいを見せている。特に中年女性の集団が勢いきおいと数で目立つように感じられた。旅りよ行こう鞄かばんを引いて歩く会社員らしき男性の姿すがたも多い。そうした男性層は南側の総そう菜ざい売り場へと流れて、中年女性が巡めぐるのは北の菓子売り場、という分かりやすい客きやく層そうが生まれている。観かん察さつして、カナはそんなことに気づく。

　とにもかくにも人はいっぱいだ。しかしカナの働はたらく洋菓子屋にはその人の流れが寄ってこない。おこぼれも飛んではこない。隣りん接せつする芋いも菓が子しの店も似にた状じよう況きようで、店員二人が退たい屈くつそうに壁かべにくっついている。カナは目玉をきょろきょろ、左右に動かしながらむぅと唸うなる。

　いくら昼ひる飯めし時どきでサンドイッチやお弁べん当とうが売れる時間帯たいとはいえ、お菓か子し売り場も並ぶ場所にはちゃんと行ぎよう列れつができている。特に週替わりのコーナーで販はん売ばいしているきんつばは長ちよう蛇だの列れつだ。その列の中に見覚えのある和わ服ふくの後こう輩はいがいたのだが、カナは見なかったことにした。冷ひやかされるのがいやだったからだ。今いま頃ごろになって、ギャッピーの気持ちを理り解かいする。

　しかしそれにしても、とカナの目が動き続ける。暇ひまだった。

　人の多い場所でジッとしていると、背中がむず痒がゆくなる。一いち応おう雇やとわれた身みとしてはただ身体からだを揺ゆすっているだけではなくなにかした方がいいのかな、とカナが背伸びした。

　売り子というからには、商品を売った方がいいのだろう。そう考えてのこれだった。

「へいらっしゃい、ヤスイヨヤスイヨー」

　ぱんぱんと手を叩たたいて客きやくを呼び込もうと試こころみる。洋菓子の販売に似につかわしくない売り込み方に、ショーケースの前を通りかかっていた老人夫ふう婦ふが面めん食くらう。同どう僚りようの中年女性や隣となりの売り場の人たちもカナに目を丸くする。カナもすぐその視し線せんに気づき、のろのろと手を引っ込めた。

　無む性しように恥はずかしくなり、背伸びを止めてショーケースの裏うらに隠かくれる。屈かがんで、ついでとばかりにショーケースの中なか身みを覗のぞき込む。プリンが一つで三百円するのは、カナにとって安いと言いがたい。誇こ大だい宣せん伝でんだった、とカナが反はん省せいする。次はオイシイヨーの路ろ線せんで行こう。

　ほとぼりが冷めるのを待まつ間、カナはマンションの犬いぬの心しん配ぱいをして、あと何時間働はたらくのかと落ち込み、最後に拳けん銃じゆうを使えばどうにかお金持ちになれないだろうか、と益やく体たいもないことを考える。

　カナが真っ先に考えたのは強ごう盗とうである。拳銃を突つきつけて金を出せ、だ。お金持ちの個人から現金を奪うばい取り、意い気き揚よう々ようと凱がい旋せんする自分を想そう像ぞうしてみた。しかしすぐにその発想は破は綻たんする。お金を奪った後に撃うち殺す度ど胸きようもないし、そもそもカナにはお金持ちの知り合いなどという都つ合ごうのいいものに縁えんがない。そもそもカナはそうした場面をいくら想像しても、脅おどした相あい手てが立ち上がる、撃つぞーと脅す、無む視しされて手首を五十度ほど回転させられる、痛いたがる、銃を奪われる、形けい勢せい逆ぎやく転てんという映えい像ぞうが自然に再さい生せいされてしまう。空想の世界という限りなくカナに有ゆう利りな世界であっても、勝つ未み来らいが見つからないというのはよほどのことだった。

　イメージの段だん階かいでつまづくあたり、自分には向いていないのだな、とカナが悟さとる。誰だれなら向いているのだろうと首を傾かしげながら、帰ったら拳銃を川にでも投げ捨すててしまおうか、とも考える。でもゴミのポイ捨てはだめだなと却きやつ下かする。捨てるなら他のゴミに混ぜて出してしまった方がいい。そうしようとカナが決めた。問題が一つ解決したように思えて、軽くなった心と共ともにカナが膝ひざを伸ばす。自分に注ちゆう目もくしていた客はいなくなり、隣の店てん員いんも別の方向を向いているのを確かめて安あん堵どの息いきを吐はく。

「さっきのなに」

　同僚の女性が、その頼たよりない背中に冷ややかな声をかける。カナがびくりと首だけ振り向く。

「あたしもなにか貢こう献けんしないといけないと思って」

「できてないよ」

「ですよね。だからちょっと変えてみることにしました」

「えっ」

　シンバルを叩たたく猿さるの玩具おもちやのようにカナが腕うでを構かまえる。そして、景けい気きよく手を叩いた。

「ヘイラッシャイ、オイシイヨー、チュルンチュルンナメラーカダヨー」

　コンビニ店てん員いんの留りゆう学がく生せいのカタコトを少し意い識しきして、カナが呼び込みに再さい挑ちよう戦せんする。同どう僚りようの女性は『なにこいつ』と、やる気を未み踏とうの方向に放り投げている新入りに唖あ然ぜんとする。昨日きのうまでの大人しくしてやる気の片へん鱗りんも感じさせなかった態たい度どからは想そう像ぞうもつかない奇き行こうの連続に、『なんなんだこいつ』と顔を一いつ層そう引きつらせた。

　実際、カナは勤きん労ろう意い欲よくに燃えているわけではない。帰っていいと言われたら喜よろこんで帰ってしまう。ただ、思いついたことをつい口にして、実行してしまう癖くせがあるだけだった。

　しかも「へー、うまいのか」とカナの呼び込みに釣つられるように男が滑すべり込んできた。最初から俯うつむき気ぎ味みでそのまま膝ひざに手を突つきながらショーケースを覗のぞき込んだため、どんな人物かカナには見えていない。それでも呼び込み効こう果かあるじゃん、とカナがご満まん悦えつで手を引っ込めると丁ちよう度ど、ショーケースを覗いていた男が顔を上げた。

　そして「あ」と、お互たがいの口が円形を描えがく。

　顔なじみと言うほどには親しくなくて。無む視しして客きやくと店員で接するには少し近い。

　隠かくしもせず不ふ景けい気きな顔を浮かべているのは、同じマンションに住む男だった。
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「なんだよ、午後からしかやってねーのか」

　緑みどり川かわ円えん子じの個こ展てん会場の入り口が閉ざされていることに、黒くろ田だが思わず舌した打うちをこぼす。回り込んで入り口を覗のぞいても当然、結けつ果かは同どう様ようだ。黒田は早歩きでここまで来たことに徒と労ろうを覚えながら、一いつ旦たんその場を離はなれることにした。２Ｆエスカレーター付近の、ガラスの足あし場ばがある少し突つき出した場所へと向かい、手すりに身体からだを載のせながら一階の様よう子すを見下ろす。

　最初はクラッときて、思わず目を押さえる。そういえば、と黒田は自分が高いところを苦にが手てとしているのを思い出した。落ち着いてからもう一度、今度は意い識しきして一階を見る。

　目の前にそびえる金きん時ど計けいも、今日は独ひとりぼっちで寂さびしそうだ。黒田がそんな印いん象しようを持つ。殺さつ人じん事じ件けんの影えい響きようで閉へい鎖さされた金時計の周しゆう辺へんには、いつもの鬱うつ陶とうしいほどの数を誇ほこる待まち合わせの姿すがたがない。撃うたれて床ゆかに流れた血の跡あとも、目をこらさなければ見えなくなっていた。

　頬ほお杖づえをつきながら、取り逃にがした高校生のことを思い出す。ニュースで流れていないということはあのまま逃げおおせたのだろう。捕つかまるのが時間の問題としても、そのまま大人しく終わるのか大きな花はな火びを打ち上げようと暴あばれ回るのか、そこに注ちゆう目もくする程てい度どの関心はあった。

　しかしこちらから積せつ極きよく的てきに関わる必ひつ要ようも感じず、その関心も人の流れを追う内に沈しずんでいく。

　緑川も既すでに駅えきへと来ているのか、それとも会場入りして待たい機きしているのか。それとなく探さがしているのだが、頭にタオルを巻いた人物は見つからない。見つけたら俺おれは撃つのだろうか。その頭に狙ねらい定めて、引き金を引くのか。まぁそれが仕し事ごとだからな、と黒田が心の温度を上げることもなく冷れい静せいに肯こう定ていする。そして直後、電話がポケットの中で鳴った。

　確かく認にんしてみるが、登とう録ろくされていない番号だった。見み覚おぼえもない。間ま違ちがい電話や悪戯いたずらの可か能のう性せいも考こう慮りよしながら、とりあえず出てみる。

「もしもし」

『大変だ黒田君』

　事じ務む所しよで待機している所員、秘ひ書しよの声だった。番号を教えた覚えはなかった。

　しかしそこには敢あえて言げん及きゆうせず、黒田が電話の用よう件けんについて問とう。

「なんだい、どうしたい。まさか変なおっさんに妖あやしい壺つぼを買わされそうになったとかじゃないよな、それは思いっきり断るように。勝かつ手てに置かれそうになったら蹴けっていいから」

『いや、お茶うけがなくなった』

　黒田が耳を疑うたがう。それから自分の常じよう識しきを疑う。その結果、自分が大変という言こと葉ばの意味を正しく認にん識しきしていると確かく信しんして、電話の向こうの相あい手てが大おお馬ば鹿か野や郎ろうであると判断した。

「へぇー、へぇー、へぇぇー。そんなにたくさんお客きやくさんが来たのか、うわあ」

『私が全部食べたに決まっているじゃないか』

「……空気を読み、かつ、常じよう識しきに則のつとれ」

　黒くろ田だが携けい帯たい電話を握にぎりしめる。こめかみに指を突つき、激しくかき回す。

『ははは、常識でこなせる仕事じゃないだろう。そうお互たがいね』

　秘ひ書しよが含がん蓄ちくを感じさせる言い回しを装よそおうが、そういう問題ではないと黒田が静しずかに憤いきどおる。

『そしてこんなことを緊きん急きゆうとばかりに電話することの意味が、きみなら分かるな？』

「……追つい加かを買ってこい、以外の理由をいくら考えても見つけられない。俺おれ頭わりーわ」

『次は洋よう菓が子しを頼たのむよ。あんこ飽あきた』

　目玉と鼻にあんこを詰つめて思いっきり頭を振ってやりたい衝しよう動どうに駆かられる。が、黒田は辛かろうじて耐たえた。本人が目の前にいないお陰かげだろう。爪つま先さきがガラスの床ゆかを苛いら立だつように突く。

『その見返りといってはなんだけど一人、依い頼らい人にんを紹しよう介かいしよう。今日早さつ速そく来るはずだ』

「はぁ？　ああいや、そりゃありがたいが……本当に？」

　黒田が態たい度どを一転する。新しん規き開かい業ぎようとして先行き不安な身みとしては、一つでも多くの仕事をこなして安定させたいという思いが強い。しかも仕し事ごと柄がら、営えい業ぎよう周まわりをして仕事を調ちよう達たつすることなど不ふ可か能のうだった。それ故ゆえ、大おお馬ば鹿か野や郎ろうから転じて有ゆう能のうな秘書へと評ひよう価かを改あらためさせるのは難むずかしい話ではなかった。そうした黒田の心しん境きようが愉ゆ快かいなように、秘書が笑う。

『来たら話を纏まとめておくから、きみはきみの仕事をこなすといい』

「あぁ、もちろん」

『ま、私としては仕事よりお菓か子しの方が大事なんだが』

　一ひと言こと多い秘書が最後に菓子を催さい促そくして電話を切る。「分かったよ」と切れた電話にぼやく。

　本当に依頼が来るのなら、緑みどり川かわ円えん子じの件けんを速すみやかに解決する必ひつ要ようがある。

　が、その前にまず菓子だ。なにか間ま違ちがっていると感じつつも黒田が動く。エスカレーターで一階へ下りて、側にあるタカシマヤの地下へと向かう。用意しておいたお茶うけの和わ菓が子しは松まつ坂ざか屋やの地下で買ったため、黒田は駅えきのデパ地下に疎うとい。エスカレーターを見つけたので下りるところまではスムーズだったが、そうして早くも冷れい房ぼうを稼か働どうさせている地下一階に降り立つとその活かつ気きに圧あつ倒とうされた。売り物より人が多いのでは、と感じるほどにどこの区く画かくにも人があふれている。初しよ秋しゆうの稲いな穂ほが揺ゆれる様さまを思い出すが、稲穂が好すき勝かつ手てに歩き出せば不ぶ気き味みに尽つきる。人間が自じ在ざいに動き回るのは、黒田に似にた感かん想そうを抱いだかせるものだった。

　逆ぎやくにこれだけ人が集つどっているのに、なぜ上もあれだけ混こん雑ざつしているのだと不ふ思し議ぎになる。ここなら無ぶ遠えん慮りよに発はつ砲ぽうしても、その音さえ祭まつりの一部とかき消されるのではと思うほどだ。

　灯あかりの配はい置ちや床ゆかの薄うすい色合い、それに肌はだ寒ざむいほどの冷れい気きがスーパーの生せい鮮せん食品売り場に似にていることを懐なつかしみつつ、黒田が菓子売り場を巡めぐる。菓子など甘あまければ大だい体たい美う味まい、と大ざっぱな味み覚かくを持つ黒田からすると、似た種類の菓子がいくつも店頭に並んでいることは混こん乱らんを招まねく要よう因いんとなる。人が群むらがって列を作っている場所を選ぶのが無ぶ難なんか、とは思うのだが並んでまで買う気になれないので敬けい遠えんしてしまう。菓か子し売り場の通りは東側が和わ菓が子しで、西側に洋よう菓が子しの店てん舗ぽがまとまっている。あんこに飽あきたと贅ぜい沢たくを言う秘ひ書しよのために洋菓子売り場を通ると、甘あまったるい香かおりが途と切ぎれることなく黒くろ田だの鼻をくすぐる。お菓子の家に紛まぎれ込んだような気分で、けれどそんな気分を味わうならもっと幼おさなかった頃ころにしてほしいと願ねがった。今の自分はお菓子の家に住めない。

　そうして進んでいると珍めずらしく、売り子の呼び込みの声が聞こえる。それに釣つられて足を止めてショーケースを覗のぞいた後に顔を上げると、目があった店てん員いんはマンションで時とき折おり見かける少女だった。今朝も入り口ですれ違ちがったのを黒田は覚えている。

　黒田はその店員、岩いわ谷やカナをここに至いたるまで高校生だと思っていた。しかし着させられている感は強いながらも制服を着て店員をやっているということは社会人だったのだろうか。これで。黒田が思わず笑いそうになる。カナの方も知り合いと出で会くわしたせいか、半笑いだった。

　肩が動いて、髪かみ飾かざりである名な札ふだが揺ゆれる。

「えー、なんだ。このプリンがちゅ、ちゅるちゅーるなのか？」

　黒田が若じやつ干かん恥はじを感じながらも、カナの売り込みの文もん句くをなぞる。カナが「ちゅるんちゅるん」とぼそぼそ訂てい正せいするも、助けを求めるように後ろに控ひかえている売り子に振り向く。中年の同どう僚りようが嘆たん息そくしながらもカナを押しのけて前に出てメモ用紙を用意した。接せつ客きやく用ようの笑え顔がおで黒田の注ちゆう文もんを待まっている。黒田がショーケースの上で指を回しながら悩なやんでいると、四つセットで買えば割わり引びきすると書いてあるのが見えた。それに引かれてその通りに注文する。どれも甘いのは変わらないし同じ味でいいだろうと、すべて同一の種類を選せん択たくした。

　代金を先に支し払はらいながら、黒田がカナを一いち瞥べつする。

　頭に研けん修しゆう中ちゆうと書いてあるとはいえ、なんにもしてないなこいつ、と思った。

　中年の売り子が水色の箱はこの準じゆん備びをしている間に、黒田がカナに尋たずねる。声をかけられるまで、カナはぼーっと総そう菜ざい売り場の方を向いていた。ここに必ひつ要ようなのかこいつは、と密ひそかに疑うたがう。

「ここから上に出るにはどっちの方が近いんだ？」

　黒田が手を振って左右を表現する。カナは明らかに自信がなさそうに目を泳およがせて、いかにも曖あい昧まいに小さく、黒田から見て左を指差す。そちら側から来たはずだが、と疑ぎ問もんに感じつつも黒田は「どーも」と礼れいを言って箱を受け取り、カナの指し示す方へと歩き出した。

　カナの指した先、菓子売り場の奥へとずんずん進んでいく。そうして行き着いた先にはエスカレーターではなく通常の階段があった。そこに至いたって黒田は、上にこそ行けるがそれが近ちか道みちではないということを理り解かいする。今いま更さら引き返すのも面めん倒どうなのでそのまま階段を使うことにした。

　壁かべと床ゆかのどちらも真まっ白で飾かざり気がなく、非常階段めいた暗さがある。黒田以外に誰だれも利用していない、横よこ幅はばの広い階段を上りながら遠回りしていることに、あの店員、と苦にが笑わらいする。

「分からないなら分かりませんって言えよな」

　階段を上りきるとタカシマヤ一階の案内所の方面へと出た。右みぎ端はしの角に受うけ付つけ嬢じようが二人見える。一階の右端から正面へと動くと、急に光こう源げんが目に入り込んできて、黒くろ田だが目をしかめながらも顔を上げる。中央にマネキンを飾かざる場所があり、そこをライトアップするための光が過か剰じようなものとなっているらしい。マネキンは女物の浴衣ゆかたで着き飾かざっている。その割わりに胸むねがねぇなぁと、黒田が下げ世せ話わな感かん想そうを抱いだいてマネキンの正面にまで回り込むと、そこで黒田の目が見開かれる。

　飾り台の脇わきの壁かべに背中を預けた、緑みどり川かわ円えん子じを見つけてしまったからだった。

　不ふ意い打うちの出会いだった。予期せぬ接近に黒田が困こん惑わくしながらも、素す早ばやく周しゆう囲いを確かく認にんする。タカシマヤから外に出ればすぐ金きん時ど計けいがあり、人の通りはある。しかしなんの幸さいわいか、昨日きのうの事じ件けんによって金時計の周しゆう辺へんが封ふう鎖さされたことで正面からこの場所を覗のぞける位置に人だかりは生まれない。黒田と緑川が見えるのはエスカレーターを利用している少数の人間と受付嬢だけだった。確認を終えてこれが好こう機きか否いなかと検けん討とうする。緑川円子は手て元もとの紙の束たばに集中して、黒田にまだ気づいていないようだ。これならやれるかな、と判はん断だんした。黒田の鞄かばんには一いち応おう、拳けん銃じゆう以外にもナイフを用意してある。しかし刃は物ものの扱あつかいには習しゆう熟じゆくしておらず、小こ競ぜり合いの際さいには極きよく力りよく使わないようにしていた。同どう業ぎよう者しやである木き曽そ川がわとはその点が相あい容いれない。

　素人しろうと同どう然ぜんではあるが、これだけ隙すきがあれば急きゆう所しよを狙ねらえるだろう、と考えて黒田が動く。鞄に手を入れてナイフの位い置ちを確かめようとしたが、しかし右手はプリンの入った箱はこを掴つかんで塞ふさがれてしまっている。なんということだ。いや持ち替えればいいだけじゃないか、と黒田がプリンの箱を左手に渡わたす。気づけば手の汗あせで箱の持ち手に微かすかな染しみができていた。手のひらを服で拭ぬぐって、ゆっくりと、回り込む。

　取り出した凶きよう器きが受付嬢に見えない位い置ちまで移い動どうしようと、蟹かに歩きで慎しん重ちように移動する。こんな間の抜けた動き方で相あい手ての隙すきを窺うかがうのは初めてだった。これで殺せるのだろうか、と半なかば冗じよう談だんに思える接近に黒田が疑うたがわしいものを感じる。明るい場所で、開けていて、そんな場所で人を殺す経けい験けんはあまりなかった。黒田が緑川円子の正面にさしかかる。緑川は気づかない。そもそも周まわりに関心を持っていないようだった。

　しかし。

　携けい帯たい電話が鳴る。黒田の背中が跳はねるように伸びて、横に開いたまま足が止まる。鳴ったのは黒田のではなく、緑川のものだった。緑川が鞄から電話を出し、そのまま顔を上げる。

「おぅっ」

「おおぅっ」

　目が合って黒田が驚おどろくが、緑川はもっと驚く。仰のけ反ぞろうとして背はい後ごの壁で頭とう部ぶを打って、その衝しよう撃げきに目がくるくると回った。持っていた紙の束も落としてしまう。そうした展てん開かいを受けて、受付嬢が不ふ審しんなものを見る目で二人を捉とらえる。

　黒田がその視し線せんに気づいて取り繕つくろうようにへらへら笑っている間に、緑川の目が落ち着く。

　そして鳴っている電話に出ることも忘れて、正面の男に呟つぶやく。

「昨日きのうの怪あやしいやつ」

　ひねりなく、真まっ直すぐに黒くろ田だを言い表あらわしてきた。黒田は他に言い方があるだろう、と思わなくもないのだが咄とつ嗟さに他の表現を求めて訂てい正せいすることができない。やましいことを行おこなおうとして気づかれたという負おい目が、動どう揺ように繋つながっていた。

「いやまぁ……怪しいかっ」

　開き直った黒田が朗ほがらかに肯こう定ていする。緑みどり川かわはにこりともしない。

　そうして。殺す側がわと、殺される側が暢のん気きに対たい峙じする。
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　鳴り止んだ電話の相あい手てを確たしかめると弟で子しからだったので、後でいいかと返事を後回しにする。それよりも、目の前にいる男の方が問題だった。男は最初こそ若じやつ干かん気まずそうに縮ちぢこまっていたが、今ではこの状じよう況きようが愉ゆ快かいであるように目と口が笑っている。

　昨日から自分の目の前に現れるのは、男が意い図と的てきに行っているのだろう。

　緑川でもそれを偶ぐう然ぜんとは片かたづけない。

　この男は私になんの用があるのか。どこにでもつきまとうのだとすれば、あまり歓かん迎げいするような用事は連想できない。緑川が警けい戒かいしていると、男、黒田から話しかけてきた。

「いや、見かけたから挨あい拶さつでもしようと思って」

　いつから挨拶を交かわすような仲なかになったのか、と緑川が勝かつ手てな言い分に憤いきどおる。

「そう」

　しかし出てくるのはいつもの反はん応のうだった。咄嗟に他になにを言えばいいのか思いつかない。仮かりに思いついても口べたな緑川の舌したが回らなかった。

　こういうときは弟で子しがいてくれると助かるのに、と不ふ在ざいを恨うらむ。

　黒くろ田だは緑みどり川かわの素そっ気けない返事が気に入ったのか、より嬉き々きとして声も弾はずむ。

「これもなにかのご縁えんだ。一いつ緒しよにお茶でもどうですか、お嬢じようさん。いいとこがあってね、ピアノ演えん奏そうが聴きけて落ち着けるんだ」

　緑川からすれば黒田の方が年下に見えるので、お嬢さん呼ばわりにムッとくるものがあった。緑川は若く見られるより年とし相そう応おうに扱あつかわれる方を好このむ。それは若わか造ぞうだからと取とり引ひき先さきに舐なめられた経けい験けんがあるからこその反感だった。

　そもそもなぜこの男とお茶など飲まねばいけないのか。緑川からすれば単たんなる変へん質しつ者しやである。

「遠えん慮りよしておく」

「えー」

　黒田が軽々しく残念がる。内ない心しん、『まぁそうだろう』と納なつ得とくしていそうな調ちよう子しだった。

　そうして、断ったのだしどこかへ行くだろうと緑川が期き待たいして待まつ。だが黒田はまったく動く気け配はいがない。持っていた水色の箱はこを左から右手へ持ち替えるぐらいだ。緑川も無む言ごんの時間に慣なれてはいるが、正面から見つめられたままというのは経験が少なく、耐たえがたい。

　だから珍めずらしく、無言に緑川から根こん負まけする。

「大だい体たい、なんで？」

「ご縁です、って言ったじゃないか。それ以上の理由があるものかい」

　悪びれない黒田が言い切る。その発言の真しん偽ぎに緑川が悩なやんでいると、黒田が目を泳およがせる。なにかを思い出そうと頭を絞しぼるように、こめかみに指を添そえる。

　意い図とが読めなくて緑川が困こん惑わくしていると、黒田が目を細めながら口を開いた。

「こないだ林りん檎ごジュースを飲んだんだよ」

「は？」

「飲みかけのやつで、保ほ存ぞん状じよう態たいが悪かったみたいでさ、飲んでみたら舌したの上でしゅわしゅわするの。発はつ酵こうして酒さけみたいになっていたんだよ、いや驚おどろいた。喉のど越ごし最さい悪あくだった」

　黒田が手の側面で喉を叩たたき、やられたー、とばかりに舌を出す。

　緑川は話の流れを含めて、まるで理り解かいできない。

「なんの話？」

「面おも白しろ話ばなし第一弾だん。続いて第二弾は……」

　黒田が再ふたたび頭を捻ひねる。その悩む姿すがたを見て、緑川がようやく話の流れを理解する。

　どうやら黒田のまったく面白くない小話は、面白い話で場を和なごませるとか、いい雰ふん囲い気きを作ろうとかそんな目的があるらしい。そこで腐くさった林檎ジュースを飲んだ話がどうして出てくるのか、そもそも断っただろうと、緑川が目を丸くしつつも「は」と声が漏もれる。それはともすれば、笑い声に至いたるかも知れないような、跳はね上がった声こわ色いろだった。

　そうした緑川が少し意い地じ悪わるを発はつ揮きして、続きを催さい促そくしてみる。

「二に弾だんは？」

「えっ、あーいや、ちょっと待まって、待った、待った……」

　食いつかれることを予よ期きしていなかったのか、黒くろ田だが大げさに動どう揺ようしながら手を振ふる。『勘かん弁べんしてください』と許ゆるしを請こうような腰こしの曲げ方と手の突つき出し方に、緑みどり川かわの表情がつい和やわらぐ。

　話は欠片かけらも面おも白しろくないが、行動はおかしな男だ。

「二弾は今から作ろうと思う。そのためにも一いつ緒しよに茶を飲もう」

「分かった」

「うぇっ？」

　緑川の返事に黒田の方が戸と惑まどう。強引に繋つなげただけの誘さそいを、今度は緑川が受けたのは黒田にとって予想外だったらしい。踊おどるように不安定な足取りで動揺を分かりやすく表す。誘っておいて変なやつだ、と緑川が冷さめた調ちよう子しで不ふ思し議ぎがる。

　緑川の関心のなさ、無む頓とん着ちやくは自じ身しんにも及およぶ部分があった。それ故ゆえ、明らかに怪あやしい黒田についていくということに関しても大だい丈じよう夫ぶ、危険といった判断の基き準じゆんが機き能のうしていない。

　なにか用事があるのなら個こ展てんが始まる前に解かい決けつしておこう、という考えもあった。

「案内して」と緑川が短く指示する。黒田はまだ納なつ得とくしかねているのか、移い動どうしながらも首を傾かしげたり、顎あごを撫なでたりと忙せわしない。緑川はそうした黒田を気にかけることなく、メールを作成する。先さき程ほど電話をかけてきた弟で子しへの返事として『今忙いそがしくなった』とメールしておいた。どうせ電話に出たところで愛あい想そのない返事しかしないのだから大たい差さないだろう。緑川は勝かつ手てにそう決めて電話を片かたづける。

「あのさ」

　緑川が電話をしまうところを見み計はからい、黒田が話しかける。

「なに？」

「一いち応おう聞いておきたいんだけど。心変わりはあれだよ、俺おれの話が面白かったから？」

　黒田がいかにも願がん望ぼう混まじりに尋たずねる。もしそうなら腐くさったジュースを飲んだ甲か斐いがあったというものだ、とばかりの窺うかがい方だった。

　緑川は心持ち柔やわらかい口もとと口く調ちようで、そんな黒田の希望を叩たたき切る。

「逆ぎやく。話があんまりにもつまらなかったから」

　まさか自分より冗じよう談だんが下へ手たなやつなど、いるとは思わなかったのだ。
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　地下も十じゆう分ぶん明るかったはずなのに、地上へ出ると独どく特とくの眩まぶしさを感じた。

　それは祐ゆう貴きだけでなく木き曽そ川がわも同どう様ようなのか、帽ぼう子しのツバをひさしの代わりとするように折おり曲げて、目を保ほ護ごしている。長いエスカレーターと階段を上ってやってきた地下の終わりは駅えきの入り口が見える位置にあり、人通りが少し緩ゆるめば構こう内ないの金きん時ど計けいも見えてくる。

　その眩しいはずの照てり具ぐ合あいが、祐貴の心に斜しや陽ようをもたらす。

「暑いし、まずは駅の中を周まわりながら……」

　木曽川が独ひとり言ごとを残して駅の構内へ向かって歩き出す。祐貴はそっちへ行くのかよ、と内ない心しんで悲ひ鳴めいをあげて出で遅おくれながらも、結局は木曽川を追う。木曽川は「自じ主しゆ性せいのないやつ」と蔑さげすみながらも、黙もく認にんして直接咎とがめることはしなかった。そうして、祐貴が再ふたたび事じ件けんの現場に至いたる。

　封ふう鎖さされている金時計を見上げて、祐貴の胃いも同様にテープを巻き付けられたように引き締しまる。膝ひざの表と裏うらがくっついて、畳たたむようにその場で折おれてしまいそうだった。そこには誰だれもいない。撃うつ者も、撃たれた者も。小こ泉いずみ明あ日す香かもなく、人はそこを避さけるようにしながらもいつも通りに流れを作り、時間に促うながされて進んでいる。淀よどむのは祐貴と、そして。

　足の動きが出で遅おくれている祐貴を、軽やかな調ちよう子しで抜き去さる人ひと影かげがあった。色いろ鮮あざやかな格かつ好こうの青年が早歩きで、真まっ直すぐ進んでいく。その肩かたには犬いぬの頭があった。青年に仰あお向むけに抱だかれている犬と、祐貴の目が合う。なにを思ったのか、犬が祐貴に向けて吠ほえた。

　祐貴の足がすくみ、左手の指がなにかを求めるようにわにわに、激しい動きを見せる。

　犬が吠えたことで振り向いた青年が、祐貴を見つめる。すぐに、なにかを察さつしたように祐貴を見る目が変わった。相あい手てが誰かと分からなくとも、周りに注ちゆう目もくされるだけで今の祐貴は震ふるえ上がる。群ぐん衆しゆうの中、自分を注目する理由なんて一つしかないからだ。

　その青年がこちらへとやってきたことで、祐貴は思わず逃げ出しそうになった。腰こしが震えて引ける。木曽川も青年の接せつ近きんに気づき、こちらは祐貴と異ことなる感かん覚かくで警けい戒かいを発した。

　近くまで来た青年は、胡う散さん臭くさいほどに清すが々すがしい雰ふん囲い気きを纏まとっていた。上下青色のスーツもそうだが作り物じゃないかと思うほどに艶あでやかで人じん工こう的てきな金きん髪ぱつがそれを助じよ長ちようする。口と同じ角度に沿そって笑う目もとも、秀しゆう麗れいでありながら視し線せんだけで相手の肩を押すような強さを感じる。

　細い犬は相あい変かわらず抱かれたまま、身みを任まかせるように大人しくしている。

「きみは、度ど胸きようがあるな」

　青年が首しゆ藤とう祐貴に向けて、感心するように言い放つ。なんのことを言っているかは考えるまでもなく、祐貴が完全に萎い縮しゆくする。歯の根があわなくなり、自分がどこを向いているのか把は握あくできなくなる。今見ているものと頭の中に浮かぶものが一いつ緒しよくたになり、潰つぶれたケーキを重ねたような景色けしきが目まぐるしく回っている。目が四し方ほう八はつ方ぽうに飛び跳はねて、混こん乱らんは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「そんな世せ間けん話ばなしをするために近づいてきたのかい、おにいさん」

　木き曽そ川がわが祐ゆう貴きの代だい理りを申もうし出るように、間に入る。青年は清せい涼りような笑え顔がおを浮かべたまま「いや」とはっきり否ひ定ていする。木曽川も負けじと清せい新しんな顔立ちを装よそおったところで、青年が問とう。

「では聞こう。犬いぬの食事はどこですればいいと思う？」

　犬の背を撫なでながらの質しつ問もんに、祐貴が面めん食くらう。

　なんだそりゃあ、というのが本ほん音ねだった。祐貴に話しかけてきた理由から、どうやってそこへ繋つながるのか。困こん惑わくするばかりの祐貴と違ちがい、木曽川は平然とその質問に対たい応おうする。

「駅えきの外に出て、あぁそっちの銀ぎん時ど計けいの方に太たい閣こう通どおりあるじゃん。あそこから出た先に噴ふん水すい広場あるから、あの辺で食べさせればいいと思うぜ。日も照てっていないし丁ちよう度どいい時間だ」

　木曽川の丁てい寧ねいな説明に、青年が「なるほど。助かる」と素す直なおに礼れいを述べる。

「犬を連れていると喫きつ茶さ店てんも入れなくて、落ち着ける場所がなくて困こまっていたんだ」

　青年が指に引っかけていた袋ふくろを掲かかげる。袋には動物病院の名前と犬のイラストが印いん刷さつされていた。中なか身みはドッグフードらしく、商品の端はしが袋の上から飛び出している。

「どうもこの犬、腹はらを空すかせているみたいでね。このままだと私が囓かじられかねない」

　そこで青年が初めて、気取っていた態たい度どを崩くずす。目を瞑つむり、白い歯をこぼす。

　その表情を見た木曽川もまた、本ほん来らいの人ひと懐なつっこい表情でそれに応こたえた。

「ありがとう。それじゃあ、また」と青年が別れの挨あい拶さつを残して、木曽川が教えたとおりの方向へ早歩きで去さっていく。肩かたに載のる犬と目が合って、木曽川が手を振った。

「今のは、」

　警けい察さつか、ただの好こう奇き心しんの強い人間か。それとも、まったく別の異い質しつなる相あい手てか。

　自然、祐貴が木曽川に答えを求める。木曽川はそのすがる視し線せんに、冷ひややかに応える。

　犬へ向けた態度とは大おお違ちがいだった。

「知らんね。ただ、動物に懐なつかれていたからいいやつだな、間ま違ちがいない。なにしろ僕ぼくも飼かっているからな、その線は崩くずせないわけだ。ただあいつはスーツが青すぎる、僕みたいに落ち着いた青色じゃないといいやつ止まりだ、すっげーいいやつにはなれん」

　なんという身み勝がつ手てな理り屈くつだ。そう思いつつも口に出さず、祐貴が社しや交こう辞じ令れい的てきに尋たずねる。

「どんな犬を飼っている、んですか」

「あ？　犬じゃねえよ、フグ」

　祐貴の質問に答えながら、木曽川が帽ぼう子しの上から頭を掻かく。

「しっかし、青いスーツの……なんか、前に聞いた覚えがあるような……どこ、誰だれだっけ」

　なにか思い出せないかと首を捻ひねる木曽川を、祐貴は黙だまって見つめるほかなかった。

　そうして足を止めて、周しゆう囲いの目を気にして祐貴がおどおどしながら頭を振る。そこでタカシマヤの一階から出てきた男女を見て、祐ゆう貴きの右足が飛び上がる。女の方に覚えはなくとも、男の方には恐きよう怖ふを抱いだかざるを得えない。昨日きのう、祐貴を馬乗りで殴おう打だした男だった。

　幸さいわい、女に夢む中ちゆうなのか身み振ぶり手振りを交まじえて陽よう気きで、後方の祐貴には気づかなかったらしい。先さき程ほどの青年と同じく銀ぎん時ど計けいの方へと歩いていった。視し線せんを感じて振り向かれても困こまるので早々に顔を逸そらすと、今度は祐貴の心しん臓ぞうがすり潰つぶされたように液えき体たいを吐はき尽つくす事じ態たいを引き起こす。

　それだけのものを、見てしまったのだ。

　焼けるような熱さに胸むねが浸ひたされながら、その景色けしきに圧あつ倒とうされる。

　小こ泉いずみ明あ日す香かが、駅えきの改かい札さつを通つう過かするところだった。
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　黒くろ田だが案内したのは駅から遠くない喫きつ茶さ店てんだった。コンビニの前を通り、横おう断だん歩ほ道どうを一つ越こえてマンション寄りの立りつ地ちにある店だ。青い三角屋根で西せい洋よう風ふうの外がい観かんだが、表おもての壁かべは年ねん季きによって少し色あせている。外に用意された黒こく板ばんを覗のぞいたが、内容は本日のランチの紹しよう介かいだった。

　店内は既すでに何組かの客で賑にぎわっていた。レジで待たい機きしていた店てん員いんに、奥のピアノからは離はなれた、窓まど際ぎわの席せきに案内される。窓はレースのついた白いカーテンで装そう飾しよくされて、外からの湿しめった風に弱々しく揺ゆらされていた。黒田が窓の側そばの席に着く。緑みどり川かわはここまで無む言ごんだった。

「よく来るの？」

「行きつけの店ってやつかな」

　ははは、と黒田が爽さわやかに笑う。

　本当は一度しか入ったことがなかった。

「そう」と短く応こたえた緑川がメニュー表に目をやる。黒田はそんな緑川を正面から観かん察さつする。

　目もとや鼻の立ち方、頬ほおの輪りん郭かくのどれもがほっそりと整ととのっている。化け粧しよう気けはほとんどどころかまったくない。陶とう芸げいの作業で汗あせをかき、流れてしまうからだろうか。唇くちびるがかさついて荒あれていることと服ふく装そうのせいか、少し野や暮ぼったい雰ふん囲い気きは拭ぬぐえない。そこも踏ふまえて際きわだった美女ではなく、ましてや美少女でもないが落ち着きのある顔立ちで、黒くろ田だとしては向きあっていても安心できる印いん象しようだった。最初は冗じよう談だん半分で誘さそってみたのだが、本気でもいいなと思い直す。

　そもそも、誘ってお茶飲んでどうするという疑ぎ問もんは黒田に湧わいてこなかった。

　そうして黒田が不ぶ躾しつけに眺ながめていると、緑みどり川かわが急に顔を上げて驚おどろく。おっとぉ、と降こう参さんのようなポーズを取りながら笑って、無ぶ遠えん慮りよに見つめていたのをごまかそうと試こころみた。

　一方の緑川は涼すずやかな態たい度どを崩くずさず、淡たん々たんとした調ちよう子しで口を開く。

「おすすめは？」

「えっ？」

「よく来るならあるでしょ、そういうの」

　メニュー表を指で叩たたきながら緑川が問とう。そりゃそうだと納なつ得とくしながらも黒田としては大いに困こまる質しつ問もんだった。よく来るならなどという前ぜん提ていがあり得ない。

「そうだねぇ……でもあなたの好このみが分からないからなんとも勧すすめづらいな」

「美お味いしければなんでもいい」

「あらそう……んー、そういうのってこう、絞しぼりづらいっていうかさぁ……」

　返事に詰つまる黒田をメニュー表越ごしに見て、緑川が目を細める。

「ねぇ、注ちゆう文もんするときにいつものって頼たのんでみて」

「えっ」

「常じよう連れんなんでしょ？」

　じぃっと、緑川の疑うたがいの目が黒田に注そそがれる。今までの冷れい淡たんな表情が崩くずれて、わずかに幼おさない調ちよう子しが見え隠かくれする。噓うそをついたかいがあったかも、と二秒考えたがないなと一いつ瞬しゆんで否ひ定ていする。

「いやぁうん、もちろん、それで通っちゃうけど。店てん員いんがなー、いつもの人じゃないから、どうかな……まぁものは試ためしって言うからね、すいませーん注文いいすか」

　明らかに口数が増えて動どう揺ようしている自分をどこか面おも白しろがっていることを自じ覚かくしながら、黒田が店員を呼ぶ。くだらないことではあるが緊きん張ちようのせいか、声が掠かすれそうになった。

「えー、こっちはオレンジジュースで……俺おれは、あー、そのー、いつもので」

　黒田が努つとめて明るく注文する。ただし目は泳およいで逃げ惑まどっていた。

　店員は澄すました表情で「ありがとうございます」と注文を取る。聞き返すこともない。あら、と黒田が拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。一いつ拍ぱくおいて緑川に、『どうだ』とばかりに得とく意いげな顔を見せる。

　緑川は納得しかねるように、疑いの目を崩くずさなかった。

「オレンジジュース？」

「ここのは絶品だよ」

　まったく懲こりないで噓を重ねる黒田は、難むずかしい局きよく面めんを乗りきったと満まん足ぞく感かんすらあった。

　注ちゆう文もんが済すむと店内を見回す余よ裕ゆうもできた。誘さそったときはうろ覚えだったが、店の奥にちゃんとピアノが用意されていてホッとする。弾ひき手はまだ訪おとずれていないのか、椅い子すが空あいていた。

「ピアノとか習ったことある？」

「触さわったこともないし、ドレミはドレミしか分からない」

「ドレミの次はファだよ」

「そう」
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　黒くろ田だの受け答えを軽く流す。その素そっ気けなさに、黒田がつい苦く笑しようしてしまう。

　口もとを緩ゆるめながら他の席せきに目をやる。左斜ななめのテーブルにも客きやくがいて黒田たちと同どう様ように男女で席に着いているのだが、女性の方は薄うすい金きん髪ぱつで、長い髪かみをかんざしで纏まとめている。端たん麗れいな容よう姿しもあってついそちらに注目してしまうが、その向かい側に座すわる青年もよく観かん察さつすると人目を引くものがあった。一いつ見けんすると女にも見える容よう姿しと線の細さで、「いや今回はマジでぼく関係ないッスよ」などと青年が手を横に振って、その声で青年の性せい別べつがはっきりと分かるほどだった。そうした仕し草ぐさや顔つきにも独どく特とくの陰かげがつきまとう。

　後は先に来ていた客として、ピアノの側の席で女性と子供の組み合わせがいる。親子というほどの年ねん齢れい差さには見えない。かといって姉妹しまいにも見えなかった。見た目の派は手でな女性がなにか身み振ぶりや口を開く度たびに、子供の方がすげーすげーと無む邪じや気きにはしゃいでいる。

「子供はいいねぇ」

「なにが？」

　緑みどり川かわが同じく、その子供を一いち瞥べつしながら黒くろ田だに聞く。

　言ってみただけなので、聞かれても困こまるのだった。

「あんな風ふうに素す直なおに生きられれば、楽しいかなぁと思ってね」

「そう」

「でも素直に生きたら上じよう司しと喧けん嘩かしてすぐ終わりだったかもな」

　黒田が事じ務む所しよに属ぞくしていた頃ころを振り返って、すぐに前ぜん言げんを撤てつ回かいする。緑川もそのあたりで、黒田の発言がその場の勢いきおいに任まかせたいい加か減げんなものであることに気づく。呆あきれるばかりではあるが一方で、考えもなくぺらぺらとまくし立てる口があることには羨うらやむ気持ちもあった。

　そんな緑川の心情など理り解かいしていない黒田が、足の上下を組み替える。

「あなたは陶とう芸げいの先生なんだよな」

「陶芸はやっている。でも先生じゃない」

「陶芸教室を開いているじゃないか」

「頼たのまれたからやっているだけ。……あぁ。あと生活のため」

　緑川が正直に付け足たす。そりゃそうだ、と黒田が当たり前のことながら自分との共きよう通つう点てんを見つけて些さ細さいながら喜よろこぶ。黒田も生活のために人を殺している。それ以外の理由で殺すやつは殺し屋じゃなくて人殺しだ。大たい差さはなく、しかしそこに黒田のこだわりがある。

「そっちは？」

「ん？」

「仕し事ごと。会かい社しや員いん？」

「あぁ、元もとね。今は自じ営えい業ぎよう」

　黒田が少し誇ほこらしげに言う。しかし緑川はそこに食いつくことはない。

「自営業、でなんの仕事？」

「えーっと、清せい掃そう会社……かな。害がい虫ちゆう駆く除じよみたいなものかな」

　誰だれかにとって都つ合ごうの悪い人間を始し末まつするのだから、これも立りつ派ぱな駆除だろう。

「そう」と緑川が流しかけたが、途と中ちゆうで目の動きが止まり、逸それかけた瞳ひとみが黒田に戻る。

「害虫って、蜂はち退治も入る？」

「え？　あー、うん。入るんじゃない？」

　黒田の返事が曖あい昧まいなものであったことに眉まゆをひそめるものの、緑川が「それなら」と続ける。

「また庭に住み着いたときは頼たのむかも」

「おぅ任まかせて。名めい刺しを後で渡しておくから、よろしく」

　参まいったなぁ、というのが黒田の本ほん音ねだ。人間一人より蜂三十匹と格かく闘とうする方がよっぽど恐きよう怖ふだった。リップサービスだと思いたいがこの緑川という女性の人ひと柄がらを考えると、冗じよう談だんは滅めつ多たに言いそうもない。黒田は不安半分、楽しみ半分の気持ちで身み構がまえて。

　そこで、なにやっているんだろうと我わが身みを振り返る。

　楽しく喫きつ茶さ店てんでお茶を飲んでいる場合ではない。この女を始し末まつしなければいけないのだ。とはいえ今、とてもそんな気分ではなかった。まだいいかと黒くろ田だが暢のん気きに徹てつする。

　仕し事ごとの内容が本当は人殺しで、今はお前を殺す予定なんだと教えたらどんな顔をするだろう。

　目の前の淡たん々たんとした女なら案あん外がい、『そう』で流してしまうかもしれない。

　それはなんとも、想そう像ぞうするだけで黒田の頬ほおをほころばせそうになる反はん応のうだった。

　話に区く切ぎりがついたところで丁ちよう度ど、「お待またせしました」と店てん員いんが注ちゆう文もんを運んでくる。

「お」と黒田が嬉き々きとしながら顔を上げる。

「蟹かにクリームコロッケのセットになります」

「………………………………………」

　ことりと、皿さらが置かれる。続いてライスとサラダも置いていった。

「………………………………………」

　オレンジジュースのコップを持ったまま、緑みどり川かわも口をつぐむ。こちらは絶ぜつ句くしている黒田と異ことなり、『それ見ろ』という抗こう議ぎを含ふくんだものだった。黒田が箸はしでコロッケを突ついて転がす。

　箸の先にくっついた衣ころもを見つめて、黒田の目が落ち着きを取り戻す。

　緑川の冷たい視し線せんに対しても、開き直るぐらいの度ど胸きようが復ふつ帰きした。

「とまぁ、これが面おも白しろ話ばなし第二弾だんというわけである」

　手て品じなでも見せつけるように手を開く。それからコロッケを一口囓かじった。

「んまーい。これ、冷れい凍とう食品を温めたやつだぁ」

　近所のとんかつ屋で出てくるのと同じ味だと確かく信しんしながら、黒田が窮きゆう地ちを笑い飛ばす。

　そうした黒田の図ず太ぶとさに、言こと葉ばなく眺ながめていた緑川がほんのりと相そう好ごうを崩くずす。いい加か減げんで軽けい薄はくな人ひと柄がらも、そこまで突つき抜ければ堂どう々どうとしたものに感じられたらしい。

　そして、また少しの意い地じ悪わるを見せる。

「第三弾は？」

「えぇ、もう次？」

　黒田が本気で泣きっ面つらを見せると、緑川が楽しげにオレンジジュースを吸う。

　その温おん和わな顔つきに黒田がしばし見とれる。散さん漫まんに陥おちいりそうな意い識しきを、こめかみに握にぎり拳こぶしを押しつけることで押さえつけてから先さき程ほどまでの態たい度どを再さい現げんしようと、ゆっくり、慎しん重ちようになる。

「ジュースの味はどう？」

「普ふ通つう。甘あまい」

「それなら最高じゃないか」

　などと会話している最さい中ちゆう、店の奥から、明らかに従じゆう業ぎよう員いんと異ことなる服ふく装そうの女が出てきた。

　やってきた藤ふじ色いろの浴衣ゆかたの女が、ピアノの表面を撫なでる。

　濡ぬれたように黒い髪かみがピアノにかかると、お互たがいに溶とけ合うようだった。
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「派は手でなやつだな」

　椅い子すの背せもたれに肘ひじを突つきながら、二に条じようオワリがピアニストの格かつ好こうを評ひようする。女性の浴衣ゆかたの上には蝶ちようが何なん羽わも羽はばたき、袖そでが動く度たびにその羽はねと共ともに鱗りん粉ぷんでも舞まい散ちりそうだった。

「まったくですね」

　美み鈴すずが注ちゆう文もんしたチーズケーキを一口サイズに切り分けながら同意する。二条オワリの言い分ならたとえ『お前の母ちゃんでべそ』でも同どう調ちようするような勢いきおいだった。

　ピアノからほど近い席せきで、その上声をひそめてもいないので二条オワリの感想はピアニストに届とどいたらしい。顔を上げたピアニストが二条オワリを見つめ返して、にやりと唇くちびるを曲げる。

　影かげを化け粧しようのように纏まとっていた印いん象しようのある顔が急に意い地じ悪わるいものに変わり、二条オワリが若じやつ干かん面めん食くらう。ピアニストはそのまま笑い続けながら演えん奏そうの準じゆん備びを進めて、椅子に座すわる。

　そこで鍵けん盤ばんに指を載のせながら、離はなれた席に座っていた青年を一いち瞥べつして、また独どく特とくの笑えみを浮かべる。笑っているにもかかわらず、最初から存そん在ざいする影に新たな暗いものを継つぎ足たしたような雰ふん囲い気きだった。青年の方は『はよやれ』とばかりに手の甲こうを向けて縦たてに振った。

　それを受けたように、ピアニストが演奏を開始する。

　鍵盤を押す度、ピアノがその歌声を披ひ露ろうするように整ととのった音を周しゆう辺へんに散さん布ぷする。その音をピアニストが糸で繋つなぐように重ねることで、音ね色いろへと変化させていく。そうして生まれた音楽を先頭で受け取った二条オワリが、横おう着ちやくな姿し勢せいを無む意い識しきに改あらためる。

　背もたれにかけていた腕うでを下ろし、組んでいた足を戻した。

「トルコ行こう進しん曲きよくか」

　二条オワリが呟つぶやく。名前を聞いてもピンと来なかったが、「そうですね」と美鈴が続く。ついでにチーズケーキを食べ尽つくした。そうなると見るものもなかったので、美鈴がピアニストの演奏を注ちゆう視しする。曲きよく自じ体たいが忙せわしいこともあってか、ピアニストも生き急いでいる。

　鍵盤の上を忙しなく動き回る指先はその手も蝶の一部として羽ばたくようだった。美鈴の目にはそれが、木の幹みきに引っかかって羽をばたつかせてもがく蝶に見えたのだ。クラシック音楽に興きよう味みのない美鈴には、その手つきが僅わずかばかりに面おも白しろいだけで他に評ひよう価かするものがなかった。

　しかし二条オワリは職しよく業ぎよう柄がらか、感じ入るものがあったように真しん剣けんに耳を傾かたむけている。美鈴もそれは感じ取っているので、声をかけることなく二条オワリを見つめて演奏が終わるのを待まった。こういう空気になんとなくそれっぽい顔をして座っているのが大人なんだろうなと、美鈴が他の席の反はん応のうも眺ながめてそういうものだと悟さとった。

　一いつ曲きよく弾ひき終えて、ピアニストが肩を下ろす。音楽が止み、客も含ふくめて空気が弛し緩かんする。音楽に傾けい倒とうし、張はり詰つめたままなのはたった一人だった。その二に条じようオワリは、ピアニストの指先を見つめて、にぃっと白い歯を見せつける。

「気に入った」

　端たん的てきに演えん奏そうへの評ひよう価かを表あらわし、二条オワリが席せきを立つ。美み鈴すずが首を傾かしげていると、二条オワリがピアノの側そばに立った。その影かげに気づいて顔を上げたピアニストに、二条オワリが言う。

「ねぇあんた、一いつ緒しよに音楽やらない？」

　いきなり勧かん誘ゆうされたピアニストがきょとんとしている。その後ろで美鈴が驚おどろき、他の客も何事かと状じよう況きようを見守っている。二条オワリだけが上じよう機き嫌げんとなって笑っていた。

　ピアニストもすぐに順じゆん応のうしたように、挑ちよう発はつ的てきな笑えみを頬ほおに描えがく。二人の間に独どく特とくの空気が生まれて、美鈴としてはよく分からないが二条オワリがせっかく誘さそっているのである。もし断るなら後で追いかけて殺してやろうと、リュックの表面を撫なでる。

「あらあら、私の演奏は虹にじでも出していたのかしら？」

　美鈴はピアニストの声をそこで初めて聞くことになる。声も含めて芝しば居いがかった口く調ちようだった。

「あんた一人じゃあだめさ。虹は七色だろ、あんた一人じゃあせいぜい紫むらさき一いつ色しよく」

　浴衣ゆかたの色のイメージから、ピアニストを紫に例える。「安あん直ちよくな」と、察したピアニストが暗く微ほほ笑えむ。一人一色なら足たしても二色だと美鈴は思ったが、二条オワリの発言なので口答えは一いつ切さい挟はさまない。むしろ一人で六色ぐらいの価か値ちはあるな、と肯こう定ていするに至いたる。

「ワタクシとやろうというのなら、そちらも実力を見せて頂いただかないと」

　ワタクシなどと自じ称しようする気取った女に、美鈴の瞳ひとみが硬こう質しつなものとなる。

　嫌きらいな人間だ、とそれだけで判はん断だんする。なにより、格かつ好こうが姫ひめ路じ灯あかりに似にていた。

　低てい評ひよう価かを下す美鈴と正反対に、二条オワリは更さらに気に入ったらしく腕うでまくりをする。

「ご要よう望ぼう通どおり見せてあげようじゃないの。表おもてに出な」

　そこだけ聞けば喧けん嘩かを売っているような誘さそい方だった。ピアニストが鍵けん盤ばんを指で押して、低い音を鳴らす。

「残念ですけど、ここで一時間ほど演奏するのがお仕し事ごとですので」

「あー？　あー、仕事ならしょうがない。よし、一時間だな、一時間待まっているから駅えき前まえの噴ふん水すい広場のあたりに来い。こんなところで歌っちゃあ追い出されるから、駅前だ。なにしろアタシは、声がデカいからな」

　半なかば一方的に、まくし立てるように約やく束そくを取り付ける。テーブルに戻ってきた二条オワリがレシートを奪うばうように取り、「行くぞ」と美鈴を促うながす。美鈴が「はい！」と聞き分けよく、元気に跳はねて席から立った。

　振り向きざま、二条オワリが怒ど鳴なるように念ねんを押す。

「いいか、仕事終わったら来いよ！　絶対だぞ！」

　指で耳みみ栓せんをしながら、『確たしかにデカイ』とピアニストが小こ声ごえで呟つぶやいた。

　会計ついでに迷まい子ご犬いぬ捜さがしのチラシを貼はる件けんは忘れず、それを終えてから二に条じようオワリが勢いきおいよく歩ほ道どうに飛び出す。美み鈴すずも当然、その後に続いた。二条オワリの歌が聴きけるとあって、美鈴がついていかない理由はない。二条オワリが美鈴に振り向き、皮ひ肉にくげに肩かたを揺ゆらす。

「最初から聞いてくれるやつがくっつくとは。アタシも偉えらくなったねぇ」

　デビュー前、路上で歌い続けていた時代を思い返したのか二条オワリの顔に自じ嘲ちようが混じる。

　それを美鈴というファンに見せないよう気を遣つかい、すぐに前を向いた。

「さぁてと。外で歌うなんて、何年ぶりかね」

　二条オワリの目が懐なつかしいものを追い求めるように細められる。

　瞼まぶたに覆おおわれそうな瞳ひとみには眩まぶしさと、苦にがさが同どう居きよしていた。
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　まるで保ほ護ご者しや参さん観かんだよ、とカナがぼやく。昼ひる過すぎにギャッピーが姿すがたを見せたからだ。

「ちゃんと働はたらいてる？」

「なんと失礼な。ねぇ」

　カナが同どう僚りようの売り子に同意を求める。対する同僚の答えは「ん、まぁ」と歯は切ぎれ悪いものだった。思ったより低てい評ひよう価かなため、カナが立場を失う。最後は笑ってごまかした。

「にっこり」

「逃げてないだけマシとするわ」

「……にっこり」

　二度目は口だけで笑っていなかった。

「なにしに来たの？」

「昼休みだから見に来ただけ。あんた、休みはあるの？」

「あるの？」

　カナが売うり子に振り向く。その子供じみた仕し草ぐさと言い回しがはまっているせいか、売り子が噴ふき出しそうになった。なんとなく、色々と許ゆるされる緩ゆるい雰ふん囲い気きを醸かもす。

「昼ご飯はん食べてきていいよ。でも食べたらすぐ戻ってくるように」

「だってさ」

「あ、そ。じゃあ行くわよ」

　行こうかではなく行くわよという言い方に、カナが笑う。

　強きよう制せいなのがなんとも、お互たがいにらしい。

　カウンターから離はなれてなにも考えずに歩き出すと、「こっちの方がエスカレーター近いから」と首くび根ねっこを掴つかまれる。そこでカナは聞かれて適てき当とうに教えた方向が間ま違ちがっていたことを悟さとる。

　今度顔を合わせたときに怒おこられないだろうかと心配がよぎるものの、どうしようもないのですぐに諦あきらめた。これが三分も経たてば諦めるどころか完全に忘れてしまうだろう。

　菓か子し売り場から離れて、カナがぶつぶつと自じ己こ弁べん護ごめいた独ひとり言ごとを漏もらす。

「いてもあんまり役に立たないしと言われた気がしたのは被ひ害がい妄もう想そうであり、すごーく気のせいであり、カナちゃん特有の謙けん虚きよさであると思う」

「そういうことにしておいた方がよさそうね」

　通りかかった総そう菜ざい売り場で、カナが弁べん当とうを購こう入にゆうする。極きよく力りよく並んでいない、通路の外側に面した店で手早く選んだ。お昼ご飯から連れん想そうして、マンションの犬いぬがちゃんとご飯を食べているかと意い識しきする。確かく認にんに行きたかったがギャッピーに止められることは必ひつ定じようなので、遠くから心しん配ぱいするだけに留めた。同時にあの犬なら、困こまったら電話でピザぐらい注ちゆう文もんしそうだぞとも思った。

　ギャッピーという飼かい主ぬしに散さん歩ぽさせられて、カナが地上に出る。そのまま銀ぎん時ど計けいのある太たい閤こう通どおりから外へと出て、右手側に広がる噴ふん水すい広場で腰こしを下ろした。屋おく外がいで食事を取ることなど大学を留りゆう年ねんしてから数えるほどしかないカナは落ち着かず、小動物のような忙せわしなさで頭を振って周しゆう辺へんを見回す。途と中ちゆうで太陽が目に入り目の奥に鈍にぶい痛いたみがあふれる。顔を覆おおうように手で押さえていると、そこで知り合いの顔を見つけることとなった。

「あ、朝の人だ」

　噴水の反対側で腰かけて犬の面めん倒どうを見ている、新しん城じよう雅まさ貴きを発見する。カナが指差したのを目で追うギャッピーも、「ほんとね」と頷うなずく。噴水の側に腰かけている新城は自然と気き品ひんに満ちて、髪かみの色も相あいまってか童どう話わの妖よう精せいのようだった。ハープとか似に合あいそうだ、とカナが想そう像ぞうする。しかしその足あし元もとにいるのはファンタジーと無む縁えんのこげ茶色の犬だった。

　新城も視し線せんに反はん応のうしてか顔を上げて、カナに気づく。犬を抱だいてカナたちの前へやってくる。犬は朝の初しよ対たい面めんと異ことなり新城に慣なれたようで、牙きばを剥むくこともなく従じゆう順じゆんとなっていた。気が立っていたのは単たんに空くう腹ふくだったからかもしれない。

「元気になったなー。見み違ちがえた」

　カナが細い犬の復ふく調ちようを喜よろこぶ。言こと葉ばはさておいて気持ちは伝つたわったのか、細い犬が首を伸ばしてカナに向けて鳴く。その様よう子すをギャッピーが「犬いぬ二に匹ひき」と小こ声ごえで評ひようとする。

「そっちも朝とは随ずい分ぶん見み違ちがえた」

　カナの格かつ好こうを指して新しん城じようが破は顔がんする。売うり子の制せい服ふくを摘つまんだカナが、じーっと、自分を見る。服の端はしを摘んでみるが、見違えたはずの自分を見ることは叶かなわなかった。新城がそんなカナに爽さわやかな笑えみを与えた後、犬と共ともに元もとの場所へ戻っていった。早めに戻らないと他の人に場所を取られてしまうからだろう。カナも引き止めずに、弁べん当とうの蓋ふたを開いた。

　噴ふん水すい広場には新城以外にも先せん客きやくとして何人か腰こしかけて、待まち合わせの場所として賑にぎわっていた。カナの座すわった隣となりにももっさり頭の野や暮ぼったい女子高生が一人、携けい帯たい電話を弄いじっている。

　カナが座ると顔を上げて一いち瞥べつしてきたが、すぐにまた俯うつむいて電話に没ぼつ頭とうしていった。カナは女子高生のマリモめいた頭に指を突つき入れてみたい衝しよう動どうに駆かられるが我が慢まんした。

「きゃー、ギャッピーお弁当のおかず交こう換かんしよー」

「やだ。私の手作り、あんたの既き製せい品ひん」

　ギャッピーがにべもなく断ことわる。「ひどーい」と言いつつもカナが食べ始める。カナが買ったのは豆とう腐ふ料りよう理り専せん門もんの店の弁当で、豆とう乳にゆうコロッケをメインに添そえた野や菜さい中心の内容となっていた。カナがまずコロッケの脇わきの刻きざみキャベツをもりもりと食べる。先に嫌きらいなものを食べて、最後に好すきなものを食べる性せい格かくだった。一方のギャッピーは、均きん等とうに食べ進める癖くせがある。

　それを見て、カナは『性格出るよなぁ』と常つね々づね思うのだ。

「およ？」

　新城雅まさ貴きが犬を抱かかえたまま、血けつ相そうを変えて広場を離はなれていく。犬と自じ身しんの毛けが跳はね上がるほどの勢いでタクシー乗り場を走り抜けて、大通りの方へと駆かけていった。

　その様よう子すをカナが箸はしを休めて、一いち部ぶ始し終じゆう見み届とどける。

「なにかあったのかな？」

「さぁね。それよりちゃちゃっと食べなさい」

「むぅ……ギャッピー、あたしはきみの子供じゃない」

　カナがあまりの子供扱あつかいに抗こう議ぎする。それに対するギャッピーの顔は冷ひややかなものだ。

「私もあんたみたいな子供は欲ほしくない」

「まったくだ！」

　うむうむとカナが頷うなずく。そして言われたとおりに早く食べ始める。カナのそうした掴つかめなさに、ギャッピーが『仕し方かたないやつ』という目線をこめて苦く笑しようする。それからキャベツを口に詰つめすぎてほっぺをぱんぱんに膨ふくらませた二十四歳さいに、『大だい丈じよう夫ぶかこいつ』と愕がく然ぜんとした。

　そのままギャッピーがカナを見つめる。頭に研けん修しゆう中ちゆうと飾かざって自じ己こ主しゆ張ちようする友人は、なんとも頼たよりない。指や肩かたが華きや奢しやで、成人しているようには到とう底てい見えない。精神も多た分ぶんに幼おさなさを宿やどして、だから放っておけない危あやうさを感じていた。

　カナの頬ほおの膨らみが萎しぼむのを待ってから、ギャッピーが口を開く。

「ねぇ、カナ」

「む？」

　キャベツの端はしが口からはみ出したカナが箸はしを止める。

　ギャッピーに名前を呼ばれるのは珍めずらしい気もした。

　そして、ギャッピーが友人に疑ぎ問もんを投げかける。

「あんたの部へ屋やにある銃じゆう、本当にオモチャなの？」

　ちゅるちゅると、キャベツの端がカナの口に逃げ込む。

　カナは『そうだよ』と言い切ることもできず、細かくキャベツを噛かむほかない。なにしろカナ自じ身しんにも判はん別べつなどできていない。答えようがなかった。

　そして二人は気づかなかったが、カナの隣となりに座すわる女子高生が誰だれよりも過か敏びんに反はん応のうしていた。

「あんた知ってる？　昨日きのう、発はつ砲ぽう事じ件けんがあって人が死んだの」

「知ってるけど」

　答えてから、カナがハッと目を開く。

「さてはギャッピー、あたしを犯はん人にんと」

「疑うたがっていたらまず警けい察さつに連れて行っている。大だい体たい、あんたが撃うったらその場にごてんと転がってすぐに捕つかまっているだろうし」

　容よう赦しやのない言い分だったが、その情じよう景けいを想そう像ぞうするのはカナにも容た易やすかった。

「起こしてくれー」

「再さい現げんしなくていいから。……あんた、あれ買ったっていうのも噓うそでしょ」

　ギャッピーが釣つりあがった目でカナを詰きつ問もんする。『エビフライ大だい王おうになる』とカナが宣せん言げんしたときよりはまだ優やさしい顔つきだったが、逃げ場がない。カナが諦あきらめて白はく状じようする。

「ほんとは拾ひろいました」

「そんなところだと思った。犬いぬは拾う、銃も拾う、ほんと犬みたい」

「わんわん、がふ、がふ」

　犬の形けい態たい模も写しやを始めたカナがどさくさにまぎれてギャッピーの弁べん当とうを狙ねらう。しかし鼻先へのでこぴん一発で返り討うちに遭あい、話が脱だつ線せんすることも防がれた。

「どうするの、あれ」

「ゴミの日に捨てちゃおうかなーと」

　カナの考えにギャッピーは最初難なん色しよくを示しめすも、幾いくばくかの逡しゆん巡じゆんを経へて「それがいいか」と納なつ得とくした。下へ手たにカナに警察へ持っていかせても、説明不足で混こん乱らんを招まねくばかりだと判断したらしい。

「いい？　これからは路上になにか落ちていても拾わないこと」

「うん」

「うんじゃなくてわん」

「わん……ん？」

「お手」

「わんわん」

　ギャッピーの悪わるノリにカナがどこまでもついていく。差し出した手に嬉き々きとして手を載のせてくるカナに、ギャッピーが自分でやらせておきながら深々とため息いきを吐ついた。そうしてカナたちが遊んでいる間に、隣となりに座すわっていたマリモ頭の女子高生がひっそりと離はなれていく。

　入れ替わるように、噴ふん水すい広場にまた、止まり木を求める鳥のように新たな人がやってくる。派は手でな髪かみと唇くちびるを持つ女性と小学生らしき女の子が広場の中ちゆう央おうに立つ。女性の方は柔じゆう軟なん体たい操そうのように上じよう半はん身しんを動かして、今にもなにか始めそうな雰ふん囲い気きがある。とはいえ、カナにはもっと注ちゆう目もくする問題があった。

　やはり仕し事ごとが終わったらゴミの日を待またず、すぐにでも拳けん銃じゆうを捨すてに行こうと決める。

　これ以上、自分の日にち常じようを崩くずすわけにはいかないと。ギャッピーの手に触ふれながら感じた。






[image: 花咲太郎]

　駅えき前まえから引き返した太た郎ろうは、自然公園のベンチに腰こしかけて昼食を取っていた。曇くもり空に加くわえて大たい木ぼくの下に設置されていることもあって、外でも暑さはしのげている。昼食の内容は駅から図書館まで移い動どうする途と中ちゆうに見つけた弁べん当とう屋やの、のり弁だった。朝食が昨日きのう買ったケーキの余あまりで、結局残った部分をすべて太郎が食べる羽は目めになったのであまり食しよく欲よくはなかった。

　もそもそと付け合わせのポテトサラダを咀そ嚼しやくしながら、雨はまだ降りそうにないなと天候を確かめる。大たい抵てい、雨が降ると困こまる。待ち人がいつ姿すがたを見せるか分からない以上、屋内で雨あま宿やどりもしていられない。更さらに雨宿りをせず一カ所に留まっていれば不ふ審しんにも見られるというものだ。

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きが駅からやってくる様よう子すはない。家出人と接せつ触しよくしてきた経けい験けん上じよう、今日の晩ばんには来るのではないかというのが太郎の予想だ。とはいえ取っ組み合いになるのは、実のところ気乗りしない。なにしろ相あい手ては拳銃を所持している。撃うたれるのはごめんだった。

　そういえば木き曽そ川がわが昼飯食べようだの言っていたな、と太郎が思い出す。しかし約やく束そくしたわけでもないし、あの男は本気で誘さそうなら二度、三度と催さい促そくしてくる。それがないということはあちらも用事ができたのだろう、と解かい釈しやくして気に留めないことにした。いつものことだった。

　しかし木き曽そ川がわの仕し事ごとを考えれば、用事というものは大半が血ち生なま臭ぐさい。一方的な連絡が途と絶だえるときは今回こそ死んでしまったか、と思うのだがそうした想そう像ぞうはいつだって唐とう突とつに裏うら切ぎられる。それは水すい槽そうで泳およぐフグの画が像ぞうだったり、ワインレッドの調ちよう理り器き具ぐの広こう告こくだったり。意い図との掴つかめない画像をメールに送そう付ふして送りつけて健けん在ざいをアピールしてくる度たび、太た郎ろうはなんとも複ふく雑ざつな顔となる。そうしたことが何度かあって、決して褒ほめられたことではないだろうが、木曽川が優ゆう秀しゆうな殺し屋であるというのは認にん識しきするようになった。

「……なんで僕ぼくはそんなやつと親しん交こうがあるんだ？」

　今いま更さらながら、大きな疑ぎ問もんだった。その疑問に答えはないが、応こたえはあった。

　シャベルが目の前を一いつ閃せんするように通つう過かする。

　……シャベル？

　唐とう突とつなそれの登場に、太郎が箸はしを中ちゆう途と半はん端ぱに止めて固かたまる。

　太郎が目だけを動かしてその行き先を追うと、行き着く先に老ろう人じんがいた。

　背中に大きなリュックサックを、そして肩かたにシャベルを担かついだ初しよ老ろうの男だ。肌はだは地じなのか日焼けなのか浅あさ黒ぐろい。インディゴのターバンを巻いて、薄うす緑みどりのゆったりとした服を着ている。その上から大量の紐ひも付つきの外がい套とうを羽は織おって、砂さ漠ばくの民たみを連想する。もしくは冒ぼう険けん家かか。が、太郎たちの頭上には大きな木がある。そして周しゆう辺へんも自然公園と呼ばれるに相応ふさわしく、大小の植物で彩いろどられている。つまりこの老人、場ば違ちがいだった。

　暑くないですか、と聞く前に額ひたいが汗あせまみれなところから蒸むし加か減げんを察する。

　その面めん識しきなき老人が、太郎に話しかけてくる。

「きみからは匂においがするね」

「はい？」

「隣となり、いいかね」

　一応確かく認にんは取ってきたが、返事を待またずに座すわってきた。なんだなんだと太郎が混こん乱らんしている間にも老人は背せ負おっていたリュックサックを横に置き、一ひと息いき吐つく。年ねん齢れいは随ずい分ぶんと重ねているようだが挙きよ動どうや背せ筋すじに弱々しさは感じられない。日焼けの影えい響きようか肌の染しみやらも目立たず、実じつ年ねん齢れいより十は若く見えていそうだ。そうした老人が額の汗を拭ぬぐった後、シャベルを杖つえ代がわりとするように地面に突つき立てて、太郎の顔を覗のぞき込む。

「きみは珍めずらしい職しよく業ぎように就ついている、と見た」

「え？　えぇ、まぁ。そうかもしれませんね」

「長年生きているとオーラのようなものが見えてね、分かるんだよ」

　ふふふ、と老人が得とく意いげな顔つきとなる。

　あんた匂いって言ったじゃん。太郎が発言の統とう一いつ感かんのなさに呆あきれる。

　なんなんだ、この爺じいさん。

「七色のオーラで判はん別べつするのだよ。ちなみに君は緑みどり色いろだ」

　老ろう人じんが指差しながら教えてくる。まさか帽ぼう子しの色で決めてないだろうな、と太た郎ろうが訝いぶかしむ。

「職しよく業ぎようって七種類しかないんスか……」

　太郎が半笑いで口にした皮ひ肉にくを軽々と無む視しして、老人が顔を近づける。

「私も一いつ緒しよだ」

「はぁ」

　老人が顎あごを撫なでながら、ニッと、不ふ相そう応おうに若々しい笑えみを浮かべる。

　たったひとつの宝たから物ものを自じ慢まんするかのように。

「トレジャーハンターだよ」

「……はぁ」

　小しよう説せつや映えい画がでしか目にかかることのない職業を堂々と名乗る老人に、太郎が曖あい昧まいに反はん応のうする。失礼ながら老人特有の『アレ』かなとも思った。老人は太郎の返事に構かまわず、嬉き々きと語る。

「人呼んでトレジャーハンターＧと……」

「待まて噓うそをつけ」

「安心せい。ガムリウスじゃなくてジジイだ、安あん直ちよくだろ」

　老人が豪ごう快かいに笑う。だからなんだと言いたくなる。太郎が虚うつろに笑って目を逸そらした。

　それから老人が急に笑うのを止めて、生き真ま面じ目めな顔つきとなる。

「本当はロゼッタ協きよう会かいから派は遣けんされたのだ」

「じゃあこんなとこいないで地下の遺い跡せきに行ってください」

　段々と老人の性格やノリが把は握あくできてきて、太郎も反論するようになる。老人も相手が順じゆん応のうしてきたことに満まん足ぞくするように、あっさりと話を流して勝かつ手てに次に進めてしまう。

　そうしたマイペースな部分が、太郎に殺し屋の友人を連れん想そうさせる。

「青年、名は？」

　名乗る理由が僕にあるのか？　と思いつつも聞かれて答えない理由もまたなかった。

「花はな咲さき太郎です」

「ほぅ、はなさか。私の方が似に合あいそうな名前じゃないか」

　顔の皺しわを摘つまんで老人がおどける。確かに、と太郎がようやく老人の冗じよう談だんを評ひよう価かする。

　それから、太郎が聞いてもいないのに老人も名乗る。

「私は岩いわ谷やという。下の名前は正せい太た郎ろうだ、つまり実じつ質しつは金かね田だだな」

「岩谷だろ……」

「きみも、穴あな、掘ほらんかね」

　老人、岩谷がシャベルを持ち上げる。シャベルの先せん端たんから土の欠片かけらがこぼれ落ちた。

「唐とう突とつになにを誘さそっているんですか」

「きみは見込みがある。一緒に財ざい宝ほうを探さがさないかね」

「………………………………………」

　変なのに絡からまれたなぁ、というのが太た郎ろうの率そつ直ちよくな感想だった。太郎が危き惧ぐしていたような『アレ』は言げん動どうや振ふる舞まいの堅かたさからないと判断できたものの、本物だとしたら別の意味でタチが悪い。まさか本気で現げん代だい日に本ほんの土地を好すき勝かつ手てに掘ほり返して、宝たからを見つけようというのか。

「なにも生しよう涯がい付き合えというわけじゃない。今回の財ざい宝ほう発はつ掘くつに一枚噛かまないか、という話だよ。なにしろ見ての通り、ただのジジイだ。一人では意い欲よくに身体からだが追いつかん」

　岩いわ谷やが凝こっていると強きよう調ちようするように肩かたを叩たたく。その動きで長なが袖そでが捲めくれて、見えた右みぎ腕うでは穴あな掘ほりの副ふく産さん物ぶつなのか引き締しまっていた。太郎よりも腕が一回り太い。これで追いつかないなら自分はもっと無理だろう、と太郎が思う。

「ところでその卵たまご焼やきくれんか」

「なぜ？」

「あれもだめ、これもだめ。老ろう人じんの願ねがいをことごとく蹴けるとは、ねぇ」

　わざとらしく咳せき込む。身体を揺ゆすると、岩谷から土の匂においが染しみ出す。

　太郎が無む言ごんで箸はしを動かしていたがその途と中ちゆうで折おれて、老人指定の卵焼きを差し出す。素早く回収した岩谷が「いやぁ日に本ほんの未来は明るい」と手のひらを返す。

　人との出会いが運うん命めい（略）であるなら、今回も外はずれくじだ。太郎は心しん底そこ、嘆なげく。

「前は何人か話に乗ってくれる同どう志しもいたのだが、みな私より先に逝いってしまった。私より若いものばかりだったのに」

　岩谷がしんみりとして俯うつむく。そして太郎をちらりと一いち瞥べつする。

　泣き落としかよ、と太郎が呆あきれた。

「同志である時とき本もとくんも半年前に陰いん謀ぼうに巻き込まれて亡なくなった。残念なことだ」

「……陰謀？」

「他た殺さつだったという。犯はん人にんは捕つかまっていないが、同じく秘ひ宝ほうを狙ねらう別の者の仕し業わざだろう」

　老人の話はどこまで本気なのだろう。太郎としては、自分をトレジャーハントに誘さそうあたりから噓うそであってほしい。しかし岩谷老人は再ふたたび、太郎を勧かん誘ゆうする。

「どうだね、財宝探さがし。男のロマンを感じざるを得えまい」

「掘って見つけても、人の土地だったらその人のものでしょう」

「宝を見つける、掘り出すことが目的なのであって、それで金持ちになろうなどとは考えていないよ。私を見なさい、いい歳としだ。金など過か剰じようにあっても使い切れん」

「僕ぼくはロマンよりお金が好すきです」

「任まかせなさい、うまく横流しして小こ金がねぐらいは摘つもうじゃないか。ツテがある」

　岩谷老人の瞳ひとみが夏休みを迎えた子供のように輝かがやく。なんだその目は、と言いたい。まるで賛さん同どう者しやを発見したような反はん応のうに太郎が不ふ満まん顔がおとなる。なし崩くずしに参加させられてはたまらない。

「きみは探し物を見つけるのが得とく意いそうだ。今まで多くの人間を見てきての勘かんだがね」

「ほー」

　老ろう人じん評ひようは当たらずとも遠からずだった。言げん動どうの数々の軽けい薄はくさはさておき、人を見て養やしなわれたものは確たしかなのかもしれない。感心しかけたが、いやいやと太た郎ろうが首を振る。

　太郎も社会人であり、生活がある。ロマンで家や賃ちんが支し払はらえるほど世の中甘あまくない。

「残念ですけど、仕し事ごとがありますから」

「そうかね」

　岩いわ谷やがさほど気落ちする様よう子すはなく受け入れる。シャベルを杖つえとして、遠くを見つめる。

　が、立ち上がらない。

　太郎が黙もく々もくと弁べん当とうを食べている横で、まったく動かない。やっと動いたと思ったらリュックから飲みさしのペットボトルを取り出して喉のどを潤うるおす。太郎は内ない心しん、気になりつつも食べ進めた。

　喉を通りづらい食事を終えて、弁当のゴミを袋ふくろに片づける。お茶が欲ほしいと思ったが生あい憎にく買い忘れていた。隣となりの老人が景けい気きよく一いつ服ぷくしているが、くれとも言えないこの状じよう況きよう。

　食べ終わってから五分ほど経けい過かして、ようやく岩谷老人が口を開いた。

「仕事はどうしたね？」

「これも仕事なんですよ」

「とてもそうには見えないが」

「あーっと仕事の電話だー。ちょっと失礼」

　太郎が脇わきのジュラルミンケースを掴つかみ、白しら々じらしくその場を離はなれる。ベンチから小走りで離れて図と書しよ館かん側がわに向かう。ある程てい度ど距きよ離りを取ってから振り向くと、岩谷老人はまだベンチに腰こしかけていた。ノートを開いて睨にらめっこしている姿を見て、太郎が嘆たん息そくする。こうなると形だけでも本当に電話しておいた方が賢けん明めいのようだった。

　太郎は少し考えて、木き曽そ川がわに、『今日は行かない』とかけておくことにする。

　かける相手と思いつく用よう件けんがそれしかなかった太郎が、珍めずらしくこちらからその番号を選ぶ。

　電話なんかしているからダメなんだろうなと思いつつ、木曽川が出るのを待まった。






[image: 首藤祐貴]

　改かい札さつから出た小こ泉いずみ明あ日す香かが距きよ離りにして遠くない首しゆ藤とう祐ゆう貴きに気づかなかったのは、誰だれの視し点てんから見ての幸こう運うんなのだろう。一ひと目め見るだけで鬱うつ々うつとしたものを背せ負おった小泉明日香が離はなれていくのを、祐貴はまばたきも忘れて凝ぎよう視しし続ける。木き曽そ川がわもそんな祐貴の変へん貌ぼうに気づき、視し線せんを追って小泉明日香の背中に辿たどり着く。

「ん？　なんだ、次に殺すやつか？」

　木曽川が冗じよう談だんで尋たずねると、祐貴が異い形ぎようの如ごとく歪ゆがんだ目を向けることでそれに反論する。錆さびた機き械かいのようにぎこちない動きで祐貴が首を捻ひねり、人混みに消えそうな小泉明日香を見つめる。

　今、顔を合わせれば。どんな呪じゆ詛そを纏まとった罵ば詈り雑ぞう言ごんが自分を襲おそうのか。祐貴が道を踏ふみ外はずした原げん因いんとは言わなくとも、理由の一つであるその背中に祐貴が激しく揺れる。見なかったことにすることは到とう底ていできない。しかし仮かりに追いかけて、正面に回り込んで。何をすればいいのか。

　数日内に隕いん石せきが降って滅めつ亡ぼうを迎むかえるとき、首藤祐貴がやりたいことは両親か、小泉明日香に関してに限定される。それは自分でも分かっているのだ、だが、その行動が思いつかない。自分で粉こな々ごなに壊こわしてしまったそれをいくらかき集めて取り戻そうにも、砕くだけた砂すなのようなものが手からこぼれ落ちていくばかりだった。取り戻すことや、やり直すといった前向きなことは祐貴に無む縁えんで、あるのはどこで立ち止まることで『納なつ得とく』するかという、終わり方の模も索さくだった。

　小泉明日香の背中が消えたことで、祐貴が顔を前に突つき出した姿し勢せいで動き出す。右足に左足を引っかけて転びそうになったが踏みとどまり、そのまま足を交差させるような不自然な歩き方で小泉明日香を追っていく。「ほぅそうかそうか」と木曽川は立ち止まって傍ぼう観かんしていたが、面おも白しろいものが見られると踏んだのか、今度は木曽川が祐貴の背中を追って動き出す。

「あの女の子は友達か？」

　木曽川の問といに、祐貴が迷まよいながらも小さく頷うなずく。

「元もと、だけど」

「ふぅん。なんか甘あま酸ずっぱい感じだな」

　どこがだ、と祐貴がその暢のん気きさに唖あ然ぜんとする。

　小泉明日香は駅えきを出て、駅沿ぞいの歩ほ道どうを進む。「中通った方が涼すずしいのになぁ」とぼやきながらも木曽川と祐貴も同じ道をなぞる。水面みなもの乱らん反はん射しやに目を引かれて噴ふん水すい広場を振り返ると、先さき程ほどその場所を教えた犬いぬと青年が一いつ緒しよに食事を取っているのが見えた。木曽川は犬に小さく手を振ってみたが、食事に夢む中ちゆうの犬は顔を上げることすらなかった。「ちっ」と、木曽川が笑う。

　ソフマップの前から右へと曲がり、大通りの横おう断だん歩道を越こえて駐ちゆう車しや場じようの隣りん接せつする道を抜けていく。途と中ちゆうで更さらに大きく右へと曲がり、ビル同どう士しの合間を縫ぬってと、道が分かっているのか怪あやしいほど小こ泉いずみ明あ日す香かの足取りは不安定だ。祐ゆう貴きはその歩き方を見るだけで小泉明日香の心しん境きようを悟さとったような気になり、顔を上げているのも辛つらくなる。口くち笛ぶえを吹ふくのは木き曽そ川がわだけだった。

　やがて小泉明日香が表おもてから何度か見上げて、確かめたビルへと入っていく。マンションの類たぐいではなく、薄うす汚よごれた壁かべの染しみが目立つ雑ざつ居きよビルだった。

「グランドビル……見た目まったくグランドしていないが、ここはまさか」

　ビルの入り口にかけられた看かん板ばんの、摩ま耗もうした名前に木曽川が既き視し感かんを抱いだく。祐貴は曖あい昧まいに振り向きながらも、ゆっくり、ビルの中へと入っていった。狭せま苦くるしい雑居ビルは入り口からすぐに階段とエレベーターがあり、脇わきに申もうし訳わけ程てい度どの警けい備び員いん室しつがこさえてある。中に二人入れば満まん杯ぱいの警備員室では、中年の警備員が頬ほお杖づえをつきながらテレビ観かん賞しようしていた。祐貴や、先に通った小泉明日香に一いち瞥べつすらくれない。好こう都つ合ごうではあった。祐貴の横に並んだ木曽川がその背中を押して階段に誘ゆう導どうする。エレベーターを使った小泉明日香と鉢はち合あわせないためだろう。

　一段、時には二段飛ばして駆かける木曽川に追いつくのは、足がもつれそうな祐貴にとっては命がけに等しい尽じん力りよくを求められた。仮かりに精せい神しんが平へい常じようなものであっても、余よ裕ゆう綽しやく々しやくとばかりに帽ぼう子しを押さえて駆け上がる木曽川を追い抜くことは不ふ可か能のうに思えた。

「僕ぼくの読みでは目的地は六階、とみた」

　木曽川が、二階の階段の踊おどり場でそんなことを予よ言げんする。

　なんの根こん拠きよがあり、また六階なのか。祐貴が目で問とおうとも、木曽川は振り向かない。

「まぁ、大人しくついてこい」

　それを機きに黙だまってしまったので、祐貴も口をつぐんで大人しく階段を上った。

　宣せん言げん通どおりに六階まで休みなく駆け上がり、祐貴が膝ひざに手をついて大きく息いきを荒あらげる。一方、まったく乱みだれのない木曽川は壁に張りつきながらエレベーター乗り場の方を覗のぞく。更さらに「見ろよ」と祐貴の首を掴つかんで強ごう引いんに確かめさせる。片かた目めだけを廊ろう下かに露ろ出しゆつさせた祐貴が、その目から喉のどまでひび割れが走ったように痛いたむのを感じる。小泉明日香がいたのだ。

　小泉明日香はエレベーター乗り場から真まっ直すぐ進み、狭せまい廊下の突つき当たり近くで止まる。チラシをべたべた貼はりつけた企き画かく代だい行こう社しやの隣となりの扉とびらをノックして、中へと入っていった。

　ここは、そしてそこはなんなのだと祐貴が自分に問う。木曽川にすがる。

　木曽川はその場で答えることなく、小泉明日香の消えた扉の前へと向かう。祐貴も惰だ性せいで足を動かして、共ともに扉の前へと立つ。その真ま新あたらしい照てり具ぐ合あいを誇ほこる木もく製せいの扉には、なんの概がい要ようも表に示しめされていない。しかし、木曽川は加か工こうされた扉の表面を撫なでて確かく信しんする。

「グランドビルの六階……間ま違ちがいない。黒くろ田だの事じ務む所しよだ」

　木曽川の呟つぶやきに祐貴が目で質しつ問もんする。なにか知っているのかと。

　木曽川は曲げた親おや指ゆびで事務所の扉を指しながら説明した。

「殺し屋の事務所だよ。新しん規き開かい店てん？　いやちょっと違ちがうか、つまりご新規さんだけどな」

　こともなげに飛び出す『殺し屋』という言こと葉ばに、祐ゆう貴きの血ちの気けが引く。

　殺し屋。祐貴がこれまで生きてきて、創そう作さく物ぶつの世界でしか出会わなかった職しよく種しゆだ。昨日きのうまでの祐貴なら一いつ笑しように付ふすところだが、今ならそれを素す直なおに呑のみ込めるだけの忌いまわしい経けい験けんがあった。なにしろ、自分も人殺しなのだ。そして人殺しの自分は何食わぬ顔で街まちを二に足そく歩ほ行こうする、人間なのだ。

「なんで、こんなところに」

「殺し屋の事じ務む所しよに用なら、そりゃあ殺人の依い頼らいだろ」

　木き曽そ川がわの発言は終しゆう始し軽いが、祐貴にはその事実が深々と突つき刺ささる。

　小こ泉いずみ明あ日す香かが殺したいほど憎にくむ相あい手て。

　心当たりは、一人しかいなかった。

「んー、声は聞こえないか、さすがに」

　扉とびらに耳をくっつけた木曽川が盗ぬすみ聞きできないことに舌した打うちする。祐貴はそれどころではないのだが、スパイか探たん偵ていごっこに興きようじるような木曽川は他ひ人と事ごととして事じ態たいを楽しんでいた。

「しかし聞く方法ぐらいならある」

「え」

　木曽川が扉に背せをつけて鞄かばんを漁あさる。最初は明めい朗ろうだった表情が次し第だいに渋しぶいものへと変わる。

「確か、こう使って、合わせて……だったか？　普ふ段だんこんなもの使わないからな、勝かつ手てがいまひとつ……どうだ？　どうだどうだ、よし。ラジオのチューニングって世代じゃないんだよな」

　愚ぐ痴ちをこぼしながらも最後はにやりと、祐貴に笑いかける。鞄から伸ばしたイヤホンを耳に添そえて、木曽川が二度ほど頷うなずく。自分の仕事の成せい果かに満まん足ぞくする顔だった。

「それは、」

「盗とう聴ちよう器きだよ。開かい業ぎよう祝いわいの花に混ぜておいた。本当はいずれ遊びに来たときの冗じよう談だんで使うつもりだったんだが、なにが幸さいわいするか分からん」

　開業祝いという表現に、祐貴の顔が引きつる。殺し屋にそんなものを贈おくるこの男は、もしかしなくても同どう業ぎよう者しや、或あるいは縁えんある者ということになる。そんな人間の隣となりにいるということに、祐貴の尻しりの肉にくが引き締しまる。そのまま筋きん肉にく痛つうになるのか、跳はね上がりそうだった。

「相手しているのは黒くろ田だじゃないな……この声で間ま違ちがいないか？」

　木曽川が祐貴にイヤホンを預あずける。震ふるえて指先から取りこぼしそうになりながらも、祐貴がイヤホンを耳に突っ込む。小泉明日香の声が聞こえないでほしいと願うよりも早く、現実が祐貴の耳の奥で構こう築ちくされていく。最初に届いたのが、懐なつかしくすら感じる小泉明日香の声だった。

『どうして、番号を知っていたんですか？』

　自分に向けていない問いかけでありながら、祐貴の心しん臓ぞうを握にぎり潰つぶすのに十じゆう分ぶんな衝しよう撃げきだった。

「ビンゴだな」と祐貴の反はん応のうから確かく信しんする木曽川の声にも振り向く余よ裕ゆうがなかった。

『きみの恨うらみ辛つらみによるブキミ念ねん波ぱが届とどいたからだ……と思ったがきみは漫まん画がを読みそうにないな。まぁ白はく状じようすると、きみの知り合いの携けい帯たい電でん話わを偶ぐう然ぜん拾ひろってねぇ。そこにきみの名前と番号が登とう録ろくされていたから、まぁ後はお察さつしということで』

　応おう対たいする若い女の声は、暗い水面みなもを漂ただようような小こ泉いずみ明あ日す香かと異ことなり開けっぴろげだ。知り合いの携帯電話と聞いて、祐ゆう貴きは自分の紛ふん失しつした電話を想そう起きする。あれには半なかば義ぎ務む的てきな交こう換かんではあったが、小泉明日香の携帯電話の番号も登録されている。

「ほら貸かせよ……っと」

　イヤホンを祐貴から取り返そうとした木き曽そ川がわの動きが止まる。奥の画が商しようのスペースから出てきた中年が、胡う乱ろんな連中を見る目で祐貴たちを捉とらえていた。木曽川がイヤホンを再さい度ど祐貴に押しつけて、悠ゆう々ゆうと立ち上がる。明めい朗ろうな調ちよう子しと笑え顔がおで画商に迫せまり、なにごとかを交こう渉しようし始める。そういうものが通じそうな相あい手てだと、一ひと目め見て理解したのだろう。

「今からちょいと騒さわぐかもしれないが聞かなかった……壺つぼ？　よしよし、ここの事じ務む所しよに代金はつけるので、一つ穏おん便びんに、内ない密みつに……」

　木曽川が画商と交渉する中、祐貴が立てた膝ひざを身体からだに寄せて、寒さを凌しのぐように身みを縮ちぢめる。耳の穴あなに押し込んだイヤホンから聴きき取れる声がひゅうひゅうと、風のように鼓こ膜まくをくすぐる。

『そのときの電話で説明したけれど、きみには殺したいと願ねがう相あい手てがいるのだろう？　そう、きみの恋こい人びとを撃うち殺したやつさ。許ゆるせないだろう？　だからきみは、ここに来た』

　祐貴の心しん臓ぞうに、言こと葉ばの弾だん丸がんが次々に撃ち込まれる。半なかば予よ測そくはしていても、本当に自分を殺すために小泉明日香が殺し屋に頼たよったという事実が、重い。心に鉛なまりを流し込んでくる。

　無む言ごんの小泉明日香がどんな反はん応のうを見せたのか、若い女の声が続く。

『きみの心の靄もやは殺人でしか解消されない。しかしきみ自じ身しんに人を殺す力はない。だから諦あきらめる、と素す直なおに鬱うつ憤ぷんを捨てることができないのが人のサガだ。そうした心を少しでも救きゆう済さいできるようにと、この事務所は門もん戸こを開いている。きみを救えてよかったと思っているよ』

　詐さ欺ぎ師しか宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうめいた売り込みだ。祐貴の耳にはそう聞こえる。救済だの、なんだのとお題だい目もくを並ならべて殺人を依頼することへの後ろめたさを取り除のぞくことが目的なのだろう。だが祐貴としてはとんでもない、と否ひ定ていしたい気持ちでいっぱいになる。

　人を殺して、なにが救われるものか。

　どれだけ憎にくい相手をこの手にかけても、宿やどるのは気が狂くるいそうな不安と、心細さしかない。

　画商との交渉を終えた木曽川が戻ってきて、祐貴の側に屈かがむ。

「殺しの依い頼らいだったか？　それも、お前を殺すって話だったか？」

　木曽川の確かく認にんに、祐貴が本当に小さく顎あごを引く。「ふぅん」と、木曽川は淡たん泊ぱくだ。

　その仕事を引き受ける友人のことを考えていたからかもしれない。

「どうするんだ。中に黒くろ田だ……事務所の主あるじは不ふ在ざいみたいだが、帰ってくれば喜よろこんで仕事を受ける。そうしたらお前の命は風ふう前ぜんの灯ともし火びってやつだ。安全が欲ほしければ自じ首しゆするっていう手があるが、どっちにしろお前は終わりだ。……で、もう一回聞くが。どうするんだ？」

　木き曽そ川がわが祐ゆう貴きの顔を覗のぞき込む。しかし祐貴には到とう底てい、決められない。

　小こ泉いずみ明あ日す香かを説せつ得とくできるはずもなく。小泉明日香を納なつ得とくさせるということは、すなわち。

　そのどちらも選べず、祐貴は膝ひざを抱かかえて震ふるえるしかない。昨さく晩ばんの恐きよう怖ふが蘇よみがえるようだった。

　祐貴の目が暗あん黒こくに陥おちいり自分を捉とらえなくなったことを、木曽川が理り解かいする。その現げん実じつ逃とう避ひに嘆たん息そくした後、「しょうがねぇなぁ」と木曽川が小こ声ごえでぼやく。

　ただし、その声は厄やつ介かい者ものに関わるそれではなく、弾はずむようだった。

「決められないなら、他のやつの意見を参さん考こうにするという手もある」

　そう言って立ち上がった木曽川が、祐貴の耳からイヤホンを引っこ抜く。片かたづけた後、鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえて祐貴も引っ張り起こす。されるがままに立った祐貴が、廊ろう下かで踊おどるようによろめいた。木曽川が祐貴の今にも泣き崩くずれそうな面に、意い地じ悪わるそうな笑えみで応こたえる。

「いるだろ。話を聞くにうってつけのやつが」

　そこで木曽川が正面の扉とびらのドアノブに手をかけたところで、祐貴が目を見開く。

　引きつった手の甲こうに筋すじが浮き上がり、身みを庇かばうように顔の前へ構かまえてしまう。

　そうして木曽川が力強く、扉を開いた。
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「今のはベートーベンだね。間ま違ちがいない」

「……さっきから、ベートーベンとモーツァルトしか出てこないんだけど」

「クラシックなんてその二人で全部まかなえるんだよ」

　黒くろ田だが無む茶ちや苦く茶ちや言っている。そして今の曲きよくはねこふんじゃったであることを、緑みどり川かわは知っていた。が、指し摘てきしたところで目の前の軽けい薄はくな男は飄ひよう々ひようと、空中ブランコのように次の噓うそへ繋つなげるだけだろうと思って黙だまっておいた。

　演えん奏そうが終わり、次の曲に入る前に緑川が席せきを立つ。黒田が「お？」と緑川を見上げる。

「時間。個こ展てんがあるから」

　レシートを持って、さようならも言わずに緑川が去ろうとする。「いやいやいや、俺おれが払はらうよ」と黒田も慌あわてて立ち上がった。なぜついてくるんだ、と緑川が迷めい惑わくそうに振り向く。

「いいよ、年上だし」

　緑川がレシートを持つ手を引っ込める。黒田は回りこんでそれを奪うばおうとする。

「誘さそったのは俺おれだから」

「いいから」

「よくないのだ」

「うるさいクソガキ」

　表情や声の調ちよう子しが淡たん々たんとしたままの唐とう突とつな罵ば倒とうに黒くろ田だが怯ひるむ。緑みどり川かわがその不ふ意い打うちに効こう果かありと見て足早にレジへ向かおうとするが、黒田が尚なおも追いすがる。緑川の手首を掴つかんで引きとめようとしてくる。緑川が次はクソクソガキとでも呼んでやろうかと応おう戦せんの意い思しを見せて振り返り、そこで自分たちに店中の視し線せんが集つどっていることに気づく。

　テーブル間の通路で騒さわげば、そうもなるだろう。客だけでなく店てん員いん、ピアニストも緑川たちに注ちゆう目もくしていた。しかもそこには野や次じ馬うま的てきな好こう奇き心しんが内ない在ざいしている。傍はたから見ると別れ話でもこじらせて痴ち話わ喧げん嘩かしているように見えているらしい。実じつ際さいはただのくだらない意い地じの張り合いなのだが。黒田もようやく状じよう況きようを把は握あくして、バツ悪そうに額ひたいを掻かく。

　緑川の手を取り、申もうし訳わけ程てい度どの友ゆう好こうを示しめすべく握あく手しゆしてくる。そして黒田が妥だ協きようした。

「割わり勘かんで、どうだろう」

「好すきにして」

　緑川が握手する手を振りほどき、一人先に店を出る。

「割り勘じゃねーのかよ」という黒田の突つっ込こみも無む視しした。

　歩ほ道どうに出て、緑川が「バカをやった」と自じ己こ分ぶん析せきする。ちょうど目の前を通りかかった、しょぼくれた男が緑川の独ひとり言ごとに反はん応のうして目をやってきた。煤すすけたような色合いの帽ぼう子しを目ま深ぶかくかぶった男で、一いつ睡すいもしていないように目の下が青黒い。緑川が目をそらしてごまかしていると、支し払はらいを済すませた黒田が出てきた。そして途と端たん、黒田の電話が鳴る。黒田がそれに出るのを横よこ目めで眺ながめて、緑川が曇くもり空の下にぼぅっと突っ立つ。今は太陽がまさに雲くも隠がくれして、温度の代わりに湿しつ度どが増していた。せっかく個こ展てんの初日なのだから、もう少し思い切りよく晴せい天てんであってほしいものだ、と緑川がロケーションに愚ぐ痴ちる。

「……あぁそうか、べつに」

　黒田の電話が終わるのを待まつ必ひつ要ようなどないと気づいた緑川の電話も鳴る。こちらはメールだった。確かく認にんしてみると送り主ぬしは弟で子しとなっている。先ほどのメールの返事らしい。

『こちらも忙いそがしくなりました。すぐに戻れませんが、どうか気をつけて。知らない人に声をかけられても無視して人の多いほうに逃げてください』

　子供か、とすぐに読み終えた緑川が吐はき捨すてる。そこで電話を終えた黒田がその呟つぶやきを聞いて「どうしたのさ」と絡からんでくる。最初からそうだが、この男はいやになれなれしい。

　クラスにこういう調ちよう子しいい男子が一人はいたなぁと、緑川が学生時代を思い返す。

「弟子から。知らない人にはついていくなって」

「はっはっは……え、俺のこと？」

　黒くろ田だが冗じよう談だん交まじりに驚おどろく。確たしかに結果として、よく知らない人についてきてしまっていた。

「そうね。手て遅おくれだった」

　緑みどり川かわなりの冗談を返す。それから携けい帯たい電話で時じ刻こくを確かく認にんして、「行くから」と駅えきの方角を胸むねの前で小さく指す。黒田が手の側面を額ひたいに当てて、遠くを見るようにその方向へ目をやる。

「個こ展てんか。……俺おれもご一いつ緒しよしていい？」

「害がい虫ちゆう駆く除じよは？」

「今はあなたにつく悪い虫を退たい治じしている……とかじゃあ、だめ、ですかね」

　途と中ちゆうまで景けい気きよく身み振ぶり手振りがついていたが、緑川が無む反はん応のうなことに釣つられるように全体が萎しぼんでいった。最後は意見を窺うかがう形にまでなってしまう。聞かれた緑川は『知らないよ』とすら言わずに無む視しを貫つらぬいた。

「おーい、なんか言ってくれよ。あ、害虫だけに、むしーってこと？」

　地球上の誰だれもが思いつき、そして口にしないレベルのギャグを躊ちゆう躇ちよなく披ひ露ろうする黒田を望み通りに無視して緑川が行こうとする。「あー待まった待った」と黒田がしつこく呼び止める。

「そういえば渡わたすの忘れていたんだ」

　横に並んだ黒田がそう言って、鞄かばんから畳たたんだタオルを取り出した。緑川はそのタオルがなにかを、持ち主としてすぐに察する。昨日きのう、陶とう芸げい教室の窓まどから落としてしまったタオルだ。

　それを黒田が、緑川に差し出す。

「ちゃんと洗っておいたから」

　黒田が恩おんに着ろよとばかりに強きよう調ちようする。が、受け取った緑川の顔は険けわしい。笑っていた黒田もそれに気づき、次し第だいに表情が冷える。

「これを持って歩いて返すつもりだったら、最初から私に近づく予定だったわけ？」

　タオルを掴つかんだ緑川が珍めずらしく聡さとい。黒田は「そうなるかな」と表おもて向むきは動どう揺ようを見せない。

「あんた、私になんの用？」

　緑川が改あらためて黒田と対たい峙じする。剣けん呑のんな態たい度どを見せる緑川と異ことなり、黒田はむしろ柔にゆう和わな笑えみでそれに立ち向かう。しかし、人当たりのいい外そと面づらの奥では冷れい静せいに、緑川を捉とらえている。

　その笑い方が、黒田の意い識しきしていない癖くせだった。

　そして黒田が今の仕事に就つき、続けられる理由の一つでもある。

「用って聞かれると一つしかないんだよねぇ……」

　ニコニコと他の感情を塗ぬり隠かくすほどに一色に染まった微ほほ笑えみで飾かざりながら、黒田が上着の中に手を入れる。緑川がその行動に眉まゆをひそめている間に、黒田が次へと迅じん速そくに移る。

　はずだった。だが黒田が急に、左側へと顔をやる。なにかを視し界かいの端はしに見て、慌あわてたような反はん応のうだった。手早く上着から手を引き抜くが、そこにはなにも持っていない。

「なに？」

「あ、いや。知り合いの姿すがたが、見えたような」

　黒くろ田だの言こと葉ばと視し線せんに釣つられて、緑みどり川かわが右手の方向を見る。駐ちゆう車しや場じようの間を走る道路の奥まで目を凝こらして、緑川に見えたのはビルの角に消える寸すん前ぜんの三さん角かく帽ぼう子しの先せん端たんだけだった。

「……話の続きは？」

　緑川が催さい促そくする。もし黒田の事じ情じようを知るものがそれを聞けば、緑川の蛮ばん勇ゆうに驚おどろくだろう。

　黒田は一度引っ込めてしまった手を上うわ着ぎに入れ直すことが億おつ劫くうなように、頭を掻かく。

「あー、えーっと、白しらけた感があるというか……」

「……お取り込み中、失礼」

　緑川と黒田の間をわざわざ通り抜けたそれに、二人が面めん食くらう。

　そしてその存そん在ざいを認にん識しきすることで、ほぼ同時に驚きよう愕がくする。

　その男は年ねん齢れい不ふ詳しようだった。黒田と同年代のような若々しさはあるが、年ねん季きを経へて落ち着いたような雰ふん囲い気きも同どう居きよしている。少なくとも緑川は出会った経けい験けんのないほどに完かん璧ぺきな造ぞう形けいを誇ほこる容よう姿しは常じよう人じん離ばなれした印いん象しようを与える。しかしなにより緑川たちに衝しよう撃げきを与えたのは、その男の髪かみだった。水色だったのだ。そのうえ、光の粒りゆう子しが幻げん視しするように飛び交っている。

　喫きつ茶さ店てんの表おもてに貼はられたチラシを叩たたきながら、水色の髪の男が緑川たちに尋たずねる。

「この犬いぬ、見かけませんでしたか？」

　駅えき構こう内ないの喫茶店で見かけたチラシが、いつの間にかここにも貼られていた。聞かれた緑川と黒田は義ぎ務む的てきに写しや真しんを眺ながめるものの、写っている犬に心当たりはない。

「悪いけど、ないな」

　黒田が緑川の分もまとめて答える。「そうですか」と、男は気落ちしている様よう子すもない。

　元もとよりさして期き待たいなどしていなかったのだろう。

　会話が途と切ぎれて、緑川たちがそそくさと離れる。まるで宇う宙ちゆう人じんに遭そう遇ぐうしてしまった気分で、浮き足立つ。

「なにあれ」

「さぁー……ま、都と会かいはいろんな人がいるから」

　そんな大きな視し点てんに内ない包ほうして、片かたづけてしまってよかったのだろうか。

　そしてなんとなく流れに沿ってついてきているような黒田を、このまま片づけてしまっていいはずがなかった。緑川が強い視線で黒田を射い抜ぬく。黒田は懐ふところに手を入れようとしたり、車道を挟はさんだ遠くの歩ほ道どうを見たりと落ち着かない葛かつ藤とうを経へて、緑川に対する答えを述のべる。

「あなたのことをもっと知りたいから。それが全部だ」

　黒田がもうなにも隠かくしていないとばかりに、手のひらを上向ける。

　緑川は黒田の動どう機きを様さま々ざまな角度から検けん証しようし、多た種しゆ多た様ような理由を検けん討とうして。

　ようするに、と結けつ論ろんに至いたる。

　ようするに。

「ナンパ？」

「最初からそのつもりだったけど」

　調ちよう子しのいいことを言ってのける黒くろ田だに、緑みどり川かわが難なん色しよくを示しめす。

　またこいつは噓うそをついている。緑川にもそれぐらいは分かる。

　そう、そうやって分かる程てい度どに今日、黒田という男のことを少し知った。

　それならば知らない人ではないだろう。緑川は、そう納なつ得とくすることにした。

　大だい体たい、来るなと言ってもこの男は平気で個こ展てんに顔を覗のぞかせてきそうだ。それならば緑川の是ぜ非ひなどなんの意味もなく、この問もん答どうにも大して価か値ちなどなく。

　それならば、緑川の対たい応おうは決まっていた。

「そう」

　その一ひと言ことが、自分の在あり方をすべて表あらわしている。

　自じ覚かくした癖くせを掲かかげながら、緑川が横おう断だん歩ほ道どうを行く。胡う散さん臭くさい男と共ともに。
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　二に条じようオワリがデビュー前、路上で歌い続けていたというのは極ごく少しよう数すうのファンの間では有ゆう名めいな話だった。美み鈴すずも当然、その話を耳にしたことがある。美鈴からすればそれは伝でん説せつの一種めいていて、それをこの場で再さい現げんしようというのだから興こう奮ふんを隠かくしきれない。

　丁ちよう度ど野や暮ぼったい女子高生が離はなれて空あいた、噴ふん水すい広場の縁ふちに美鈴が座すわり込む。特とく等とう席せきのつもりだった。隣となりに座っている猫ねこ背ぜの、売り子の制服を着た女が美鈴に振り向いたもののすぐに弁べん当とうへと視し線せんを戻して俯うつむく。頭に研けん修しゆう中ちゆうと飾かざっているところが目を引いたものの、美鈴はすぐに気にならなくなって、広場の中央に立つ二条オワリへ熱い視線を注そそぐ。

　二条オワリは、駅えきを見上げていた。瞳ひとみに宿やどるものはなく、消しよう灯とうしたように薄うす暗ぐらい目玉が遠くの過か去こを見つめるようだった。その表情は路上で歌うことが、決して明るいだけの記き憶おくでないことを物語る。何年も注ちゆう目もくすらされない時間が続き、今は売れない時代にある。

　しかしそんな二条オワリの歌を待まつファンが、少なくとも目の前に一人いる。

　やがて二条オワリの目に光が戻り、調ちよう整せいをするように軽く喉のどに触ふれる。

　そして、二に条じようオワリが伴ばん奏そうも伴ともなわないで一人、歌い始める。

　大きな白い波は紋もんを、世せ界かいいっぱいに広げるように。
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　縦たての波紋、横の波紋。音の大きさ、音おん程ていにあわせて形を変えるそれが周しゆう辺へんに行き届とどくと、一いつ斉せいに、木を揺ゆらされた鳥のように人が距きよ離りを置く。二条オワリの目にもそうした反はん応のうは映り、「都と会かいは違ちがうねぇ！　無む視しはされない！」と歌か詞しに割わり込む形で叫さけびを挟はさむ。かつての現場に居い合あわせたわけでもないので美み鈴すずには分かりかねるが、二条オワリが楽しそうなのでいいことなのだろうと、美鈴が前向きに解かい釈しやくした。

　二条オワリが歌い続けていると中には音楽を嫌いやがって、あからさまに広場を離はなれる者もいる。美鈴の隣となりに座すわっていた女たちもそちらに属ぞくするらしく、そそくさと駅えきへ戻っていく。失礼なやつだ、殺してやろうかと美鈴が怒おこるものの、それでリサイタルを台だい無なしにしてはもったいないと流すことにした。

　二条オワリは一カ所に落ち着かず、噴ふん水すい広場を散さん歩ぽするように移い動どうしながら歌い続ける。美鈴は首を左右へ振ってそれを追いながら、噴水広場でただ一人、ご満まん悦えつとなっている。

　美鈴は噴水広場の幸せな置物となっていた。

　しかし美鈴の至し福ふくの時間は長く続かない。飛び出してきた、その人ひと影かげに引き裂さかれる。

　高校生と思おぼしき風ふう貌ぼうの少年が駅から走って現れて、必ひつ死しの形ぎよう相そうで二条オワリの横を駆かけ抜ぬけていく。そのまま地ち下か街がいへの階段を駆け下りていく。美鈴はその少年に見覚えがあったのだが、記き憶おくのそれと一いつ致ちするか確たしかめる前に、次の『台だい無なし』がやってきてしまう。

「やっばーい！」

　歌を途と中ちゆうで遮さえぎり、声量そのままに二に条じようオワリが叫さけぶ。美み鈴すずが振り返ると、叫んだ原げん因いんがすぐに見えた。鉄てつ道どう警けい察さつだった。二人組の警官が噴ふん水すい広場へと一直線にやってくるのを、二条オワリが大いに嘆なげく。

「くおぉ、田舎いなかの駅えきよりずっと対たい応おうが速い！　すばらしい！　ちくしょう！　一いち時じ撤てつ収しゆうじゃ！」

　賞しよう賛さんと罵ば倒とうの入り混じった感想を叫ぶ。美鈴は、そうかなぁと疑ぎ問もんだった。美鈴は先さき程ほどの少年が誰だれかを理り解かいしているので、少年が警察に追われているのではないかと思ったのだ。

　しかし二条オワリは完全に自分が取り締しまられる対たい象しようだと考えているらしい。逃とう亡ぼうを開始しようとする。だがこのまま走り出せば間ま違ちがいなくついてくる美鈴がいることを思い出したのか、踏ふみとどまる。二条オワリはファンである美鈴を見下ろし、唸うなる。

　美鈴が一いつ緒しよだと逃げ切れそうもないのもあったし、なにより捕つかまったら一緒に厳げん重じゆう注ちゆう意いされてしまうわけで、自じ身しんの貴き重ちようなファンに申もうし訳わけない気持ちがあるようだった。そんな思いもあってか、二条オワリは美鈴に歯は切ぎれの悪い声をかける。

「あのさ、今から逃げるんだけど」

「はい！　おともします！」

　どんな理由であれ、二条オワリがそうするなら、美鈴も後に続くつもりだった。

　やっぱりそう来るか、と二条オワリが苦く笑しようする。普ふ通つうに言ってはダメだろう。

　しかしその話を切り出す前に、二条オワリはどうしても聞いてみたいことがあった。

「どうしてアタシのファンになったの？」

「え？　どうしてって、音楽好すきだし、聴きくと元気になるし、えっと」

　美鈴の目と理由がさまよう。それをまとめて言い表あらわす言こと葉ばを思いついたらしく、美鈴がにっこりと、本ほん心しんからの笑え顔がおで自分を彩いろどる。そして、万ばん感かんの思いをこめて答えた。

「運うん命めいです！」

　言い切った美鈴に、二条オワリが最初は面めん食くらう。しかし、すぐに。

「そいつはいい！　いいぞ！」

　二条オワリが思わず興こう奮ふんしたように声を大きくする。

　その答えを、そして美鈴をファン以外の理由でも気に入ったようだった。

「よし。じゃあお願いがある」

「なんでしょう！」

「このまま普通に逃げても捕まりそうだから、二ふた手てに別れて逃げよう」

　二条オワリがピースマークを作りながら提てい案あんする。美鈴は別れるという部分に、えぇっと、唇くちびるを尖とがらせる。二条オワリは美鈴の肩かたに手を置いて、優やさしく諭さとした。

「あんたにしか頼たのめないことなの。できる？」

　やってくれるよな、という期き待たいをこめた目で美み鈴すずを見つめる。

　美鈴は少し間を置いて、拗すねていた唇くちびるを戻して満まん面めんの笑え顔がおで応こたえる。

　自分にしか、という部分がなにより大きかった。

「はい！」

「よし、任まかせた」

　二に条じようオワリが美鈴の柔やわらかい髪かみを撫なでて、「いい子だ」と手を離はなす。

　迫せまり来る警けい察さつは待まってくれないので、それ以上の会話は許ゆるされなかった。二条オワリが離はなれるために走り出す。そこで未いまだに名乗っていないことに気づいた美鈴が、走り去さるその背中に大声で自じ己こ紹しよう介かいする。

「わたし、美鈴です！　時とき本もと美鈴！」

「おぅ！　アタシは二条オワリだ！」

「知ってまーす！」

　最後に二条オワリが手を振ってきたので、美鈴も全力で振り返した。

　時間が許せば、どこまでも追っていきたくなる後ろ姿すがたと名な残ごり惜おしくも別れる。

　そして鉄てつ道どう警察を混こん乱らんさせると本気で信じて、美鈴が駅えきの構こう内ないへと走り出す。

　その胸むねは誇ほこらしさすら感じていた。
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　木き曽そ川がわが好こう奇き心しんのみで大だい胆たんに扉とびらを開け放ってからの七秒間は、その日もっとも濃のう密みつに秒びよう針しんを刻きざむことになった。扉を開けて正面のソファに陣じん取どる新しん城じよう雅みやびと、木曽川の視し線せんが交こう錯さくする。

　新城雅は前まえ振ぶりなき来らい訪ほう者しやに魂たましいを揺ゆさぶられて。

　木曽川は思いもがけない場所での標ひよう的てきへの邂かい逅こうに衝しよう撃げきを食らう。

　小こ泉いずみ明あ日す香かがまだ反はん応のうすら見せない一秒間で先に立ち直ったのは木曽川だった。扉から手を離すと同時に新城雅へと一直線に駆かける。その直進の具ぐ合あいから相あい手ての素す性じようを察した新城雅がテーブルの下に足をかけて蹴けり上げる。向かい側がわに座すわる小泉明日香が後転するように驚きよう愕がくに仰のけ反ぞる横を、ソファの背もたれを飛び越こえた木曽川が通つう過かした。

　蹴り上げて側そく転てんしたテーブルに、滑すべり込むように屈かがんで身みを隠かくした新城雅がハンドバッグをひっくり返す。化け粧しよう品ひんの隙すき間まから落下した拳けん銃じゆうを掴つかみ取り、テーブルを上から覗のぞいても回り込んでも、すぐさま発はつ砲ぽうするつもりで構かまえる。

　しかし木曽川は勢いきおいそのままに、テーブルの表面を靴くつの裏うらで蹴り飛ばした。添そえていた新城雅みやびの肩かたごと大きくずれて、雅の視し界かいが揺ゆらぐ。状じよう況きよう認にん識しきが甘あまくなったその一いつ瞬しゆんに、新しん城じよう雅の背中に冷ひや汗あせが噴ふき出した。木き曽そ川がわの動どう向こうを見失った新城雅は直感に従したがい、テーブルから飛び退のくように左側へと身みをよじる。果はたしてそれは幸こう運うんで、木曽川が首を狙ねらって一いつ閃せんしたナイフの行き着く先を右みぎ腕うでにすり替えることに成功した。即そく死しを免まぬがれた新城雅が右腕の、二の腕を深々と切りつけられる。肉を半分以上切り取られた新城雅だが、床ゆかを転げまわって辛からくも二に撃げき目めから逃げきる。右側の壁かべに背中から激げき突とつして、血ちと涙なみだを溢あふれさせながら歯を食いしばって起き上がった。同時に拳けん銃じゆうを木曽川へと向けることも怠おこたらない。ただし右腕に握にぎりしめているために狙いが定さだまらず、引き金を引く力も咄とつ嗟さに集つどわせることができなかった。

　木曽川はその拳銃を警けい戒かいして、ナイフを構かまえたまま追つい撃げきに移ることができなかった。

　ここまで五秒の出で来き事ごと。そして新城雅を壁の端はしに追いやって、二秒が経けい過かする。

　その七秒を、祐ゆう貴きはビルの廊ろう下かで傍ぼう観かん者しやとなる他なかった。

　新城雅が患かん部ぶからのとめどない流りゆう血けつに青ざめながらも、右半分の唇くちびるを吊つり上げる。

　一撃で仕し留とめ切れなかった木曽川は、苦にがい顔だ。

「本ほん職しよくだな、きみは。動き方が普ふ通つうじゃない」

　新城雅が左手で患部を強く握りしめて出しゆつ血けつを抑おさえる。そして今にも力なく垂たれ下がりそうな右腕を水平に支える役目を果たす。すぐに撃ってこないことから、撃てないと木曽川が判断する。しかし、と別の可か能のう性せいも考こう慮りよする。撃てない素そ振ぶりを見せて、より接近したところを狙い撃つつもりではないかと。仕し事ごと柄がら、命を左右するほどの騙だまし討うちに見み舞まわれる回数が常じよう人じんの比ひではない木曽川は、常つねに最さい悪あくのケースを想そう定ていする。そして仕事中は必ひつ要ようでない限り、普ふ段だんの饒じよう舌ぜつを引っ込めて口を開かない。

　木曽川と新城雅がごく短い時間膠こう着ちやくしている最さい中ちゆう、ソファから滑すべり落ちて床に尻しり餅もちをついていた小こ泉いずみ明あ日す香かが、背はい後ごから注そそがれる視し線せんに気づいて振り向く。

　首しゆ藤とう祐貴の目の端に、白い光が溢あふれる。気を抜けばそのまま光の洪こう水ずいに呑のまれて意い識しきを失いそうな、それほどの緊きん張ちようを持って小泉明日香の視線を受け止めることになる。

　小泉明日香の表情に変化はない。驚おどろきを表あらわすことはなく、まばたきもしなければ、目を細めることもない。そうした突とつ発ぱつ的てきな感情がまったく湧わくことなく、祐貴を見つめている。

　心の準じゆん備びもなく対面してしまったのは、祐貴と同どう様ようなのだろうか。

　いや、と祐貴が腰こしを引かせながら悟さとる。

　違ちがう、と。祐貴が気づく。小泉明日香は、感情に任まかせるのではなく淡たん々たんと行動しているのだ。首藤祐貴を絶対に見み逃のがさないように、逃がさないように見つめ続けている。一いつ瞬しゆんでも目をそらして取り逃さないように、表情という顔の余よ分ぶんな動きを省はぶいている。

　小泉明日香は驚くよりなにより、祐貴への憎ぞう悪おを表おもて立だたせたのだ。

　その異い様ような気け配はいに、木曽川と新城雅もつい、集中すべき視線が乱みだれる。

　追おい討うちをかけるように木曽川の電話が鳴った。当の木曽川が一番驚き、身みをすくめる。その一いつ瞬しゆんの隙すきを見逃さず、新しん城じよう雅みやびが事じ務む所しよの入り口を一いち目もく散さんに目指した。一いつ歩ぽ出で遅おくれた木き曽そ川がわはその背中にナイフを投とう擲てきしようと腕うでを振るが、首しゆ藤とう祐ゆう貴きが入り口側で棒ぼう立だちとなっているのが見えて、腕の動きを鈍にぶらせる。そして新城雅を取り逃がすことになってしまう。

　木曽川は新城雅を追いかけず、ナイフを静しずかに下ろす。

　それから、脱だつ力りよくした笑えみを浮かべて電話に出る。

「……はい」

『今日は飯めしに行けないぞ。街まちに行かないと思うから』

「……そりゃあ、残念」

　木曽川が珍めずらしく自分から電話を切って、窓まど際ぎわに寄る。換かん気きのために窓を開け放つ。外に身を乗り出して景色けしきを覗のぞくと、階下の歩ほ道どうでは、早くも歩道を走っている新城雅とすれ違ちがった中年が「あぁー！」と絶ぜつ叫きようしている。その負ふ傷しように驚おどろいているのか、新城雅自体に反はん応のうしているのか判断しがたい。新城雅の方は一いち瞥べつをくれるだけで特に反応せず、遠くへと一いつ心しん不ふ乱らんに走り去さっていった。木曽川も既すでに追いつけるとは考えていない。

　曲がり角かどに消える直前、新城雅が雑ざつ居きよビルを振り返る。窓から身を乗り出している木曽川と目が合った。木曽川が手を振る。新城雅はそれに対して、中指を立てて応こたえた。

「参まいったね、千せん載ざい一いち遇ぐうと見たのに……絶対、復ふく讐しゆうしてくるぞ」

　仕し留とめ損そこねたことで事じ態たいが複ふく雑ざつなものとなることに、木曽川の目が落ち込む。

　そもそも、人殺しというのはもっともシンプルな手しゆ段だんなのだ。簡かん潔けつ故ゆえに防ぐ手段が少なく、またあらゆる邪よこしまな苦く難なんを解決することができる。それをややこしくしてしまうのは、本ほん末まつ転てん倒とうだ。今回の仕事はお粗そ末まつといえる。帽ぼう子しを脱ぬいだ木曽川が外の風を受けて、猛もう省せいする。

「……さて、と」

　反省の済すんだ木曽川が祐貴たちに向き直る。その手にはまだ、血ちの滴したたるナイフが光る。

　目もく撃げき者しやを残しておく理由が、木曽川になかった。

　木曽川の雰ふん囲い気きが、こちらを見る目が切り替わったことに祐貴が気づく。床ゆかにしゃがんだまま動こうとしない小こ泉いずみ明あ日す香かを見て、祐貴の口もとが波なみ打うつ。瞼まぶたは目を潰つぶすように硬かたくなり、筋すじ張ばった腕が勝かつ手てに曲がって、伸びてを繰くり返す。際さい限げんなく荒あらくなる鼻はな息いきに穴あなは塞ふさがれて、頭は蒸じよう発はつしそうなほど茹ゆで上がり、少しでも口を開けば胃い液えきをその場にぶちまけそうだった。

　祐貴の様さま々ざまな部位に、酔よいそうなほどの波が訪おとずれる。それは心も例外ではない。

　自分がなんのために、拳けん銃じゆうを手にしたのか。

　傷きずつけるためではなかった。もっと単たん純じゆんで、もっと。

　小泉明日香の前で、格かつ好こうつけたかったから。

　首藤祐貴は、彼女を守る力を求めた。

　そして、今がそのときだった。

　わななく唇くちびるを強引に押さえつけて、頬ほおが釣つりあがった祐貴が、動く。

　小こ泉いずみ明あ日す香かの前に立ち塞ふさがり、拳けん銃じゆうを、木き曽そ川がわに向けた。

　木曽川は「ほぅ」と、余よ裕ゆうを崩くずさずに事じ態たいの成り行きを受け入れる。新しん城じよう雅みやびと対たい峙じしたときと異ことなり、身み構がまえようともしない。

　祐ゆう貴きの腕うでは震ふるえ上がり、引き金を引くどころの話ではない。拳銃を取り落とさないだけでもがんばっていると言える。まっすぐ近寄っても障しよう害がいにすらならず、その首を掻かっ切ることは木曽川にとって容た易やすい。それどころかこのまま放っておいても腕が参まいって、いくらでも、どうにでもなりそうだった。

　だからこそ敢あえて木曽川は動かず、祐貴がそこからどう出るかを見守る。

　撃うたれない、という確かく信しんがある故ゆえの戯たわむれだった。

　一方、祐貴にそんな余裕はない。思考を挟はさむ隙すき間まもなく、脳のうが切せつ迫ぱくしていた。今の祐貴には右う脳のう、左さ脳のうという境きよう界かい線せんや区別などなく、大きな塊かたまりが一つの思し考こうを形作っているのだろう。

　その思考の名は、小泉明日香。

　鼻水と涙なみだを噴ふん出しゆつしながら、祐貴が吠ほえる。

「あっちいけよぉおおおおおぉ！」

「あのなぁ、ガキの喧けん嘩かじゃないんだ。もっと格かつ好こうつけろよ」

　完全に腰こしが引けている祐貴は、肩かたを軽く押しただけでも尻しりから倒たおれてしまいそうだった。今ならここから気き功こう波はを放つ真ま似ねをしただけでも倒せるのではないかと木曽川が想そう像ぞうする。無む性しように試ためしたい衝しよう動どうに駆かられるものの、まじめな場面なのでさすがに自じ重ちようした。

「さぁて、どうしようかなー」

　木曽川が焦じらすように、白しら々じらしく悩なやむフリをする。ナイフを見える位置まで掲かかげてから、祐貴に「分かってんだろ？」と言こと葉ばの針はりを縫ぬいつける。

「後ろの女が誰だれの殺さつ害がい依い頼らいのためにここに来たのか」

「だから、あっぢ、いけって……っ」

　祐貴はいっぱいいっぱいで、木曽川との会話どころではない。奥歯まで見せつけるほどに歪ゆがんだ口の端はがぷちぷちと切れて出しゆつ血けつしだしている。その唇くちびるを掴つかんで引きちぎってもいいし、喉のどを潰つぶしてもいい。ナイフを投げて目玉に突つき刺さすことも可か能のうだった。木曽川の脳のう裏りには次々に祐貴への対たい処しよ法ほうが生まれていく。

　その中でもっとも難むずかしく、見み栄えっ張ぱりな方法を木曽川が選ぶ。

　格好のつけ方を教えてやるか。

　ぼやいた木曽川が、ナイフをしまって降こう参さんのポーズを取った。

「そうだな。撃たれるのはごめんだし、見み逃のがしてやるか」

　要よう求きゆうしたこととはいえ、祐貴が耳を疑うたがう。ゆるゆると、拳銃の先せん端たんが木曽川から外はずれる。

　完全に降りてしまった祐貴の腕を一いち瞥べつして、木曽川が健けん闘とうをたたえるように薄うすく笑った。

「あー、そっちの彼女。悪いけどここ、掃そう除じしといてくれる？」

　木き曽そ川がわが小こ泉いずみ明あ日す香かに言う。小泉明日香は木曽川に見向きもしないものの、小さく顎あごを引いたのが見えた。木曽川はそれに満まん足ぞくして、蹴け倒たおされたテーブルやソファを飛び越こえる。

　軽々と跳ちよう躍やくする様さまはその帽ぼう子しと相あいまって、まさに『魔ま女じよ』として祐ゆう貴きの目に映うつる。

「じゃあな」

　木曽川が手を振って事じ務む所しよから出て行く。廊ろう下かに出てから突つき当たりの方向に「よろしく！」と大げさなポーズで指差す。そして帽子を押さえながら軽やかな足取りで去さっていった。

　本当に戻ってくる気け配はいはない。エレベーターの到とう着ちやくする音を廊下の遠くに聞いて、そこで祐貴がやっと解とき放たれた気になる。震ふるえた膝ひざが折おれて床ゆかに突く。

　しかし祐貴にとっては、ここからが本番を迎えることになる。

　小高い山を越えた先には、更さらに巨きよ大だいな山が控ひかえている。人を撃ってから祐貴はずっと、山さん岳がく地ち帯たいに迷まよい込んでどこへ行けばいいのか迷まよい続けているようなものだった。

　祐貴が足をもつれさせながら向きを変えて、間ま近ぢかにいる小泉明日香と対面する。

　なにを言っていいのか、声が出てこない。

　土ど下げ座ざでもするべきなのか。滂ぼう沱だの涙なみだを流して床に突っ伏ぷすべきなのか。自分の罪つみをどう償つぐなえばいいのか測はかりかねる祐貴を、小泉明日香は凝ぎよう視しし続ける。祐貴のような迷い、後ろめたさは小泉明日香に見られない。その瞳ひとみがきろりと、祐貴の手もとを一いち瞥べつして。

　小泉明日香が、手を伸ばした。

　ごく自然に。料理屋で注ちゆう文もんしたものがきて、割わり箸ばしを取るように。

　首しゆ藤とう祐貴の手から拳けん銃じゆうを奪うばい取り、その先せん端たんを祐貴の額ひたいに突きつける。
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　祐貴がその硬かたさを感じ取った直後、小泉明日香が引き金を引いた。
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「ああいう歌は趣しゆ味みじゃないんだよね」

　噴ふん水すい広場を離はなれて構こう内ないへ入ってから、カナが呟つぶやく。相あい変かわらずカナの首くび根ねっこを掴つかんでいるギャッピーが「私も」と短く同意した。カナとしてはその歌によって噴水広場から離はなれる理由ができてしまい、早そう々そうに仕し事ごとへ戻ることへと繋つながったのがなにより痛いたかった。

「あら丹に羽わさん」

　構内のみどりの窓まど口ぐちの近くまで来たところで声をかけられる。カナは反はん応のうしなかったが、ギャッピーの方はすぐに声の方へ振り向いた。それを見上げて、カナが首を傾かしげる。

「丹羽さんって……あ、ギャッピーか」

　カナが遅おそまきに思い出し、気づく。あだ名でしか呼んでいないので、本ほん名みようを失しつ念ねんしてしまっていた。ギャッピーは知り合いの前でそう呼ばれることに抵てい抗こうがあるのか、眉まゆをひそめる。

「いい加か減げん、そうやって呼ぶの止めない？」

「なんで？」

　カナが純じゆん粋すいな疑ぎ問もんを返す。無む垢くな丸い瞳ひとみに見つめられて、ギャッピーが諦あきらめる。

　これは止めないな、と思ったのだ。

　声をかけてきたのはギャッピーと同じ制せい服ふくの女性だった。三十代前半の容よう姿しで少し陰かげを感じさせる。顔は平気でも疲つかれていますと、肩かたや腰こしのあたりから訴うつたえているような印いん象しようだった。見ていてカナは小学校のときの先生を連れん想そうする。そうなると向き合うカナは小学生の心持ちにまで戻ってしまいそうになる。戻っているのだろうか、とカナが自分で疑問だった。

「……そちらは、お友達？」

　カナの掴つかまれ方に特に注ちゆう目もくしながら、気を遣つかった尋たずね方となる。

「一いち応おう」

「素す敵てきなお友達です」

「こう持たないと前に進まないんです」

「不ふ思し議ぎなことにっ」

　一々口を挟はさんでくるカナの頭をギャッピーがはたく。上じよう司しはなんとも微び妙みような半笑いで「いいお友達ね」と世せ辞じを述のべた。ギャッピーは羞しゆう恥ちで頬ほおを染そめるが、カナは変わらずふにゃふにゃとしている。自し然ぜん体たいといえば聞こえはいいが、単たんにこれから仕し事ごとと考えると力が入らないだけだった。

「こちら、私の上司」

「おぉ、偉えらいのですなぁ」

　カナが拍はく手しゆする。カナとしては本心から褒ほめているつもりだが、普ふ通つうの人間が客きやつ観かん的てきに見ると小こ馬ば鹿かにしているようにしか取られない。上司の顔が引きつり、ギャッピーが見ちゃいられないと額ひたいに手をやって俯うつむく。カナが空気を感じ取り、拍手を引っ込めてギャッピーを見る。

「ひょっとして偉くない、」

「早めに戻ってね」

「すいません」

　そう言って逃げた上司がタカシマヤではなく、金きん時ど計けいの方へと去っていく。ギャッピーがそのことを不思議がるよりも先に、カナが上下に揺れた。仕し草ぐさの一つ一つが子供じみている。

「なんで謝あやまったの？　べつに悪いことしてないよ」

「あんたを見られたと思うと、つい」

「酷ひどいなおい」

　カナの抗こう議ぎは無む視しして、ギャッピーが歩く速そく度どを速めた。

　そうして駅えきをまっすぐ突つっ切り、金時計の近くまで戻ってくる。そこで訪おとずれたタカシマヤの入り口で、エスカレーターで上がってきた和わ装そうの女と鉢はち合あわせた。

「あ」と、カナが先に声をあげた。

　大量の紙かみ袋ぶくろやらビニール袋を抱かかえている姫ひめ路じ灯あかりが、カナに気づいて正面にやってくる。持っている袋ふくろのほとんどに菓か子し屋やの名前が印いん刷さつしてある。カナが休んでいる間に買ったのか、バイト先の洋よう菓が子し屋やの名前もあった。

　姫ひめ路じがカナに微ほほ笑えみかける。カナも「にっこり」と口だけ応こたえる。

「スーパー留りゆう年ねん先せん輩ぱいじゃないですか」

「お、なんかカッコいいな！」

　カナがスーパーの部分を歓かん迎げいする。今時、小学生でも至いたらない反はん応のうにギャッピーは冷たい。

「バカにされてるのよ」

「それは受け取り方次し第だいだろう」

　なぜかカナが胸むねを張る。姫路は笑い、ギャッピーは無む表ひよう情じようだが内面で渦うず巻まく感かん想そうは似にたものだった。そうした縁えんもあって目が合い、姫路がギャッピーに一いち礼れいする。

「普ふ通つうの先輩もお久ひさしぶりです」

「こいつを基き準じゆんにしての普通で、私は大だい丈じよう夫ぶなのか不安になる」

　そう言われて、こいつ呼ばわりされたそれがキーキーと甲かん高だかい声をあげる。

　姫路はこれが年上かよ、と驚おどろき。ギャッピーはこれが同い年かよ、と絶ぜつ望ぼうする。

「今日もお守もりが大変そうですね」

「ほんとね。飼かい主ぬしを捜さがしているんだけどなかなか見つからなくて」

　いる？　とギャッピーが無む言ごんでカナを差し出す。

　いらん、と姫路が同じく目め線せんだけで拒きよ否ひした。

「ひめじーは今日もくるくるー？」

　カナがろくろを回す手つきを混ぜて、陶とう芸げい教室かと尋たずねる。姫路は首を振る。

「今日はくるくるーじゃなくて、デパ地下をうろうろーです」

　姫路が人差し指をカナの眉み間けんの前でくるくると回す。

「先輩は……働はたらいているんですか？　珍めずらしく」

　カナの制せい服ふく姿すがたを上から下まで観かん察さつして、姫路が静しずかに驚く。

「駆かり出されてるよ」

「見ませんでしたけどねぇ。隠かくれてました？」

「ほんとだねー。ひめじーは週しゆう販はんとかにも並ならんでたのかなー、見なかったけど」

　カナがすっとぼける。しかし演えん技ぎがお粗そ末まつなので、逆ぎやく効こう果かでしかない。

「くるくるーってなに？」

　話についていけないギャッピーが姫路に尋ねる。

「くるくるはくるくるーっと」

「あんたには聞いてない」

　大きく動くカナの頭を押さえる。

「陶芸です。今、教室に通っていまして」

「陶とう芸げい教室の生せい徒と？　じゃあ上のやつとか見ていくの？」

「なにがですか？」

　姫ひめ路じが小こ首くびを傾かしげる。どうやら知らないようだ、とギャッピーが説せつ明めいする。

「今日、二階……ほら、あそこで陶芸の個こ展てん始まるのよ」

　振り返ったギャッピーが斜ななめ上じよう空くうを、背せ伸のびして指し示す。見上げた先には丁ちよう度ど、個展会場の入り口が覗のぞけた。もうじき始まるのか、関係者らしき人物が忙せわしなく出入りしている。

「確たしか、緑みどり川かわなんとかの個展だったけど」

「あ、先生だ」

　陶芸教室の講こう師しの名前が出て、姫路が白い歯を見せる。目を輝かがやかせて二階を見上げた。

「知らなかったんだ。教室でそういう宣せん伝でんなかったの？」

「情じよう報ほうに疎うといなー、きみー」

　カナが茶ちや々ちやを入れる。姫路はなんとなく、そのカナの頭を愛あい玩がん動物に接するように撫なでながらギャッピーに向けて返事する。

「先生、教室でそういう宣伝をしない方……というか無む駄だ口ぐちの一いつ切さいない方だから」

「ほぅ、職しよく人にんとはやはり無む口くちなもの……あたしもなれるかな？」

「あんたは単たんに引きこもりすぎて言こと葉ばが出てこないだけでしょ」

　ギャッピーがカナの頭を小こ突づく。それを見て、「変わりませんねぇ」と姫路が苦にが笑わらいをこぼした。カナは少し考えたが、昔むかしみたいに戻ったと言われるよりはマシだと判はん断だんする。

「……んん？」

　駅えきの切きつ符ぷ売り場の方が少し騒さわがしくなったことにカナが気づく。首を伸ばして確たしかめてみようとしたが、ギャッピーに掴つかまれているので伸ばせなかった。ので、すぐに諦あきらめる。

「ちょっと寄っていきます。それじゃあ、お仕し事ごとがんばってください」

　姫路が駅の入り口ではなくエスカレーターの方を向いて、挨あい拶さつする。お仕事云うん々ぬんの部分はカナに向けての軽い皮ひ肉にくだったが、当とうの本人は「がんばるよー」と暢のん気きなものだった。しかも、意い気き込ごみは口だけである。顎あごに手を当てて、「うーむ」とか唸うなる。

「陶芸かぁ。あたしのクリエイティブな魂たましいにいい刺し激げきがあるかもしれない」

「なに言ってんの？」

「ここはこのまま陶芸教室へ流れ込んでもおかしくない予感をね、こう」

「だから、なに言ってんの？」

「ごめんなさい」

　サボる理由をクリエイティブする限界に達して、カナが降こう参さんする。

　かくしてカナは仕事に戻る。

　小さな火ひ種だねを無む意い識しきに流れへと乗せたことに、気づかないまま。






[image: 黒田雪路]

　黒くろ田だの仕し事ごとはもちろん、陶とう芸げい鑑かん賞しようではない。しかしなんだかんだと理由をつけて緑みどり川かわにくっついて駅えきの個こ展てん会場まで同行していると、秘ひ書しよか付き人にでもなった気分だった。立りつ候こう補ほしてみようかと考えたが、即そく座ざに『いらない』と不ふ採さい用ようを頂ちよう戴だいしそうなので、考えるにとどめた。

　駅の二階に上がり、個展会場の入り口に向かうと、脇わきで待たい機きしていた係かかりらしき男が緑川を見つけて駆かけ寄ってくる。「先生、お待まちしていました」という丁てい寧ねいな挨あい拶さつに緑川は「こんにちは」と冷たい声で返す。相あい手ても慣なれたもののようで、「本日はお願いします」と続ける。

　それから、デパートの担たん当とうと思われるその男が黒田に注ちゆう目もくした。

「こちらの方は」

「気にしないで」と緑川が素そっ気けなく答える。「はぁ」と、男が無む茶ちや言うなとばかりの困こまり顔ながらも、一いち応おうは頷うなずく。先生が気にしないでいいと仰おつしやるのだから俺おれも気にしないでいよう、と黒田が便びん乗じようして都つ合ごうよく黙だまっておく。個展は始まったばかりらしく、案内された会場内にはまだ、スタッフ以外の姿すがたはない。黒田ががら空あきの会場に首と目を巡めぐらせる。

　入り口から数メートルは壁かべと低い天てん井じように囲われた長方形の通路となり、そこを抜けると視し界かいが一いつ気きに開ける。会場内は白はく磁じのような色合いの清せい廉れんな壁を基き調ちようとして、床ゆかの絨じゆう毯たんは青色で統とう一いつされている。中は手前と奥の部へ屋やに分けて作品を展てん示じしている。壁かべ際ぎわだけでなく中ちゆう央おうの台だい座ざにも壷つぼが飾かざられて、その中には大きな花と枝えだが添そえられている。黒田はその壷を眺ながめて、喫きつ茶さ店てんを出たときにかかってきた電話の内容を思い出す。昨日きのう、居い酒ざか屋やの常じよう連れんに依い頼らいしておいた壷の価か値ちについての解答だった。曰いわく『金きん銭せん的てき価値はさほどでもない』とのことだった。

　またその壷がそうした業ぎよう界かいで噂うわさに上がったこともないらしい。そういう金銭の方面ではないのか、と報ほう告こくを受けた黒田は少し落らく胆たんした。そっちの方が、黒田にとっては芸術的な感性よりも分かりやすかったからだ。

「思っていたより小さいな」

　奥の部屋まで覗のぞいてつい正直な感かん想そうを口にすると、緑川が黒田を睨にらむ。失しつ言げんだったと認みとめて「ごめん」と黒田が謝あやまると、鼻を鳴らした緑川が「広くても飾るものがない」と言う。

「そぅその通り。大事なのは飾ってあるものの質しつだよね」

　黒田が便乗して調ちよう子しのいいことを言うが、緑川が首を横に振る。

「そういうことじゃない」と緑川が否ひ定ていするものの、それがなぜなのかというところまでは語ろうとしない。説明する気もないらしく、飾られている自じ身しんの作品に目がいっている。

　突つき放はなされた黒田は一人、考えてみるが答えはまったく見つからなかった。

　個こ展てんが始まって十五分も経たつと、老ろう人じんが二人ほどやってくる。緑みどり川かわを見て、皺しわだらけの顔をくしゃくしゃにして笑いかけてきた。緑川は無ぶ愛あい想そうな顔をごまかすように深々と頭を下げてそれに応こたえる。「ご来らい場じようありがとうございます、……さん」緑川が最初だけ大きな声で、後半尻しりすぼみに歓かん迎げいの意を表ひようす。それを横で聞いていた黒くろ田だが、半笑いを浮かべた。

　老人たちが緑川から離はなれて作品の前を巡めぐり出すと、緑川が黒田の肩かたの揺ゆれ具ぐ合あいに気づく。自分に向けた微び妙みような笑い方を、緑川がいぶかしむ。

「なに？」

「名前を思い出せなくてごまかしたな、と思って」

　ぐむっと、緑川がバツの悪い顔になる。同時に黒田の意い地じ悪わるを批ひ難なんする目となる。

「……悪い？」

「いーやー、ぜんぜん」

　黒田がおどけていると、次の客が入ってくる。緑川が表情を整ととのえて、また愛あい想そう悪わるく応おう対たいする。黒田はその様よう子すを楽しみ、また緑川がごまかすのを聞いて笑い、ふと、あることに気づく。

「そういえば、俺おれってあなたに名乗ったかな？」

　聞かれて、緑川がこめかみを叩たたく。思い出そうと試こころみているようだ。黒田はその反はん応のうが終わり、答えが出るのを待ったが「どっちでもいい」と返されてしまい、「そうか」と言う以外に言こと葉ばが思い当たらなかった。実際、どっちだったのか黒田にも分からなかったのだ。

　無む言ごんの時間が少し経つと、派は手でな女が来場して黒田の目がそちらに引かれる。その買い物袋を大量に持ち運ぶ、和わ服ふくの女には見覚えがあった。陶とう芸げい教室で一番目立っていた女だ、と黒田がすぐに思い出す。仮かりに名前を忘れたとしても、一度見ればその格かつ好こうを忘れる人間はいないだろう。近づいてきた女に、緑川が「や」と小さく手を上げる。女はまず一いち礼れいした。

「先生、人が悪いですね。個展を開くなら教えてくれればいいのに」

　先生という部分に苦にがい顔をしながらも、緑川が「しなかった？」と尋たずねる。「しませんでした」と女が断言すると、「そう」といつものように緑川が締しめくくる。緑川は事実を受け入れるばかりで、そこに個人の感情が伴ともなっていないように感じられた。

　もう一度頭を下げた後に、女が緑川の連れ添そいである黒田にも挨あい拶さつする。

「姫ひめ路じです」

　名乗った女の大きな目が黒田に注そそがれる。不ふ審しんを警けい戒かいする意い識しきもちらほらと覗のぞけた。

　あちらも俺を覚えているみたいだな、とすぐに察する。

「昨日きのう、教室にいましたよね」

「いましたよ」

　黒田が言こと葉ば尻じりに便びん乗じようするように肯こう定ていする。騒さわぎを起こしたにもかかわらず悪びれない黒田に姫路が困こん惑わくするものの、その視し線せんが緑川に揺れる。緑川は、私に聞くなとばかりに露ろ骨こつに目をそらした。しかし姫路はお構かまいなしに尋ねる。

「やっぱりお知り合いだったんですか？」

「違ちがう」

　緑みどり川かわが内に巻き込むようになっているタオルの端はしを直しながら否ひ定ていする。

「でも一いつ緒しよにいますね」

「なんでかは私も聞きたい」

　姫ひめ路じが怪け訝げんな顔となる。一方、横で聞いている黒くろ田だは緑川の言い分が正直であることを理解しているので、その率そつ直ちよくな物言いを評ひよう価かしつつも面おも白しろがっている。

「新しいお弟で子しさんとか」

「いらない」

「あ、恋こい人びとなんてどうでしょう」

「バカじゃないの」

　などと緑川が質しつ問もん攻ぜめにあっている横で笑っている黒田が、ふと視し線せんに気づく。

　会場の中ちゆう央おうにある台だい座ざの上に壷つぼが飾かざられている。その陰かげに身みを隠かくすようにしている女の子が顔だけ出して黒田たちを観かん察さつしていた。黒田は顔を別の方向に向けて、目の端はしでその様よう子すを捉とらえる。

　緑川か姫路の知り合いだろうか、と考える。しかしそれにしては声をかけてくる様子もないし、緑川たちも気に留めていない。女の子は周しゆう囲いを確たしかめるように左右に目を動かして、客が、当然ではあるが女の子よりも飾ってある水さしやら茶ちや碗わんに注ちゆう目もくしていることを確かめてから、背せ負おっていたリュックを下ろして中なか身みを漁あさる。そして、女の子が手を引っこ抜き。

　一いち部ぶ始し終じゆうを眺ながめていた黒田は、なんの遊びだ？　と首を傾かしげる。

　女の子が勢いよく取り出して銃じゆうでも持つように構かまえたのは、じゃがりこだった。

　鼻を高くしていた女の子も自分の突つき出しているものに気づいたらしく、慌あわてたように手を引っ込める。そうした女の子の不ふ可か解かいな行動に、黒田は心当たりを一つ見つけた。

　あれは、間ま違ちがいない。

　スパイごっこだ。独どく自じの設せつ定ていが頭の中に渦うず巻まいて、その結果、隠れて銃の代わりにじゃがりこを構えたのだろう。なぜ代だい用よう品ひんがじゃがりこなのかは、黒田にも想そう像ぞうがつかない。こんなところでやらなくてもなぁ、とも思う。そんなところから記き憶おくがつながり、黒田は小学校でキックベースが大だい流りゆう行こうしていたことを思い出し、郷きよう愁しゆうに駆かられる。当時の友達の顔を一つ一つ思い浮かべて、黒田が一人にやにやとし始める。

　傍はたから見れば大変に気味の悪い口もとだ。しかし、その口が笑っていられない事じ態たいを迎えたことで、黒田の目が凍こおりつく。じゃがりこをしまって、若じやつ干かん苛いら立だつような調ちよう子しでリュックに手を入れて、そうした女の子が再さい度ど構かまえたのは本物の拳けん銃じゆうだったからだ。

　なんじゃそりゃあ、と度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　じゃがりこと拳銃を間違えるって、どうなんだよ。黒田がなにより驚おどろいたのはそこだ。

　小さな女の子に扮ふんして油ゆ断だんを誘さそう殺し屋もいないことはないが、この不ふ意い打うちには黒くろ田だも目を白黒させた。スパイごっこやキックベースという言こと葉ばが未いまだ頭を飛び交かっているのが原げん因いんの一つだった。玩具おもちやかそうでないかは遠とお目めにすぐさま判断できない。しかも、その銃じゆう口こうが緑みどり川かわ円えん子じに向いている。事実が異ことなっていたとしても、黒田の目や角度ではそうとしか見えない。軽けい薄はくそうな握にぎり方と構かまえで、まばたきの直後には引き金を引いてしまいそうな空気を、黒田の鼻先が感じ取る。

　どうする、と意い図との明めい瞭りようではない質しつ問もんが黒田に降りかかる。

　自分以外の誰だれかが緑川の命を狙ねらっている。

　しかもそのことに本人は気づいていない。

　その状じよう況きようを踏ふまえて黒田が動く。考えている間もなく行動した結果、洋よう菓が子しの箱はこを放り捨てて緑川の肩かたを抱だき寄せ、かばいながら拳けん銃じゆうを取り出すことになる。なんだこれは、と黒田の殺し屋としての理性が悲ひ鳴めいを上げる。

　なぜ、俺はこの女を守るように動いているのだ？

　疑ぎ問もんと困こん惑わくが渦うず巻まくものの止まれない。緑川の身体からだに押されて視し線せんや腕うでがブレて狙いを定めきれないまま、黒田が正面に向けて引き金を引く。

　黒田の放った銃じゆう弾だんが台だい座ざの上の壷つぼを射い抜ぬいて、飾かざられた花を散らした。
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　祐ゆう貴きの頭がすっかすかになる。少なくとも精せい神しんは蜂はちの巣すだった。

　しかし肉体の方は健けん在ざいだった。額ひたいに押しつけられた拳銃の先せん端たんの硬こう質しつを鈍にぶく感じていた。

　小こ泉いずみ明あ日す香かが引き金を引いた結果、弾だん丸がんは祐貴の頭部を貫かん通つうしていない。弾たまが入っていなかったのだ。木き曽そ川がわが弾を抜いてしまっていたのだろう、と祐貴が推すい測そくする。

　しかしそんなことは今の祐貴にとって大した問題ではない。

　銃弾よりも、鋭するどい衝しよう撃げきが祐貴を貫つらぬいていた。

　小泉明日香が拳銃を自分に向けて、撃うとうとした事実だった。

　ここまで表情の変化を抑よく制せいしていた小泉明日香の顔が、ゆっくりと歪ゆがむ。その歪みが、祐貴の知らない小泉明日香を生み出していく。頬ほおは膨ふくれ上がり、右目だけが潰つぶれて。赤い歯は茎ぐきを剥むき出しにして、食いしばって欠けた歯の欠片かけらがこぼれ落ちる。

　変へん貌ぼうしきった顔を、流した涙なみだが濡ぬらしたことで感情も決けつ壊かいを起こす。

「ぁぁああぁあぁああぁあぁあ！　あぁあ！　あぁ！　あぁぁああああ、う、うぃぎぎいっぎぎぎぎぎぎっぎぃいいいぃ！」

　抱かかえた頭をかきむしり、小こ泉いずみ明あ日す香かが泣なき叫さけぶ。かわいらしい小さな手と丸い爪つめが頭とう皮ひを引き裂さき、肉と血ちを爪と指の間に押し詰つめる。叫び声に圧あつ倒とうされて金かな縛しばりにあっていた祐ゆう貴きも、それを見て思わず止めようと手を伸ばす。小泉明日香がそれを察さつ知ちして振り払はらい、逆ぎやくに腕うでを伸ばして祐貴の首を掴つかむ。そのまま押し倒たおし、祐貴の額ひたいに再ふたたび拳けん銃じゆうを突つきつけて引き金を引く。何度も、何度も祐貴の殺さつ害がいを試こころみる。しかし祐貴から溢あふれるのは涙なみだばかりで、一いつ向こうに、小泉明日香の望む絵は描えがかれない。

「なんで！　なんで、なんぇで、で、で、え、ぇ、え」

　拳銃を放り捨てて、小泉明日香が泣き崩くずれる。その泣き声の前に祐貴の願がん望ぼう、楽らつ観かんのすべてが掻かき消えていく。祐貴が一歩後ずさる。また、一歩、もう一歩と。小泉明日香から逃げる。壁かべに背中がついたところで、祐貴が覚かく悟ごする。小泉明日香の捨てた拳銃を拾ひろって、祐貴は走った。泣きながら事じ務む所しよを出て、階段を駆かけ下りた。

　自分はここにいてはいけない。小泉明日香の前に立ってはいけないのだと、彼女の血まみれの指を目に焼きつけながら理り解かいする。もう、どうにもならない。まだなんとかなるんじゃないかと、祐貴が根こん拠きよなく抱いていた淡あわい希望は弾たまのない拳銃によって粉こな々ごなに撃うち砕くだかれた。

　雑ざつ居きよビルを出て、そこで祐貴が拳銃を握にぎりしめていることに気づく。弾の入っていない、使い道のない拳銃を服の内側に隠かくして、祐貴が通りに出た。歩きながら何度も雑居ビルを振り返り、その元気がなくなると完全に俯うつむいて、涙で目の前がにじんだ。

　祐貴はまた一つ、自分の現実を知る。数日後に降り注そそぐ隕いん石せきの形を今、はっきりと見ることになったのだ。人生の終わりに花はな束たばや劇げき的てきなゴールは用意されていない。終わりは暗あん黒こくだった。

　犬いぬを抱だいた男が駅えきの方から走ってくる。疾しつ走そうという表現の似につかわしい急ぎ方だが、くっついている犬のせいで緊きん迫ぱく感かんが薄うすれている。男が祐貴とすれ違ちがい、そのまま微かすかな風を残して走り去さる男の衣い服ふくの青さに祐貴の死んでいた目が動き、顔を上げるきっかけとなった。

　祐貴はそのすれ違いざまの一いち瞥べつだけで、その男が殺し屋の事務所にいた女とよく似ていると感じた。なにか関係あるかもしれなかったが、祐貴にはどうでもいいことだった。

　涙をぬぐって明めい朗ろうとなった目の前に広がるのは、今の男が走ってきた道だ。大通りを経へて、駅の裏うらへと通じる道だ。追い風もあってか祐貴の足は自然、そちらへと動き出していた。

　目的はなく、ただ人と人の隙すき間まを抜けて歩き続けて駅の中ほどまでやってくる。そのまま歩いていけば、また、駅の外へ出る。外からやってきて、また外へ行って。

　いったい、どこへ行こうっていうのか。

　祐貴の足が不自然に止まる。

　そこまでが、悲ひ憤ふんで動ける限界だったらしい。

　祐貴が天てん井じようを仰あおぐ。立体的に感じ取れる騒そう音おんが、音の塔とうを建てていく。

　人を撃ってから丸一日が経けい過かしようとしている。

　その間、幾いく度どとなく湧わき上がりそうになりながら、罪ざい悪あく感かんに押し潰つぶされて芽め吹ぶくことのなかった思いが、人通りの中で棒ぼう立だちになるほどに噴ふん出しゆつする。胃いの底に溜たまり続けていたそれが噴ふき上がり、肩や頭からその奔ほん流りゆうが溢あふれる。そうすると、居いても立ってもいられない。全ぜん身しんをかきむしりたくなり、暴あばれまわりたくなり、人ひと目めなど気にせず泣き叫さけびたかった。

　帰りたい。

　帰る場所がほしかった。それがなければ、人は永えい遠えんに迷まい子ごだ。

　人混みに背中を押されて、流れから弾はじき出される。脇わきに寄った祐ゆう貴きの目の前には券けん売ばい機き。偶ぐう然ぜんか、無む意い識しきの産物か家へ帰るための切きつ符ぷを販はん売ばいしている場所までやってきていた。

　帰き路ろを辿たどるための通つう行こう券けん。祐貴の望むものが売られている。手を伸ばしそうになって、だめだと引っ込める。もう家へ帰ることはできない。しかし、しかしだ。このまま逃とう亡ぼう生活を続けようにも、金が底を尽つきようとしている。自分の部へ屋やに戻りさえすれば金を工く面めんすることができる。祐貴が言い分けの抜け道を見つけ出し、引っ込めた手が伸びる機会を窺うかがう。

　他に方法があるのか？　人を脅おどして金品を巻き上げる手もあるが、それは悪あく事じだ。これ以上悪事を重ねていいものか。更さらに言えばそんなことをすれば噂うわさが広がり、自じ身しんの首を絞しめかねない。それならば危険を冒おかしてでも、家へ一いつ旦たん戻って自分の金を手にした方がいい。

　他に方法がないと、祐貴が思し考こうを閉じる。

　夜、両親が寝ね静しずまってからでいい。気づかれないように、金だけを引き抜く。

　両親とは絶対に会わない。それならきっと、構かまわない。

　そうやって言い訳わけを重ねて、祐貴が切符を購こう入にゆうする。こんなにも、胃が引き裂さけそうな思いを持って切符を買ったのはこれが初めてだった。同じ行おこないであっても心の持ち方次し第だいでこんなにも見えてくるものが違うのだと、祐貴が痛つう感かんした。

　券売機の脇で切符を感かん慨がい深く見つめていると、小うるさい足音ばかりの駅えきの中で際きわ立だつ勇いさみ足が聞こえてくる。祐貴がそちらに目をやって、今にもちぎれそうな緊きん張ちよう感かんが再ふたたび引き伸ばされ、張はり詰つめることとなる。

「なにかお困こまりですか？」

　急に声をかけられた祐貴が大げさなほどに跳はねながら振り返る。背はい後ごに立つのは駅えき員いんだった。祐貴が長々と売り場の前で固まっていたので、困こまっているのかと思い声をかけたようだ。ありがた迷めい惑わくというものをこのとき、祐貴は今までの人生の中でもっとも痛感する。

「な、なやなな、なん、です」

　なんでもないですと言おうとしただけでこのざまだった。顔も愛あい想そ笑わらいに失敗して、汗あせまみれの祐貴が震ふるえているだけだ。足の裏うらまで汗まみれになってぬるぬるとした感かん触しよくを味わう羽は目めになるのは避さけられない。早く行ってくれ、とすがるように祈いのった。

　しかしそうした祐貴の挙きよ動どう不ふ審しんな態たい度どが駅員の疑うたがいを招まねく。「きみ、ちょっと」と駅員が具ぐ体たい的てきにどうするかを敢あえて省はぶいて手を伸ばしてくる。祐貴はそれを避けるように後ずさり、余よ計けいな不ふ審しんを買う。職しよく務む質しつ問もんなどされては終わりだし、顔をジロジロ観かん察さつされるだけでも祐ゆう貴きの胃いが縮ちぢむ。いつ、『あのとき人を撃うち殺したやつだ！』と指差されるかと気が気ではなかった。

　そうしてただでさえ追い詰つめられているところに、遠くから鉄てつ道どう警けい察さつがやってくるのを見た瞬しゆん間かん、祐貴は限界に達した。背を向けて、逃げ出す。

「あ！」と鋭するどい声を駅えき員いんがあげても振り向かず、祐貴は靴くつの内側で足を滑すべらせそうになるという妙みような感かん覚かくに苛さいなまれながら走る。人混みを腕うでではね除のけるように掻かき分けて、強引に直線の道を確かく保ほする。小こ泉いずみ明あ日す香かとのやり取りによる、行き場のない悲ひ憤ふんが祐貴をがむしゃらに突つき動かす原げん動どう力りよくとして機き能のうしていた。

　銀ぎん時ど計けいの側そばを通った際さい、祐貴が振り向く。追いかけてくるのは駅員どころか鉄道警察となっていた。二人組が祐貴めがけて着ちやく実じつに距きよ離りを詰めてくる。周しゆう囲いの視し線せんが何事かと祐貴を捉とらえて、怯おびえた祐貴の足が自然に床ゆかを蹴ける。今いま更さら、大人しく捕つかまるわけにはいかなかった。

　そうでなければ、なんのために。なんのために、思い人に額ひたいに銃じゆうを押しつけられてきたのだ。

　外に出て真まっ直すぐ走ると、噴ふん水すい広場の中ちゆう央おうでは両りよう腕うでを広げて大声をあげている女がいた。その派は手でな女の、音の波は紋もんが歌であることを理解する暇ひまもなく祐貴が側を駆かけ抜ける。そのまま祐貴は大きく右に曲がり、横おう断だん歩ほ道どうを渡って繁はん華か街がいに出るか、地下道への階段を駆け下りるかと道の選せん択たくを迫せまられる。祐貴は一いつ瞬しゆん悩なやんだ末すえ、青空に浮かんでいた太陽が雲くも隠がくれするのを見み届とどけたことで地下へ潜もぐることを選ぶ。警察の連中がなかなかに複ふく雑ざつな地下街がいを把は握あくし切れていないことに賭かけた。そしてなにより、空そら模も様ようが太陽を目指すなと訴うつたえている気がしたのだ。

　地下へと飛び込み、祐貴がめちゃくちゃに通路を突き進む。アテもないし、地図だって持っていない。とにかく動き回って警察の目を振り切れればそれでよかった。様さま々ざまな目に今の自分がどう映るかを気にする余よ裕ゆうも途と中ちゆうから失い、視し界かいが激しく上下して酔よいそうになっていた。

　そして何十分と、祐貴の体感ではそれだけの時間を逃げ続けて、書しよ店てんと喫きつ茶さ店てんが隣りん接せつして営えい業ぎようしている場所の前でその足が止まる。ぐるぐると回り続けて行き着いたのは人通りが多く、見覚えのある地下街だった。側の上り階段を歩いていけば駅の前に逆ぎやく戻もどりとなる。

　血ちの味がにじむほど、からからに渇かわいて亀き裂れつの走った喉のどからは、焦こげたような味の吐と息いきがこぼれる。地下鉄に流れていく人混みから祐貴を見分けて追いかけてくる足音はない。

　膝ひざやふくらはぎは過か多たな動きで限界を迎えて、痙けい攣れんしていた。

　しかし祐貴はすぐにまた別の、もっと人目につかない場所を求めて無理を押して移い動どうする。駅で繰くり広げられる悲ひ喜きこもごもの物語に背を向けて、祐貴が孤こ独どくへ歩あゆみ寄る。

　祐貴が人混みを嫌きらって逃げ込んだ先は駅の地下に広がる駐ちゆう車しや場じようだった。照しよう明めいの数が少なく、近くを通るバス乗り場もトンネルの中のように薄うす暗ぐらい橙だいだい色いろとあって、自然こちらの道を選んでさまよい、行き着くこととなった。場所としては、ここを上がっていけば駅内の大おお型がた電気店の入り口付近にたどり着く。祐貴はそれに気づかず、かなりの遠回りを経へてたどり着いた。

　地下駐車場はホテルによくあるそれと作りは大たい差さない。広さこそ数すう倍ばいはありそうだが、コンクリートの壁かべと天てん井じよう、そして大きな支し柱ちゆうが四角形を描えがくようにエリアを区切っている点は共きよう通つうだ。祐ゆう貴きは地上へ向かう坂から正反対、駐ちゆう車しや場じようの奥まで向かって、関係者以外立ち入り禁きん止しと書かれた鼠ねずみ色いろのシャッターに通じる階段を自分の居い場ば所しよとした。

　階段の下から二段目に腰こしを下ろして、膝ひざの上に腕うでを畳たたんで載のせる。前まえ屈かがみの姿し勢せいで極きよく力りよく、人の視し界かいに入らないよう努つとめながら祐貴がようやく一ひと息いき吐はく。落ち着くと、ここまでのやり取りが心に強く浸しん透とうしていく。祐貴の心は心しん臓ぞうの下にぶら下がり、錨いかりのように重苦しかった。

　時々、車ではなく電車の走り出す音が祐貴の耳に届く。それは頭の上を走る、空飛ぶ列車のような感かん覚かくで通過しては消えていく。大勢の人を乗せた電車が走っていくのを感じ取ることが祐貴にとっての時計代わりだった。

　自分のこうした苦しみと無む縁えんに生きる人たちが、街まちに溢あふれている。

　人が一人殺されたところで途と切ぎれないものが、血けつ流りゆうのように街を流れ続ける。

　理り不ふ尽じんなほど、自分の物語というものが小さく扱あつかわれるしかない世界に、祐貴が嘆なげく。

　整せい備び不ふ良りようなのか、駐車場の照しよう明めいが一つ明めい滅めつを繰くり返し、やがて輝かがやきを失う。祐貴はそれをぼんやりと見み届とどけて、灰はい色いろとなった照明に自分の姿すがたを重ねた。

　地下は、明かりを消してしまえばいとも容た易やすく夜が生まれる。

　羨うらやましかった。

　自分にも再ふたたび夜が来ることを祈いのって、祐貴が静しずかに俯うつむき、目を瞑つむる。

　拳けん銃じゆうを額ひたいに押しつけられた感覚は、永えい遠えんに消えそうもない。
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　黒くろ田だに肩かたを抱だかれてかばわれていたため、緑みどり川かわは最初、状じよう況きようを把は握あくすることができないでいた。昨日きのうもこんなことがあった気がする、と間ま近ぢかで聞いた銃じゆう声せいに耳を狂くるわされながら、黒田の胸むなもとに視し界かいを閉ざされる。銃声が遠のくまでそのままでいたが客の悲ひ鳴めいが剣けん山ざんのように突つき出て空気が殺さつ伐ばつとしていくのを感じ取ると黒田の胸むねを突き飛ばして距きよ離りを取り、正面から向き合う。黒田は手早く隠かくして既すでに手ぶらとなっていたものの、緑川はその手に拳けん銃じゆうを握にぎっている場面を目もく撃げき済ずみだった。黒田と緑川はお互たがいの距離を詰つめず広げず、向き合う。

　黒田の視し線せんは時とき折おり、台だい座ざの付近に向かい緑川もそちらを一いち瞥べつするものの見当たるのは床ゆかに屈かがんで目を丸くしている女の子だけだった。あの子がなんなのだ、と緑川が状況の不ふ透とう明めいさに苛いら立だつ。

　個こ展てんを巡めぐっていた客も異い変へんに怯おびえながら、次し第だいに混こん迷めいの源げん泉せんにたどり着く。緑川と、対たい峙じする黒田に全員の視線が注そそがれて、悲鳴は徐じよ々じよに対たい岸がんへ消える波なみのように静まる。拳銃の発はつ砲ぽうという暴ぼう力りよく的てきな事じ件けんの現場としてはありえないほどに落ち着き、安定してしまう。

　雪が降る空の下で、息いきを潜ひそめているような感かん覚かくを共有していた。

　個展が開始したばかりで、客の数が少なく、また年ねん配ぱいが多いから起こり得たのかもしれない。場ば違ちがいな印いん象しようのある女の子も冷れい静せいに緑川たちを見つめて、泣き言を漏もらさない。

　緑川は、喫きつ茶さ店てんの前でのことを思い出す。

　あのとき、黒田が懐ふところから引き抜こうとしていたものを理り解かいし、表情に険けわしいものが混じる。脅きよう迫はく状じようの件けんもこの男が、と関連づけそうになる。黒田はその視線を弱よわ気きな笑え顔がおで受け止めて、再ふたたび懐に手を突っ込む。そこで静せい観かんしていた客たちがざわめく。動どう揺ようが広がり、砕くだけた壷つぼの破は片へんを蹴けって、踏ふむような音も聞こえた。

　しかし、緑川は引かない。そんな意い固こ地じな緑川に、黒田が微ほほ笑えむ。

　そうして黒田が取り出したのは、財さい布ふだった。

　なんてことのない。ありふれた、黒い財布だ。それをひっくり返し、ひらひらと振る。

「生あい憎にくと今、持ち合わせがない」

「は？」

「壷の代金は後で必かならず弁べん償しようするので。今日のところは、これで！」

　黒田が爽さわやかな笑顔で取り繕つくろいながら手を上げて、個展会場の入り口へ猛もう然ぜんと走り出す。陶とう芸げい教室から逃げたときと同どう様ように、遁とん走そうに全力を傾かたむけていた。嵐あらしを引き起こした風が、猛もう烈れつな速さで引き上げていく。はた迷めい惑わくな台風が一いつ瞬しゆんだけ緑川の環かん境きようを荒あらしていくようなものだった。

　さすがの緑みどり川かわも、黒くろ田だの言い分を「そう」と呑のみ込むことはできない。

「先生、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　会場の隅すみで事じ態たいの成り行きを計はかっていた姫ひめ路じが緑川の隣となりにやってくる。緑川は「無事」と短く答えながら、大きく嘆たん息そくした。昨日きのうに引き続き、今日も自分の催もよおしを台だい無なしにしてくれる。

　黒田という男が、緑川の中で陽よう気きな疫やく病びよう神がみに見えてきていた。

　会場から逃げ出そうとする者によって淀よどんだ流れが入り口付近に小さなこぶのような人だかりを作り上げる。そうした混こん乱らんが広まるより前にひっそりと、台だい座ざの側そばで屈かがんでいた女の子が黒田と同どう様ようの経路を通って会場の外へ逃げ出していた。視し線せんの高い大人ばかりが揃そろっている故ゆえ、小さな子供のしでかすことを見み逃のがすことになる。俯うつむいていた緑川はかろうじてそのちょこまかとした動きに気づいたものの、そんなことより一発の銃じゆう弾だんが引き起こした問題の後あと始し末まつに鬱うつ々うつたる思いとなっていた。この後に事じ情じよう聴ちよう取しゆでもされて様さま々ざまな説明を代表として行わなければいけないと考えると、自分もそのまま外へ逃げ出してしまいたい気分だった。

　緑川が割れた壺つぼの側に行く。台座に残る壺の底から、花を飾かざるために浸ひたしていた水が流れ落ちる。壺の破は片へんの隙すき間まから滝たきのように流れるそれを見て、緑川が「綺き麗れいだ」と思わず呟つぶやく。

　崩ほう壊かいした壺はそれ自体の尖とがりが花か弁べんのようにも映うつり、時の移ろいによって色いろ褪あせた花が透とう明めいな清きよ水みずを湧わき出させているかの如ごとき風ふ情ぜいがあった。少なくとも緑川にとっては、偶ぐう然ぜんと暴力の生んだ景色けしきでありながらも状じよう況きようを一いつ瞬しゆん忘れて評ひよう価かするだけのものがあった。

『弟で子しよりは見込みがある』と。

　足もとには銃弾に貫つらぬかれて、折おれて散ちった箇か所しよに焦こげ目のついた枝えだが転がっている。その先せん端たんを拾ひろい上げて、鮮あざやかに咲さき誇ほこる青い花びらを緑川が見つめる。緑川の涼すずやかな顔つきと相まって絵になる構こう図ずだったが、当とうの本人は段々と険けわしい顔になる。焦げ目を眺ながめていると銃声と黒田を連想して、段々と、腹はらが立ってきたのだ。枝を割われた壺の中ちゆう央おうに、投げ捨てるような形で浮かべる。最初は穏おだやかに水上を漂ただよっていた花と枝も、次し第だいに底へと沈んでいく。

　壺の中の水がすべて流れ出てしまったのだ。取り残された花はいずれ、枯かれる運うん命めいにある。

　緑川の気分も、同どう様ようだった。個こ展てんという、苦労して咲かせた花の散っていく喪そう失しつ感かんが血の気けのように頭を駆かけ上がる。壷は割られる、始まったばかりの個展はめちゃくちゃ。耳も痛いたければ肩も凝こる。おまけに調ちよう子しばかりいい男につきまとわれて、そいつが拳銃なんて物ぶつ騒そうなものを携けい帯たいしている始し末まつ。

　どれから手をつけて怒おこればいいのか分からず、緑川が地じ団だん駄だを踏ふむ。

　自分の頭が、焼き上げるのに失敗した花か瓶びんのように、でこぼこに感じられた。
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「自由だー」

「明日もちゃんと来るようにね」

「……仮かり釈しやく放ほうだー」

　制せい服ふくから着替えたカナの上げていた諸もろ手てが弱々しく萎なえた。

　夕方過すぎまでなんとか大人しく勤つとめ上げたカナが、労ろう働どうから解放されたことにまずは喜よろこぶ。問題は山やま積づみでも一つの苦しみを乗り越こえて、カナはなんとなくやり遂とげた気分に浸ひたる。しかし実際、本当に何一つ解決していないので軽かった足取りも一階に出たあたりでいつものように気だるいものとなった。のたくたと、手足の動きが鈍どん重じゆうなものとなる。

　一階の構こう内ないは人ごみと異ことなるざわめきに満ちていた。カナもそれを感じ取り、その出で所どころを探さぐる。空気を追っていくと金きん時ど計けいの側のエスカレーターを上がった先でなにかがあったようだった。二階の通りに警けい官かんの姿すがたが見えて、また事じ件けんでもあったのかなとカナが推すい測そくする。眺ながめているだけではそれ以上に詳くわしいことは分からなかったが、カナも詳しよう細さいを把は握あくしようという気はない。少し気になったものの、そのままマンションへの帰き路ろに就ついた。

　仕事が終わったら犬いぬと飼かい主ぬしを捜さがす約やく束そくだったが、外は既すでに日が没ぼつしようとしている。人ひと影かげと夜の境きよう界かいが曖あい昧まいなものとなり、飼い主どころか性せい別べつを判別するだけで一ひと苦く労ろうだ。こんなことで飼い主を捜し当てるなんてことができるのだろうか。カナが弱よわ気きになりながら駅えきを離はなれて、大通りを経けい由ゆしてマンションの見える通りまで着く。高こう層そうビルや店の看かん板ばん、鉄てつ塔とうの赤い点てん滅めつが夜に浮かび上がる。その光の群むれは、片かた付づけ忘れて、夜に取り残されたように見えた。明るさに吸すい寄せられるように目が動き、そこでカナは思いがけないものを見つける。洋よう風ふうのたたずまいの喫きつ茶さ店てんに走って近寄り、入り口に貼はられたチラシを覗のぞき込む。

　他人のそら似にはありえない、丸い形状の犬が写っていた。迷まい子ご犬けんを捜している旨むねを読み込んで、「うほいっ」とカナが自分のことのように喜よろこんで万ばん歳ざいする。店内から外を窺うかがう店員に怪け訝げんな顔をされているが、カナは気づいていない。早さつ速そく連絡しようと、堂どう々どうと電話番号なんか書いていていいのだろうかと杜ず撰さんな個こ人じん情じよう報ほうの開示に疑ぎ問もんを抱いだきつつも、カナがそのチラシに記き載さいされた番号にこの場でかけてみる。ややあって、電話が繋つながる。

『はいもしもし。どちらさん？』

　若い女性の声が聞こえてくる。電話越ごしなのにその声に力強さを感じた。

「えぇと、はい。犬捜しのやつなんですけど」

　勢いのある声に気け圧おされながらも、カナがたどたどしく用よう件けんを説明する。

『見つけた？』

「今、あたしの家にいます」

『なにィ！　マジか！』

　悲ひ鳴めいのような反はん応のうだった。声量の大きさにカナが思わず電話から顔を離はなす。

　なんだかどこかで聞いたことのある声だな、とそこでなにか思い出しそうになる。

『保ほ護ごしてくれたの？』

「という感じです」

『そいつはありがとうだよ。あの探たん偵てい役やくに立たんなー。あいつ怪け我がとかしてない？』

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。元気してます」

『そっか。ならいい、安心した。大丈夫だとは思っていたけど、やっぱり少しはね』

　言い訳わけでもするような調ちよう子しだった。心配していたことを照てれ隠かくしするようでもある。

「それで、今から引き取りにこられますか？」

『うんいけるいける。あんたチラシ見て連絡してくれたなら、駅えきの近所？』

「そうです。犬いぬも近くにいますから、えっと、そっちは側そばですか？」

『丁ちよう度どそのあたりにいるから。そっち都つ合ごういいなら、今からで』

「はい、じゃあ今からで」

『どこで落ち合おう？　駅でもいいけど』

「この喫きつ茶さ店てん、分かります、よね。奥にピアノのあるとこで、名前は」

『分かるに決まってんじゃん。分かった、そこの前まで行くから』

「あ、はい。犬を連れて行きます」

『うん。あんた、名前は？』

「岩いわ谷やカナです。そっちは」

『二に条じようオワリ。それじゃ、急ぐから！』

　最後は走り出したように声が横に伸びて、気持ちよく途と切ぎれた。

　電話をしまってから、「おしおし」とカナがガッツポーズを取って走る。少しでも早く犬に教えてやりたかった。マンションに飛び込み、ホールを駆かけ。エレベーターで足あし踏ぶみして、部へ屋やにたどり着く。

「おーい、喜よろこべ犬よー」

　扉とびらを開けながらカナが上じよう機き嫌げんに犬を呼ぶ。丸い犬は既すでに夕ゆう飯はんを食べ終えて、床ゆかにだらしなく寝ね転ころがっていた。仰あお向むけとなり、てっぷりとした腹はらが小高い丘おかのように自じ己こ主しゆ張ちようしている。一目見てカナが呆あきれそうになるが、ギャッピーから見た自分もこんなものだろうなぁと思い直し、「許ゆるす！」と肯こう定ていした。鏡かがみとして自分を見つめなおす気はまったく起きなかった。

　犬は部屋を汚よごした様よう子すもなく、大人しく過すごしていたようだった。粗そ相そうも分別なくすることはなく、備そなえ付けのトイレを行ぎよう儀ぎよく使用した形けい跡せきまである。どこまでも不ふ思し議ぎな、人間くさい犬いぬだった。犬の気ぐるみを着て、中に小こ人びとでもいるのではとカナが疑うたがいそうになる。

　ごろんと、転がって起き上がった丸い犬がカナの足もとにやってくる。カナが犬を抱だき上げて、その顎あごの下を撫なでながら捜さがしに行くまでもなかったことを報ほう告こくする。

「飼かい主ぬしさんと連絡ついたぞ」

　丸い犬が顔色を変えて、自然、尻尾しつぽをぱたぱたと振る。正直な反はん応のうにカナの頬ほおもほころぶ。

「今から引き取るために来るって。出かける準じゆん備びするからちょっと待まってろよー」

　犬を床ゆかに下ろして、カナが鞄かばんと荷物を床に放る。そのついでにテーブルの拳けん銃じゆうを手に取る。剥むき身みで捨すてるのはまずいかと、ティッシュを大量に使用して包んだ。拳銃のミイラという感じになる。

　パジャマに着替えたカナが腰こしとの間に拳銃を挟はさむ。この角度なら万が一弾たまが出てもパジャマのお尻しりが破やぶけるだけだ、とカナが拳銃の位置を調整し終えて頷うなずく。それから丸い犬を抱き上げて玄げん関かんに走った。今度こそ足取りは軽やかで、その魔ま法ほうがすぐに解とけることはなかった。

　犬を渡わたす、拳銃を捨てる。それで問題が二つも解決する。

　こんなに順じゆん調ちように行くなんて、やっぱり労ろう働どうってすばらしい。健けん全ぜんな生活は常じよう識しきある時間配分から生まれるのだ、と今までの生活態たい度どを棚たなに上げて得とく意いげになる。

　たった一日働はたらいただけで、カナはどこまでも有う頂ちよう天てんだった。
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　乗れただけでなく、座すわれたことも奇き跡せきに思えた。

　夜が街まちに立ちこめ始めたのを見み計はからって地下から出てきた祐ゆう貴きは、帰き宅たくラッシュの時間帯たいにまぎれて電車に乗り込んでいた。それは駅えき構こう内ないの二階での『発はつ砲ぽう事じ件けん』による警けい察さつの関心の推すい移いが関係していたのだが、祐貴には知り得えないことだった。その偶ぐう発はつ的てきな幸こう運うんに乗る形で、祐貴は順じゆん調ちように駅から離はなれていく。窓まどの外に目をやると、見み慣なれた景色けしきが広がっている。『ＵＦＯには愛あいがある』と掲かかげる謎なぞの看かん板ばんや、映えい画がの宣せん伝でんの垂たれ幕まくを年中かけているモール。街まち、家、人。すべて祐貴が帰り際ぎわに見続けてきた、変わり映ばえしない町まち並なみに過すぎない。しかし今の祐貴にとっては広大な森を抜けて人の土地を発見したときのような、『救われた』という感動すらある。

　各かく駅えき停てい車しやなので、すぐに次の駅、枇び杷わ島じまに停車するとアナウンスされる。以前は早く着けよと聞くことで苦にがい顔になるその名前が、今は家に近づいているというカウントダウンに思えて、心しん臓ぞうが高たか鳴なる。

　祐貴の隣となりに座る煤すすけた雰ふん囲い気きの男は車内マナーなど無む視しして通話中だった。目ま深ぶかくかぶった帽ぼう子しと、ちぢれたようなもみあげの間に覗のぞく耳と電話がくっついている。男は「失敗した？　マジで？　マジか？　マジなのか？」と段々と涙なみだ声ごえになっていて、祐ゆう貴きが自分のことを忘れてつい心配しそうになる。電話を切った後は俯うつむき、顔を上げる様よう子すがまったくない。

　祐貴は死んでいないかとそれだけ確たしかめて、帽子の奥にまばたきを見て安心する。

　その後に訪おとずれるのは、次の駅えきへの停車を告つげる音と振しん動どう。停止した電車の中で祐貴は指ゆび折おり数える。あと四つの駅を進めば、祐貴の地じ元もとに着く。そして、家へ、帰るのだ。

　不安もありながら、しかしそれ以上に祐貴の心の中で声が大きいのは期き待たいだった。八はつ方ぽうふさがりの現状に疲つかれ切って、そこからの解放を望んでいる自分の叫さけびが祐貴の耳に聞こえる。一体いつまでこんな時間が続くんだ、と。祐貴は不安と共ともに悩なやみ抜き、答えをぼやかす。

　あの木き曽そ川がわという男なら、きっとこう言うだろうと祐貴が想そう像ぞうする。

『ずっと続くに決まっているじゃん』と。
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「うむ」

　美み鈴すずがその出で来き映ばえに力強く頷うなずく。腕うでまで組んで鼻を高くしている。

　美鈴の視し線せんの先には黒い台に飾かざられたノートがある。黄色のビニールテープで柔やわらかく巻いて固定されたその表ひよう紙しのサインを見つめて、美鈴がもう一度頷いた。家へ帰ってきた美鈴がいの一番に行ったのは、二条オワリのサインを自じ室しつの机つくえに展てん示じすることだった。

　それが終わってから、使ったビニールテープやハサミを放り出してベッドに飛び込む。拳けん銃じゆうの入ったリュックも床ゆかにそのままだ。俯うつぶせに寝ね転ころんだ美鈴が掛かけ布ぶ団とんに顔を押しつけて、身体からだを跳はねさせる。何度か機き嫌げん良よく跳ねて埃ほこりを立たせた後、「うひひひ」と気き味みの悪い笑い声をあげる。顔を少し上げて振り向けば、机の上にはサイン。なにはなくともサイン。「うひふひ」

　本人に会って直接サインしてもらい、話までした。名前も覚えてもらった。

　また暴あばれ出す。その繰り返しはしばらく収おさまることがなかった。

　満開の幸しあわせに噎むせることがなくなった後、ようやく美鈴が個こ展てんでのことを振り返る。危うく銃じゆう弾だんが当たって死ぬところだったことを思い出し、ムッとあの背せ広びろ男おとこに怒いかりを抱いだく。それに加くわえて自分以外にも拳けん銃じゆうを持っているやつが次々に現れるのを、美み鈴すずはどういうことかなと考える。今では大人が銃を持つのは当たり前なのか、それとも偶ぐう然ぜん、そうなったのか。

　美鈴が、二に条じようオワリと別れたあとのことを振り返る。

　あの後、美鈴は駅えきの構こう内ないを一直線に走り抜けた。すれ違ちがった鉄てつ道どう警けい察さつは美鈴にまったく構かまうことなく二条オワリを追ってしまい、こいつは困こまったぞと頭を悩なやませる。そんなとき、美鈴はエスカレーターを上がっていく姫ひめ路じ灯あかりの背中を見つけてしまったのだ。

　そういえば殺しに来たんだった、と二条オワリと出会うことで霞かすんでいた目的を美鈴が思い出す。正直どうでもよかったが、そこで美鈴は、本人にとっての妙みよう案あんを閃ひらめく。姫路灯を射しや殺さつしてしまえば大おお騒さわぎになり、二条オワリを追うどころではなくなるのでないか、という発想だ。

　二条オワリの役に立てる、と美鈴はわくわくしながらエスカレーターを上り、姫路灯を追った。そしてへんてこな壺つぼやらが飾かざってある会場に入り込み、美鈴としては恥はずかしく感じる若じやつ干かんの不ふ手て際ぎわがありながらもなんとか拳銃を構えていざ発はつ射しや、という段階でなぜか向こうから先に撃うたれてしまった。そういうことがあったのだ。

　機き先さきを制せいされてしまうのは昨日きのうに続いて二度目となる。美鈴はそこに膨ふくれっ面つらを浮かべるも冷れい静せいな部分があり、二度目という部分に着ちやく目もくする。そう、普ふ通つうは起こりえないであろう事じ件けんが二日も続いたのだ。二日続けての偶然とくれば、三日目もありそうだと美鈴が期き待たいする。

　名な古ご屋や駅えきへ行けば、また明日も発はつ砲ぽう事件の現場に居い合あわせられるような気がした。もしかすると次回こそ自分が主しゆ役やくかもしれない、と意い気き込ごむ美鈴に罪つみの意い識しきはない。それだけではなく、今日はあの後に駅を離はなれるしかなかったので会えずじまいだったが、また二条オワリに出会うことができるのではないかと。なにより、それを願って美鈴の頬ほおが緩ゆるむ。

　寝ね転ころんだまま窓まどの外を見ると、赤く点てん滅めつする鉄てつ塔とうが夜空に浮き上がり始めていた。

　今日の物語にこれ以上の続きはない。至し福ふくの一日だった、と美鈴が前向きに締しめる。

　明日はなにをしようと夢ゆめの風ふ呂ろ敷しきをいっぱいに広げて、美鈴が大だいの字になる。

　そうして拡かく散さんさせた意識が、次し第だいに縁ふちに溜たまった眠ねむ気けと共ともに心へと溶とけていった。








→三日目に続く。　　　　　
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「こなみ」

　来ない眠い虚むなしいの省しよう略りやくのつもりだった。

「……みがないか」

　花はな咲さき太た郎ろうがベンチから背せを離はなして身体からだを伸ばす。外は既すでに夜を迎むかえ始めている。日の光は明日までお預けとなり、時間に背中を押されるように夜が領りよう域いきを広げていく。図と書しよ館かんから発せられる灯あかりと、時とき折おり走り抜ける自動車のライトが自然公園を映うつし出す度たび、太郎の帽ぼう子しの緑みどり色いろが信号のように浮き上がる。

　岩いわ谷や老ろう人じんはあの後、すぐに去さって行った。拍ひよう子し抜ぬけだったが助かったと言える。

　しかし、と太郎は油ゆ断だんしていない。

　ああいった手合いと出会って、それがたった一度で済すんだ試ためしがない。これから先、思いもかけない場所で遭そう遇ぐうすることは大いにあり得えた。不ふ思し議ぎなものだ、と太郎は思う。

　出会いというものは偏かたよりが存そん在ざいする。偏りによって、金こん平ぺい糖とうの凹おう凸とつが生まれるように友人や恋こい人びと、様さま々ざまな人間関係ができあがるのだ。人と出会う確かく率りつが平びよう等どうであるのなら、同じ人間と何度も出会うという偏りはどうして生まれるのだろう。生せい活かつ圏けんや行動のパターンというものが関与しているのだとしても、大たい半はんを占しめる偶ぐう然ぜんという要よう素そが悪戯いたずらしているとしか思えない。

　偶然という名の運うん命めいに意思があるのなら、人にそれを左右することはできない。

　だからこそ、人は出会いという概がい念ねんを大事にできるのかもしれない。

　本ほん命めいの首しゆ藤とう祐ゆう貴きは未いまだ姿すがたを見せない。しかし太郎はその場を動かない。

　閃ひらめきではなく、経けい験けんに基もとづく勘かんというべきものを太郎は信じていた。必かならず来ると信じている以上、ここを動く理由がない。夜になるまで雨が降らなかったのは幸さいわいだった。

　この場で何時間、待まち続けただろうか。

　そうした太郎の忍にん耐たいが報むくわれるときがやってきたのは、それから三十分以上経たってからのことだった。タクシーが駅の方面へと走り、すれ違ちがった歩道の人ひと影かげがスポットライトに浮かび上がったのを太郎は見み逃のがさない。服ふく装そうこそ学生服ではないが、首藤祐貴だった。

　上はフード付きのパーカーで下はスラックスと、あり合わせを無理に着ているという組み合わせだった。首藤祐貴の現状を踏まえれば脅おどすか盗ぬすんだ代しろ物ものかもしれない。首藤祐貴は小こ泉いずみ明あ日す香かが通った道を逆ぎやくになぞるように、自然公園の方へとやってくる。薄うす暗くらがりでは顔色こそ判断できないが、浮ふ遊ゆう感かんがありおぼつかない足取りから憔しよう悴そうは見て取れた。

　太郎がベンチから離れる前に、心こころ構がまえを確かく認にんする。

　ひとつ、相あい手ては殺さつ人じん犯はんである。

　ひとつ、相手は現げん在ざいも拳けん銃じゆうを所持している可か能のう性せいが高い。

　ひとつ、相手がその拳銃を向けてくることも十じゆう分ぶん考えられる。

　つまり話し合いより先に多た少しようの実力行こう使しも許される雰ふん囲い気きだ。ジュラルミンケースを掴つかんで、図と書しよ館かんにでも向かうように歩き出す。正面からしかけるのは怖こわいので、回り込むことにした。

　太た郎ろうは移い動どうの間も首しゆ藤とう祐ゆう貴きを観かん察さつする。首藤祐貴は家へ近づいていることへの気の緩ゆるみがあるのか、気を張って周しゆう囲いを警けい戒かいしている雰囲気がない。いかんなぁ、いかんいかん。太郎が首藤祐貴の不注意にぼやきながら、好こう都つ合ごうとばかりに遠回りに距きよ離りを詰つめていく。

　反はん撃げきされることへの恐きよう怖ふがあるので、まず抵てい抗こうの意志を根こそぎ刈かり取ってから話をしよう。人殺しが相手というのは暴ぼう力りよくを振るうことへのお手軽な免めん罪ざい符ふとなってよろしい。太郎が以前、初対面の木き曽そ川がわを全力で殴なぐったときを思い出しながらジュラルミンケースを水平に構かまえる。

　音なく素す振ぶりを繰くり返した後、大きく、その背中に踏ふみ込んだ。

　首藤祐貴が振り返ろうとするより早く、太郎が腰こしを限界までねじる。そして首藤祐貴を視し界かいに入れないまま、ねじった身体からだを解放してジュラルミンケースを振り回す。それは首藤祐貴の脇わき腹ばらに、全ぜん身しん全ぜん霊れいの一いち撃げきを叩たたきつける結果となった。腰から上をえぐり取るような勢いきおいで衝しよう突とつしたその一いつ閃せんに、首藤祐貴がコの字を全身で描えがいて吹ふっ飛んだ。道路ではなく自然公園の側へと殴り飛ばした気き遣づかいを評ひよう価かしてほしい、と反動でよろめいた太郎が冗じよう談だんめかす。

　不ふ意い打うちにまったく対たい応おうできなかった首藤祐貴が、目を見開いたまま悶もん絶ぜつしている。気が動転しているのか、額ひたいを地面に擦こすりつけたまま膝ひざで立ち上がって歩こうとして失敗している。膝をごりごりと削って、膝から下の部位が空から回まわりする様さまは奇き妙みようなものだった。

　太郎も手首を若じやつ干かん痛いためたが気にする素そ振ぶりを見せず、首藤祐貴の側そばに素早くかがみ込む。首藤祐貴の両腕を背中側へと回し、重ねた両手首を上から押さえつける。そこで首藤祐貴の見開くだけだった目玉が血ち走ばしりながら太郎を捉えた。その食いしばった歯と、今にも切れて出血しそうな唇くちびるの端はしを太郎が見下ろす。

「首藤祐貴くんだな。うん、人ひと違ちがいじゃなくてよかった」

　白しら々じらしくそんなことを言う。名前と素す性じようを知っているぞ、と相手に教えるためだった。首藤祐貴も反はん応のうはするが、まだとても喋しやべる余よ裕ゆうがないらしく口を開閉させるだけで声が出ない。

「一つ聞きたいことがあって待まっていた。質しつ問もんに答えたら、えぇと」

　その後、首藤祐貴をどうするかなんて考えていなかった。このまま警けい察さつに引き渡した方がいいのだろうか、と太郎が思い悩なやむ。人殺しは悪あく人にんで間ま違ちがいないが、首藤祐貴と自分は無関係だ。そもそも殺し屋との人間関係をなぁなぁで放ってある太郎であるから、そこを踏ふまえると決断しづらい曖あい昧まい模も糊ことしたものを感じた。

　太郎が逡しゆん巡じゆんしている間に首藤祐貴も少しは回かい復ふくしたのか、瞳ひとみから溢あふれていた涙なみだと血走りが少しずつ引いていく。話せる頃ころ合あいになったと見て、太郎が問題を棚たなに置いて尋たずねる。

「きみはどうやって拳けん銃じゆうを手に入れた？　まさか、拾ひろったわけじゃないよな」

　尋たずね方としては否ひ定ていを含ふくんでいても、本ほん心しんでは肯こう定ていを望んでいた。それならば話が早いからだ。しかし首しゆ藤とう祐ゆう貴きはその問といに顎あごを引くことはなく、『違ちがう』と口だけを動かした。

「そうか……」

　落らく胆たんしつつも噓うそはないと認みとめる。ここでそんなことに噓をつく理由がないからだった。

　それならば首藤祐貴に用はない。このまま解放してもいいのだが、いやしかしと太た郎ろうが葛かつ藤とうし、拳銃ぐらいは没ぼつ収しゆうしておいた方がいいだろうと判はん断だんした。一度引き金を引けた者なら、次を引き起こす可か能のう性せいは十じゆう分ぶんにある。太郎が引き取り、捨すててしまおうという考えだった。

　それを提てい案あんしようとした矢や先さき、首藤祐貴が痛いたみの峠とうげを越こえたのか動き出す。腰こしを折おり曲げて海え老びぞりになり、ずっと空から回まわりしていた足で太郎の後こう頭とう部ぶを蹴ける。「あだっ」と太郎が前まえ屈かがみになって帽ぼう子しが頭から落ちる。そして帽子をつい拾い上げようとしたのを見み計はからい、首藤祐貴が動く。強引に身体からだをねじり、肘ひじや肩かたへのダメージを一いつ切さい無む視ししたような動きで太郎の拘こう束そくから逃のがれる。苦く悶もんの声をあげながらも転がって太郎から距きよ離りを取った首藤祐貴が拳銃を構かまえる。それを見た瞬しゆん間かん、太郎は相手を、状じよう況きようを、危険を。一いつ切さいを無む視しして蹴り上げた。すべてに優ゆう先せんして足が動いたのだ。首藤祐貴の手首を蹴り上げて、拳銃を弾はじき飛ばす。首藤祐貴は手首を押さえて腹はらが痛むように腰を曲げながら、拳銃を回収することなく一いち目もく散さんに逃げ出した。家がある方ではなく駅えきの方角へと引き返すつもりのようだった。

　首藤祐貴が走り去さるのを太郎は追わなかった。それは警けい察さつの仕し事ごとだ、と自分の立場をわきまえて、という言い訳わけで怠たい惰だを許す。拳銃を向けられた際さいの冷ひや汗あせがまだ続く中、そのまま座すわり込んで見送っていたが、ふと違い和わ感かんに気づく。

「あっ」と太郎が血けつ相そうを変える。落としたかと思い周しゆう辺へんの地面を調べるも、やはりない。

　拳銃を回収した後、太郎がまた尻しり餅もちをつき、首藤祐貴の逃げた方へと恨うらめしい視し線せんを送る。

「財さい布ふを盗とられた。あいつか、参まいったな」

　ズボンの後ろポケットに入れていた財布を奪うばわれていた。殺さつ人じん犯はんだけでなく窃せつ盗とう犯はんでもあるのか、と太郎がぼやく。それから、あれだけ怯おびえていたのに度ど胸きようがあるものだ、と妙みようなところで評ひよう価かした。

　財布には現金と名めい刺し、それに各種ポイントカードぐらいしか入れていなかったが、それだけでも十じゆう分ぶんに損そん失しつと呼べた。その代わりとして奪い取った拳銃はモデルガンではなく本物だった。

　撃うてば弾たまが飛ぶと昨日きのう、太郎の目の前で証しよう明めいしてくれたのだから。

「これを有あり金がねはたいて買ったと思えば……いやいや」

　太郎が地面に座り込んだまま拳銃を弄いじる。拳銃を手にする機会などそうそうない。引き金以外を触さわって様さま々ざまな角度で観察してみると、弾が装そう填てんされていないことを知った。

　これではただの鈍どん器きである。首藤祐貴が撃ち尽つくしてしまったのだろうか。それならばもっとニュースで報ほう道どうされるだろう、と太郎が自じ身しんの考えを否定するも、結論は出ず。

　残るのは財さい布ふを盗とられてしまった、ということへの失しつ意いだけだった。

「やってくれるよ」

　弾たまのない銃じゆうをお手玉しながら、太た郎ろうが帽ぼう子しをかぶり直す。

　財布の金きん額がく分ぶんを必ひつ要よう経けい費ひに足たしてやろうと決めて、拳けん銃じゆうを受け止めた。








→三日目に続く。　　　　　
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　祐ゆう貴きはなんとか笑おうとしたが、息いきを吐はくだけで脇わき腹ばらが痛いたんでそれを遮さえぎられた。ケースを叩たたきつけられて骨ほねに異い常じようがあるのか、呼こ吸きゆうするだけで患かん部ぶに響ひびく。駅えきの向かい側にあるシティタワーの裏うらまで逃げ込んでから、祐貴は膝ひざを突ついて地面に額ひたいを突き、その痛みに耐たえていた。

　傍はたから見れば酔よっ払ぱらいがうずくまっているようだった。そのお陰かげか誰だれも心配することなく近寄ってもこないので、祐貴としては大助かりだった。気き兼がねなく呻うめき、痛みが引くのを待まつ。脇腹だけでなく無理な動きを強いた肘ひじや腰こしにも涙なみだする。身体からだがバラバラでない方が辛つらい、と思うほどの鈍どん痛つうが肌はだの内ない外がいに張りついて祐貴をいじめ抜くようだった。

　涙でにじむ目の端はしに映うつる駅の過か剰じような明るさは、光の死し骸がいが累るい々るいと転がっているように見えた。

　地面で額を削けずり、幾いく度どか横向きに転がって身体を丸めながらも負ふ傷しようの絶ぜつ頂ちようを乗りきった祐貴が起き上がる。昨日きのうから立て続けに大人に痛めつけられてきて、傷きずつくことには少し慣なれてきた。それでも死ぬときはもっと痛いのだろうなと想そう像ぞうして、祐貴が弱よわ気きに陥おちいりそうになる。

　その後こう退たいしようとする意志を押し返すべく、掴つかんでいた財布を握にぎりしめる。

　拳けん銃じゆうを回収することはできなかったが、どさくさ紛まぎれに男の後ろポケットから財さい布ふを抜き取ることはできた。弾たまの入っていない拳銃にもそれなりの使い道はあるが、それより当とう座ざの金の方が役に立つ。祐ゆう貴きはその財布を開いて中なか身みを確かく認にんする前に、俯うつむいたまま己おのれの心に問とう。

　生きたいか、と。

　人を殺して、死ぬことを願われて。表おもてを歩くだけで心しん臓ぞうが歪ゆがみそうなほど怯おびえて、昼の光も夜の闇やみも平等に恐おそれながら、逃げ回ることしかできなくとも可か能のうな限り生きていたいかと。

　電車に揺ゆられている間もずっと自じ問もん自じ答とうを繰くり返していた。しかし問われる度たびに答えを濁にごしていたのは迷まよっていたわけではなく、その答えを口にすることが罪つみ深ぶかいことであると思い、はばかられていただけだった。正直になったら、先さき程ほどの行動がそれを示しめしている。

　祐貴は、生きたかった。終わりたくないと強く思った。それがどれだけ身み勝がつ手てな願いでも祐貴の本ほん音ねであり、だからこそ金を求めた。金は生きる者の希望を具ぐ現げん化かしている。それが汚けがらわしく見えるか、尊とうとく見えるかは本人の抱いだく希き望ぼう次し第だい。金に罪つみはなく、価か値ちを決めるのは個人の価か値ち観かんに依い存ぞんする。少なくとも祐貴にとっては、盗んだ財布は力強い鼓こ動どうを感じるものだ。

　隕いん石せきはまだ自分に降っていない。降るときも観かん測そくできないのなら、そのときまであがく。

　失意と疲ひ労ろうの霧きりに視し界かいを覆おおわれそうな中、祐貴は生きる意志を、意い欲よくを手放さない。

　祐貴は取り返しのつかない失敗をした。もうかつての自分が望んだような特別さを追い求めることはできない。その上で願ったことが逃とう亡ぼうであるのなら、今はそれに従したがおうと決めた。

　財布をひっくり返してその金きん額がくを確かめる。累るい計けいは三千七百円だった。

　拳銃をくれてやったにしては少々、安すぎる。社会人ならもっと持っておけよ、と祐貴が理り不ふ尽じんに憤いきどおる。財布の中には他に名めい刺しと、スーパーのポイントカードやらが纏まとめて入っていた。ポイントカードはどうでもいいが、名刺は興きよう味み本ほん位いで手に取る。自分を襲しゆう撃げきした相手がなんだったのか、祐貴は知りたかった。警けい察さつでないことを祈いのりつつ名刺に目をこらす。が、見えない。

　暗がりではなにも分からず、光を求めて祐貴が動く。光があるところ、すなわち人の集う場所。祐貴は抵てい抗こうを感じながらも、脇わき腹ばらの激げき痛つうに鼓こ舞ぶされたように、重い足を前へ動かす。

　不ふ思し議ぎなことにその痛みは祐貴が後ずさろうとすれば響ひびき、前進していけば潜ひそまるものだった。そういう痛いため方をした、という偶ぐう然ぜんにすぎないのだろうが結果として、祐貴を動かす力となる。それは具ぐ体たい的てきな勇気であるかもしれないし、祐貴を逃のがさない呪のろいとしての形を保っているのかもしれなかった。

　夜にうごめく光がある。多くの輝かがやきが集う。街まちの栄はえる、生きている場所に立つ。

　祐貴は自身の意思を持って、その場にいる資し格かくがあると背を伸ばした。

　そして訪おとずれる光に向けて掲かかげた名刺の文字が、夜の陰かげを取り払はらって浮かび上がる。

　名刺には『探たん偵てい　花はな咲さき太た郎ろう』と冗じよう談だんみたいな印いん刷さつが施ほどこされていた。








→三日目に続く。　　　　　
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　なにがなにやらという感じだった。

　あの後、個こ展てんは即そつ刻こく中ちゆう止し。夜中まで警けい察さつに拘こう束そくされて事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けて、今はようやく解放されて軽けいトラを走らせていた。緑みどり川かわが運うん転てん席せきに座すわり、弟で子しの姿すがたは隣となりにない。あの後に弟子から更さらにメールが来て、『先に帰っていてください』とのことだった。

　長時間に渡わたる警察との応おう答とうや目まぐるしい展てん開かいに翻ほん弄ろうされたこともあり、疲ひ弊へいで緑川の視し界かいが塞ふさがりそうだった。眠いらしく、瞼まぶたを重そうにしている。不ふ機き嫌げんな顔だった。

　明日以降の個展の開かい催さいも白はく紙しになる、壺つぼは割われる、来らい訪ほう者しやや企き画かく担たん当とうからの評ひよう判ばんも悪くなる。

　散さん々ざんだった。あの黒くろ田だという男は疫やく病びよう神がみの類たぐいだったに違ちがいない、と緑川が決めつける。

　拳銃なんて所しよ持じしている時点で真まっ当とうな人間ではない。よもや私し服ふく警けい官かんではないだろう、と世間に疎うとい緑川でもそれぐらいは察さつする。発はつ砲ぽう事じ件けんについては昨日きのうの殺人の件けんとも関連性を疑うたがわれて、とにかくしつこく質しつ疑ぎを繰くり返された。また『怨えん恨こんの線も疑っているが、なにか心当たりはないか』とも問とわれた。しかし緑川は本当になにも知らないし、関わってもいない。むしろ色々な疑ぎ問もんを尋たずねたい立場にあるが、答える者はみな自分の側そばから去さってしまった。

　たった一発の銃じゆう弾だんであれだけめちゃくちゃにして、壺つぼ一個の値ね段だんを返へん済さいされても割わりに合わない。黒くろ田だの調ちよう子しのいい笑え顔がおを思い出して、緑みどり川かわが苦にが々にがしいものを味わう。

「あのやろう」

　ハンドルの端はしを手の付け根で二度叩たたく。次会ったらどうしてくれよう。

　そう考えて、もう会う機き会かいもないだろうと思い直す。なにしろ、街まちに出る用事はなくなってしまったのだ。なによりそこに緑川は落らく胆たんしていた。せっかくの駅えきでの個こ展てんが、と悔くやんでも悔やみきれない。運うん転てん中ちゆうにもかかわらず、ハンドルに額ひたいをつけて落ち込みそうになった。

　山道は両りよう隣どなりが林で埋うめ尽つくされている。右側は木の幹みきが覗のぞける程てい度どの間かん隔かくを開けて生はえているが、山奥へ近づく左側は鬱うつ蒼そうとして黄き緑みどり一色となっている。とはいえどちらも、夜間に通るときは景色けしきに大した差はない。軽トラのライトが揺ゆれながら、草木のお辞じ儀ぎを映うつし出す。

　明日からどうしよう。個展が中止となるのなら撤てつ収しゆう作さ業ぎようを早めなければいけない。緑川は昔むかしから片付けの時間が大だい嫌きらいだった。掃そう除じも忌き避ひして生きてきた。緑川の家が比ひ較かく的てき整っているのは弟で子しがやってきてからの話で、それまでは外見だけでなく中も廃はい屋おくと大差なかった。

　しかし他に誰だれかがやってくれるわけでもないので、緑川が動くしかなかった。それが終わったら、また土をこねる日々が始まる。依い頼らいされたものがまだいくつか残っているのでそちらから手をつけて、合間に自分の飯めし椀わんに再さい挑ちよう戦せんして……と計画していると滅め入いっていた緑川の気分が次し第だいに晴れていく。腫はれぼったく、重苦しかった瞼まぶたまで引き締しまるようだった。

　良よくも悪わるくも、緑川の本ほん質しつは楽らく天てん家かなのかもしれない。

　そんなことを考えて少し気が軽くなっていたときだった。

　左の雑ぞう木き林ばやしから、急に人ひと影かげが飛び出してきた。

「わっ！」

　さすがの緑川も血けつ相そうを変えてブレーキを踏ふむ。

　こうした接せつ触しよく事じ故こが、ないわけではない。とはいえ相手は山の猿さるかイノシシ、鹿しかあたりだった。人間が出てくることなど、こんな山奥ではまずない。普ふ段だんの運転を弟子に任まかせていたこともあってか気を緩ゆるませていたのも原げん因いんだった。しかし急ブレーキの甲か斐いはあり、間かん一いつ髪ぱつ、なんとか人影を跳はね飛ばす前に車を停てい止しさせることができた。食い込むシートベルトに痛いためつけられた首を撫なでながら、無事を確かく認にんするために車を降りた。

　車のライトに浮き上がっていた人影は、腰こしの引けている老ろう人じんだった。シャベルを杭くいのごとく利用して転てん倒とうを防いだらしく、地面にその先せん端たんが突つき刺ささっている。よろめきながらも体勢を戻した老人が、緑川に気づく。民みん族ぞく衣い装しようを纏まとった老人が、緑川に微ほほ笑えむ。

　揺ゆれるリュックに、先端の跳はねるターバン。動く度たびに舞まうそれは土つち埃ぼこり。

　緑川はその老人から粉こなっぽい匂におい、つまり自分と同じ土の匂いを感じ取った。

　そして山を歩くときの目的が、ある意味で似にたものであるということも。

「やぁお嬢じようさん。きみも穴あな、掘ほらんかね？」

　岩いわ谷や老ろう人じんが屈くつ託たくのない笑えみを見せつけながら、土まみれのシャベルを掲かかげる。

　けっこう掘っています、と答えていいのか少し悩なやんだ。








→三日目に続く。　　　　　
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　なにがなにやらという感じだった。

　街まち中じゆうを逃げ回って、ほとぼりが冷めるのを見み計はからい、夜に紛まぎれて帰ってみれば事じ務む所しよに知らない女子高生が正せい座ざしていた。黒くろ田だは思わず事務所から出て部へ屋やが間ま違ちがっていないかと確かく認にんしたが、隣となりに企き画かく代だい行こう社しやと、奥に画が商しようのオヤジがいることを認みとめて現げん実じつ逃とう避ひを諦あきらめた。

　息いきを吐はき、目もとを擦こすってから改あらためて事務所に入る。女子高生は幻げん覚かくや霊れい魂こんの類たぐいではなく、やはり実じつ在ざいしているようだった。鼻先と耳だけ真まっ赤かで顔色は真っ青と奇き妙みような体調を訴うつたえる女子高生は、ソファの上に正座したまま黒田を凝ぎよう視ししている。泣きはらしたのか瞼まぶたが腫はれて、幾いく重えも流れて刻きざまれた涙なみだの跡あとが頬ほおに残っている。え、なに、なにと黒田が純じゆん粋すいに恐きよう怖ふする。

　更さらに黒田が訝いぶかしんだのは、事務所内のテーブルやソファの位置が大きくずれていることだった。妙みように斜ななめを向いたソファや揃そろえて置いてあったはずの雑ざつ貨か用具がテーブルの隅すみに纏まとめられてしまっているのは、暴あばれたあとに誰だれかが直した、という雰ふん囲い気きがある。そして床ゆかを見てみると拭ふいてはあるものの、明らかな血けつ痕こんが浮き上がっていた。何一つとして朝の景色けしきと相あい容いれない。一いつ昼ちゆう夜やどころか日中だけであまりに激げき変へんした自分の事じ務む所しよに、黒くろ田だが愕がく然ぜんとする。

　そもそも秘ひ書しよはどこへ行ったんだ、と室内を見回すも他に誰だれかいる様よう子すもなかった。

　そして最後に気になったのは、見知らぬ壺つぼが部へ屋やに飾かざられていたことである。

「殺し屋の方ですか？」

　靴くつを脱ぬいで正せい座ざしている女子高生が黒田に問とう。混こん乱らんするばかりだった黒田の思し考こうが一いつ瞬しゆんで澄すみ渡わたる。淀よどむ水面みなもと、冷えきって澄んで何者も寄りつこうとしない湖こ底ていを入れ替えるように。

　素す性じようを知っている者は敵てきか否いなか、明めい確かくに判断しておく必ひつ要ようがある。敵か、そうでないか。味み方かたはいない、そうした関係を作る気にもならない。向かい側がわのソファに座すわりながら、黒田の怜れい悧りな目が女子高生を捉とらえる。そのまま軽い調ちよう子しを装よそおって肯こう定ていするも、目は鋭するどいままだ。

「まぁそういうお仕し事ごとをやらせて頂いただいているけどね。それより、こっちが聞きたいんだけど」

「こいつを殺してください」

　黒田の言い分をまったく聞く姿し勢せいを見せない女子高生が、写しや真しんをテーブルに置く。会話をする気のない相あい手てに黒田も難なん色しよくを示すが、写真を見ることで文もん句くより先に興きよう味みが動いた。

「こいつを？」

　名前こそ分からないが、黒田にも見覚えがあった。発はつ砲ぽう事じ件けんを引き起こした高校生だ。ついでに言えば黒田が馬うま乗のりになって殴なぐりまくった相手でもある。そこで関連して気づく。

　目の前にいるのが発砲事件の際さい、現場にいた女子高生だと。顔色があまりに異ことなるので気づけなかった。そして話の流れから秘書が電話で話していた依い頼らい人にんか、と素性を察する。

「そうです、祐ゆう貴き。首しゆ藤とう。ゆーきー。こいつが、殺したんです」

　女子高生の目に涙なみだがにじむ。

「あぁ。それは知ってる、そのとき現場に、」

「なんであんなことしたの？　なんで私にそんなことするの？　そういうやつじゃないのに。そういうのじゃないのになんでしたの？　なんで殺すの？　殺したなら、死んでよ」

　女子高生の噛かみしめた唇くちびるから血が溢あふれる。ひきつるように人差し指が曲がる。

「うん分かった、で、こっちも」

「殺せなかった殺せなかった殺せなかった、なんで、なんでなんで飛ばないの、なんで」

「分かった。あー分かったから、だな。こっちの質しつ問もんにも答えてくれ」

　立ち上がった黒田が女子高生の正面に膝ひざを突ついて屈かがみ、肩かたに手を添そえて、落ち着くよう試こころみる。そうして言こと葉ばを遮さえぎられると、途と端たんに泣きじゃくる女子高生をあやしながら黒田が思う。めんどくせぇ、と。泣き崩くずれる女子高生は黒田から見れば女ではなく子供で、そうなるとこれは子こ守もりにすぎない。そういうのは俺おれの仕事じゃない、と誰かに訴うつたえたかった。

　ややあって、世せ間けんに誤ご解かいを招まねくほどの泣き声をあげた後にようやく女子高生が落ち着く。

「……あぁっとね、説明してほしいことがあるんだけど」

「……はい」

　まず、鼻水をすすった女子高生の名が小こ泉いずみ明あ日す香かということを知る。それから小泉明日香が、事じ務む所しよで起こった襲しゆう撃げき事じ件けんのあらましを黒くろ田だに説明する。最初は真ま顔がおで聞いていた黒田だったが途と中ちゆう、魔ま女じよのような帽ぼう子し、という説明に黒田の目が反はん応のうする。瞼まぶたが小こ刻きざみに動いた。

「あいつは、なーにをやってくれているんだ」

　そんなものをかぶって派は手でに暴あばれる男には、一人しか心当たりがない。

　開かい業ぎよう祝いわいをする気があるのか、ないのか。入り口に飾かざられている花を振り返り、黒田が目を瞑つむって息いきを吐はく。憤ふん怒ぬよりは悪あく友ゆうの悪戯いたずらを咎とがめるような心しん境きようだった。

　木き曽そ川がわには後で蛇へびの画が像ぞうでも大量に送そう信しんしておくとして、黒田が腕うでを組む。今、向きあうべき問題は幾いくつあるんだと情じよう報ほうを整理する。まず、緑みどり川かわ円えん子じの殺さつ害がいに失敗したこと。むしろ咄とつ嗟さではあったが救きゆう助じよするように動いてしまった。猛もう省せいである。それにより緑川に、拳けん銃じゆうを所持している男と認にん識しきされてしまった。これで警けい戒かいさせないよう近寄るのは困こん難なんとなった。

　続いて秘ひ書しよが逃げ出したこと。恐おそらく戻ってくることはないだろう。一日も満まん足ぞくに働はたらかないでいなくなるとは黒田の予想を遙はるかに下回る外はずれくじだった。相あい手ての事情がどうあれ、黒田からすればその事実は変わらない。プリンの箱はこを個こ展てん会場で失ったことも含ふくめて、溜ため息いき。

「……悪いことしたよなぁ」

　壺つぼを割ったうえ、個展を台だい無なしにしたことを悔くやむ。命を奪うばうという『もっと悪いこと』が未み遂すいに終わったことを様さま々ざまな意味で棚たなに上げて、申もうし訳わけない気持ちになる。黒田としては一度、食事の席せきでも設もうけて緑川に平へい身しん低てい頭とう謝しや罪ざいしたいところだが、そんな機き会かいはもうないだろう。

「……あの」

　小泉明日香が暗く、低空を飛ぶような声で黒田を呼ぶ。物思いと反省に耽ふけっていた黒田がまばたきを一つ挟はさんで小泉明日香に向く。そうだったな、と緑川のことは保ほ留りゆうした。

「いいよ、やる。ただし相そう応おうの金は頂いただく。払はらえるかな？」

「……いくらですか？」

「必ひつ要よう経けい費ひによって多た少しようの差は出るけど、これぐらい」

　黒田が自作した料金表をテーブルの下から引っ張り出す。どうやらテーブル自体が一度ひっくり返ったらしく、料金表は折おれ目だらけとなっていた。手で皺しわを伸ばしてから小泉明日香に差し出す。おずおずと受け取った小泉明日香を見て、黒田が尋たずねる。

「ここ、きみが掃そう除じしてくれたの？」

「はい」

「礼れいを言っておくよ。秘書がいい加か減げんなやつでね」

　膝ひざに頬ほお杖づえをついて、黒田が目を瞑る。しかしすぐに開いて、瞳ひとみを端はしに寄せた。

「殺されたのは、彼かれ氏し？」

　小泉明日香が俯うつむいたまま頷うなずく。

「はい」

「じゃ、この殺される少年は？」

　写真を掲かかげながら黒くろ田だが問とう。小こ泉いずみ明あ日す香かが顔を上げて、少し間を置く。

　最初は夜の湖こ畔はんのように波なみがなく、寂せき寞ばくに包まれていた瞳ひとみや顔つきが次し第だいに鋭えい利りな牙きばを見せつけてくる。狼おおかみの形ぎよう相そうとなった小泉明日香が毒どくの塊かたまりを吐はき捨てるように、写真の少年を評ひようする。

「生きていてはいけない」

　小泉明日香の主しゆ観かんに傾けい倒とうした理由に、黒田が満まん足ぞくそうに頷うなずいた。

「分かりやすい動どう機きって俺おれ好すきよ。謎なぞがあるのも楽しいけどねぇ」

　黒田が一人妙みような納なつ得とくをしている間に、料金表に目を通した小泉明日香の表情が曇くもる。

「貯ちよ金きん、少し足たりないみたいで……」

　料金表と重ねて通つう帳ちようを差し出してくる。受け取った黒田が貯金の額がくを確たしかめて、小泉明日香の少しが図ずう々ずうしい『少し』であることについ笑ってしまう。そしてまぁいいかとも思った。

「開店サービスだ、割わり安やすにしとくよ」

　通帳を預かった黒田が請うけ負おう意思を見せると、小泉明日香の顔から陰かげが一部取り払はらわれる。

　人殺しの契けい約やくに明るい顔を見せるもんじゃないよ。

　それだけ死を願われる首しゆ藤とう祐ゆう貴きに黒田が微かすかな同情を抱いだきつつも、先にそちらを始し末まつしておいた方がいいと優ゆう先せん順じゆん位いを決める。いつ逮たい捕ほされてしまうか分かったものじゃないからだ。

　開業してから二日で依い頼らいが二件。そのハイペースに、黒田が大だい繁はん盛じようだと自じ嘲ちようする。

「……次も失敗したら、和わ菓が子し職しよく人にんを目指しちゃうぞ、と」

　ぼやきながら、事じ務む所しよの壁かべへと目をやる。

　睨にらみつけながら、選べ、とここにいない新たなる標ひよう的てきに黒田が言う。

　警けい察さつに捕まるか、自分に殺されるか。その終わり方を、選べと。








→三日目に続く。　　　　　
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「……あのさ、あたしが抱だっこして運ぶ必ひつ要ようなくね？」

　ぶらぶらと後ろ足、ついでに腹ふく部ぶの揺ゆれる丸い犬いぬが『まぁいいじゃん』とばかりに涼すずしい顔で流す。「んー」と納なつ得とくしかねながらも、カナはそのまま犬を抱かかえてエレベーターに乗った。

　一階へ行き先を指定して扉とびらが閉じてから、誰だれにも目もく撃げきされなかったことにカナが息いきを吐はく。

「お前絶対楽らくしてるよなー」

　犬のお腹なかを摘つまみながらカナが言う。ついでに下か半はん身しんを支えるようにもう片方の腕うでを下に回す。それで後ろ足も安定した犬がカナにお腹を摘まれない対たい策さくとしてか自じ主しゆ的てきにひっくり返り、向きあう形を取る。ふかふかとした背中を撫なでながら、カナが質しつ問もんする。

「きみは痩やせる気はないのかね？」

『検けん討とうはしている』と言いたげに犬が歯切れ悪く唸うなる。なさそうだな、とカナが自じ身しんのギャッピーに対する態たい度どやらを引き合いに出してそう受け取る。

「でもすぐ見つかってよかったじゃん、お前も飼かい主ぬしさんも」

　カナの意見に犬は『うむうむ』とばかりに二度ほど頷うなずく。

「……絶対、こっちの言こと葉ば分かってるよなー。ふしぎ」

　カナとしては、少し別れが名な残ごり惜おしかった。しかし飼い主が心しん配ぱいしているだろうし、なによりいつまでも一いつ緒しよにいたらギャッピーに『犬より自分の面めん倒どうみろよ』とお説せつ教きようされてしまいそうなので、これでいいのだと思うことにした。

　エレベーターが一階へ到とう着ちやくする。カナはホールの様よう子すを、顔だけ出して確かく認にんする。出入りする住じゆう人にんの姿すがたがないことを確かめてから「いまだー」と小走りで駆かけ抜ける。入り口まで一いつ気きに走りきったところで、立ち止まったカナが息を乱みだした。

「やっぱり、もうちょっと痩せた方が、いいぞ」

　犬からすれば『お前の体力が衰おとろえてるだけだよ』と言いたそうだった。カナもそうした意思を感じ取ってか、「あたしか弱い女の子だし」と開き直った。そのままマンションを出て、歩ほ道どうと夜空の間に立つ。高こう層そうビルの向こう側には夕焼けの残ざん滓しが翼つばさを広げて、雲を引き裂さいていた。

　その両りよう翼よくの下に生まれる、薄うす紫むらさきの輝かがやきにカナの心が揺ゆさぶられる。

　美しいと、見とれてしまう。

　そうしてカナが放心するように夜空と夕暮れの境さかい目めを見上げていると、犬の目がカナの背はい後ごを意い識しきして捉とらえる。カナがその視し線せんの移ろいに疑ぎ問もんを持った直後、「動くな」と低い声に後こう頭とう部ぶを貫つらぬかれた。直後、背中に硬こう質しつな物体の先せん端たんを押しつけられる。

　カナの喉のどが引きつり、目が急速に乾かわいていく。

　マンションから一いつ歩ぽ出た途と端たんの出で来き事ごとだった。

「はーい止まって。動いたり騒さわいだりしたら撃うつからねー」

　若い女の声がカナを制止させる。第一声と異ことなり、今度はいやに明るい。指し示じ通りに棒ぼう立だちのカナが首だけ振り向く。犬いぬも肩かた越ごしに目だけ出して覗のぞき、背はい後ごの相あい手てを確かく認にんする。

　相手は女子高生だった。袖そでが長いせいと髪かみが綿わた毛げかなにかのように膨ふくれていて、野や暮ぼったく映うつる。背せ丈たけはカナより頭半分高い。カナにとっては見知らぬ相手で、冗じよう談だんをふっかける、かけられるような関係性は思い当たらない。つまり、これは本気ではないのか。

「背中になにが当たっているか分かるよね？」

「……セクハラ的なもの？」

「性せい別べつ考えていいなよお嬢じようちゃん。おぅそれとも男女区別つかねーってか？」

　そっちは年ねん齢れい考えて言いなよと反論したいが、さすがのカナも黙だまった。

　抱だかれている犬なら感じ取っているのであろうが、カナの心しん臓ぞうが徐じよ々じよに加か速そくしていた。背中に押しつけられた金きん属ぞく的てきな感かん触しよくのそれに、内ない心しんでは予想がついたからだ。
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　それは以前なら、こんな街まち中なかでまさかと一いつ笑しように付ふすものだった。しかしカナが何の気なしに拾ひろってしまえるようなものである以上、既すでに『拳けん銃じゆう』は笑い話ではなかった。

「えぇと……なにか用？　お金ならないよ、見ての通り」

　カナとしては足もとのぼろぼろの靴くつを見て欲ほしかった。

「うん、なさそうだね。パジャマになるのも、早いね」

　若じやつ干かん、同情的なニュアンスを込めた返事がきてしまう。それほどか、とカナが状じよう況きようを忘れて少し危き機き感かんを覚える。それから背中を動かしたことで硬質なものが強く当たり、思い出す。

　自分は今、ものすごく危険な立場にあると。

　丸い犬が暢のん気きな顔に似につかわしくない、牙きばを露ろ出しゆつした顔つきで女子高生を威い嚇かくしようとする。それに気づいたカナが「ばかやめろ」と犬の頭を押さえる。犬を覆おおい隠かくしてかばうために背を丸めるカナを見て、女子高生が「へぇ」と短いながらも感心したような反はん応のうを見せる。

「犬好すきなんだ。気が合うじゃない」

「あー、じゃあ、お友達になる？」

「いいわよ。じゃあ友達ってことで大人しくついてきてもらう。その後のことはその後で命令するから」

　誘ゆう拐かい。カナの頭にその二文字が浮かぶ。拉ら致ちの方が適てき切せつだろうか、と思い直す。

　そんな場合ではない、と怒おこる自分の声は少しよう数すう派はで、小さい。

「一時間くらいで済すむ？」

「さぁ。そちらと、他の連中次し第だい」

「これからこの犬いぬの飼かい主ぬしさんと会う約やく束そくなんだけど。それもだめ？」

「他のやつと会わせるわけないでしょ」

「犬も誘ゆう拐かいされろと？」

　女子高生は目を横に泳およがせて、考える素そ振ぶりを挟はさむ。

「そうね、そうして」

　答えはすぐに出たようだ。それから、「あっつー」と頭を剥はぎ取る。マリモか綿わた毛げのような頭はカツラだったらしく、中からは大量の黒くろ髪かみが飛び出す。長さも十じゆう分ぶんにあり、顔の前面を覆おおい隠かくすほどだった。その髪かみを片手で掻かき分けて耳に引っかけて、顔の前から除どける。

　そうして露あらわになった顔は、今までの野や暮ぼったさを取り払はらったように流りゆう麗れいとしている。開かい眼がんするように印いん象しようを激変させた瞳ひとみは澄すみ渡り、静せい観かんしているように物もの憂うげな顔つきを見せる。行動や乱らん暴ぼうな言動と噛かみ合わない外観に、振り向けないカナは気づかない。

　カナは腰こしに差してある拳けん銃じゆうの可か能のう性せいを探さぐる。振り向いて、構かまえて。同等の立場となるか検けん討とうして、無理だと潔いさぎよくそれを放ほう棄きした。犬一いつ匹ぴきを抱かかえて息いきを荒あらげるやつがそこまでの立ち回りをこなせるはずもないし、なによりカナには拳銃を扱あつかえる自信がなかった。

　ないから捨ててしまおうと思った矢や先さきに、これである。

　もしかすると、この災さい難なんも拳銃を拾ひろってしまったことが原げん因いんかもしれなかった。

　カナの心当たりはそれぐらいしかない。

　暴あばれないようにと、丸い犬を抱だきしめる。犬の方もマンションから真まっ直すぐ見える景色けしきや横おう断だん歩ほ道どうに向けて、寂さびしげな鳴き声をあげる。もう少しで飼い主と再さい会かいできたのに、とカナが自分のことも忘れて同情してしまう。不ふ思し議ぎと、驚おどろきが冷さめた後に残る恐きよう怖ふは薄うすいものだった。心が穴あなだらけで、こぼれ落ちてしまうからだろうか。カナが客きやつ観かん的てきにそんなことを思う。

「じゃ、ついてきて。ゆっくり歩くように、逃げ出す素そ振ぶりを見せないでよ」

「……ん」

　カナが短く頷うなずいて、指し示じに従したがうことにした。

　これでは明日、菓か子し屋やの売り子にはなれそうもない。

　謎なぞの女に脅おどされて仕し事ごとどころではなかった。

　三みつ日か坊ぼう主ずと罵ののしられないための言い訳わけを反はん芻すうし、カナが眉まゆ根ねを寄せる。

　ギャッピー、信じてくれるかなぁ。








→三日目に続く。　　　　　








　あとがき




　これを書いている頃ころはポケモンマスター（通つう算さん六度目？　七度目？）を目指している。

　そしてこの本が出る頃にはドラゴンの背中に乗って大おお暴あばれする予定です。







　電でん波ぱ女おんなの実じつ写しや版ばんが受じゆ賞しようしたらしい。いやぁなんとも不ふ思し議ぎな気分だ。

　題だい材ざいとしていただき、ありがとうございます。この場を借かりてお礼れい申もうし上げます。

　ところで俺おれは図と書しよ券けんを千円分とかもらえないのだろうか。いやなんもしてないけど、ほら。

　などと関係ない作品で色々書いていますが、こんにちは。入いる間ま人ひと間まです。続きを出すのが大だい分ぶ遅おくれてしまって申し訳わけありませんでした。これからは早め、早めに出していければと考えています。待まっていてくれた方がどれほどいるかは分かりませんが、すみませんでした。







　風ふ呂ろの湯を入れる際さいに栓せんを忘れた、ドジキャラ路ろ線せんまっしぐらの母親（54歳）や『俺ヘンリーがいい』などといきなり言い出す父親は元気です。私も元気です、まぁ多た分ぶん。

　書きたい話が二十個ぐらいあって焦あせりますが、一つ一つ形にしていけたらと思います。

　そのうち、ロボットものとか超ちよう書きたい。

　お買い上げ頂いただき、本当にありがとうございました。来年もよろしくお願いします。








入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

いるクまー「６分の２」が出たなー。約分すると「３分の１」になるから登場人物が３人消滅するんだろー。

だれが消えるんだろー？　うーん、わかんねー。
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深み崎さき暮くれ人ひと

北海道出身、東京都在住のイラストレーター。飼猫を生き甲斐に、肩こりと戦いながら絵を描いてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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ファンレターあて先
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電撃文庫編集部

「入間人間先生」係

「深崎暮人先生」係











本書は書き下ろしです。
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